









































異世界ですが魔物栽培しています。4
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　そこは悪意が渦うず巻まく場所。

　策謀が巡めぐらされ、策略を編あみ、陰謀を企くわだてし者の巣そう窟くつ。

「さて──」

　暗くら闇やみの底。人はおろか、魔物ですら立ち入らぬ辺境の洞窟、その最奥に彼──〝刻こく印いんの魔女〟アンスールはいた。

「ホド大陸でのアジ・ダハーカを使ったザッハークの抹まつ殺さつ。及および、ベンヌによるキョウ達の始末は失敗に終わった」

　闇のみが支配するこの場所において、しかしアンスールが纏まとう白き衣と、銀色の髪はまるで夜空に輝かがやく月のように彼の存在をアピールしていた。

「六大勇者のいる国を滅ほろぼすことが私の復ふく讐しゆうではあるが、あのキョウという人物を見み過すごすのも危険だ。彼の存在は私の計画の邪魔になりかねない」

　そう呟つぶやき、アンスールはネツァク大陸での帝王勇者への襲撃と、ホド大陸での暴君勇者への企たくらみを思い出す。

　そのどちらもキョウという人物に防がれてしまった。

「となれば、やはり彼の抹殺を最重要事項とするべきか。まあ、幸いと言うべきか、次の彼の目的地は第二大陸コクマー。そこにいる勇者のようだからな」

　そう言って、アンスールは目の前に立つ、ある人物に話しかける。

「どうやら、君の存在が役に立つようだ。この日のために準備してきた成果を存分に見せてもらおう」

「…………」

　声をかけられたその人物は、その場に静かに片かた膝ひざをつき、まるで君主に従したがうような姿勢を取る。暗闇で顔はおろか、輪りん郭かくさえも摑つかめない。

　だが、その人物に対するアンスールの信頼と信用は絶大であった。

　それもそのはず、アンスールが右手を掲かかげると、その手の甲に真しん紅くの刻印が輝き、それに同調するように、その人物の胸には同じく真紅の刻印が光を放ち始めた。

「では、任まかせるぞ。コクマー大陸にいる勇者と、そこを訪れるキョウをお前の手で抹殺するがいい。ＳＳランク魔物──ベヒモスよ」

　ベヒモス。

　そう呼ばれた人物は静かに頷うなずき、そのままアンスールの魔力によってどこかへ転移していく。

　後に残ったのは闇の中、次なる策謀を巡らす〝魔女〟の姿のみであった。
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「さ、寒い……」

　今現在、オレ達は吹雪ふぶき吹き荒あれる山の空をバハムートの背に乗り、飛行していた。

　少し前に、オレ達は六大勇者が持つ〝世界樹の宝石〟こと〝世界樹の種〟をもらうべく、ホド大陸と呼ばれる場所へと訪れた。

　そこを支配していたのは〝暴君勇者〟ザッハークと呼ばれる人物であり、彼女から種をもらうまでには想像を絶ぜつする困難が待ち構えていた。

　困難の筆ひつ頭とうはイースの兄であるアンスールと名乗る魔女との出会い。

　当初、オレ達は彼に助けてもらったのだが、実はそれはアンスールの策略であった。

　実は彼こそが、六大勇者とその勇者がいる国を壊かい滅めつさせるべく暗あん躍やくする〝刻印の魔女〟その人であった。

　オレはそのアンスールに囚とらわれ、彼の戦力を増やすために、望まぬ栽さい培ばいをさせられることになったのだ。

　だがそんな中、オレを助けるべく行動してくれたリリィ達のおかげで何とか難なんを逃れた。

　無む論ろん、リリィ達だけでなく、他にもオレを助けてくれた人はいた。

　それこそがルビィと呼ばれる女性。彼女の正体はＳＳランク魔物のベンヌであり、本来はアンスールの手先であった。

　しかし、一緒にすごす内に彼女はオレに心を許し、最後にはオレの声に耳を傾かたむけてくれた。

　彼女の存在があったからこそ、オレは今こうして生きていると言っても過言ではない。

　そんなことを思い出しながらオレはバッグの中に眠るルビィの卵を優しく撫なでる。

　そして現在、オレ達は次なる勇者が持つ世界樹の種をもらうため、この第二大陸コクマーへとたどり着いたわけだが、

「だ、だから言ったでしょう！　港についたら防寒服を買って、馬車に乗りましょうって！　なんでいつもの格好のまま突とつ貫かんしようと思ったのよ！」

「し、仕方ないだろう！　港についた時は『それほどでもないかなー』って思ったんだよ！　げ、現にリリィだって『まあ、これくらいなら少し我が慢まんすればいけるんじゃない？』って毛もう布ふを買うだけに賛成したじゃないかー！」

「そ、それはそうだけど！　さ、さすがにこの吹雪は想定外でしょう！」

　そんなオレとリリィの不ふ毛もうな言い合いは、吹雪の中を滑かつ空くうするムーの上で行われていた。

　ムーとはオレが栽培したＳＳランク魔物・バハムートの愛称。

　この子は見た目こそ大きめなシャチだが、海を泳ぐことは勿もち論ろん、こうして空の上を泳ぐことも可能な、まさに万能な乗り物の代かわりをしてくれる魔物であった。

　ムーのおかげで移動手段には困ることなく、こうして次なる大陸に渡ることも出来た。

　が、実はそれがちょっとした落とし穴になってしまった。

　というのも、先程の会話で少し触ふれたが、最初にこの大陸についた時、オレ達は一度港に寄よっていた。

　その時に、この大陸の特徴というか気候について街の人達から少し聞いていた。

　この第二大陸コクマーは全すべての大陸の中で最も寒く、年中雪や氷に覆おおわれているらしい。

　以前、オレ達が訪れた帝王勇者ロスタムさんが治おさめる砂さ漠ばくと熱ねつ波ぱのあるネツァク大陸とは正反対の大陸と言っていい。

　そのため、最初は防寒服を買って、大陸の首都へ馬車で行こうと思っていたのだが、意外と防寒服と馬車の値段が高かった。

　それにオレ達にはムーという空を渡る乗り物があったために、ちょっと寒いのを我慢すれば首都に行けるだろうと楽らつ観かんしてしまった。

　そうして首都目指し、空を飛び始めてから少し経たった頃、天気が崩くずれ出だし、気づくと吹雪が始まった。そして今現在、猛吹雪に襲われながら、オレ達は方向感覚を失い、寒さに震ふるえている。

「ど、どうするのよー！　こんな吹雪じゃどっちが北かなんか分からないじゃないのー！」

「そ、それはそうだが……！　というか、リリィは前にリヴァイアサン退治でこの大陸に来たことあったんじゃないのかー!?」

「その時はこの大陸には直接寄ってないのよ！　アタシが寄ったのはこの大陸から外れた孤島であって、その時も寒くはあったけれど、ここまでの吹雪はなかったし……！　と、というか、マジで寒いわー！」

　お互いに言い合いをしながらも、あまりの寒さに身をすくませるオレとリリィ。

　こ、これはマジでアカン。

　吹雪もそうだが、このままでは確実に遭そう難なんコース。そして、凍とう死しエンド間違いなし。

　これは一いつ旦たん、街かどこかに寄って避ひ難なんしないと。最悪、洞どう窟くつでもいい……。

「兄ちゃんも嬢じようちゃんもしょうがないな。ほれ、この炎で温あたたまりな」

　と、そんなことを思っていると、オレ達の後ろで言い合いを観戦していたジャックが手のひらに炎を生み出し、それをオレ達の方へ近づけてくる。

　お、おおおお！　メチャ温けぇ!!　ジャック、ありがとうございます!!

　リリィもすぐさま「あ、アンタ、最高……！」とジャックの生み出した炎に近づき、円えん陣じんを組む形となった。

「ぴぃー！」

　そんなオレ達の様子を見てか、すぐ隣となりにいたバーンも口から火を出してオレ達を温めてくれる。

　おお、持つべきものは仲間よ！　そんなことを思っているとオレの隣にいたスィが抱きついてくる。

「すぃ～！」

「おっと、スィも温めてくれるのか？　はは、ありがとうな」

　思わず笑みを浮かべながらオレはスィの頭を撫でる。そんな光景を前に、オレのポケットにいるドラちゃんがどこか不満そうに頰ほおを膨ふくらませる姿が見えた。

　ジャック、バーン、スィ、ドラちゃん、それにムー。これが今現在オレと行動を共にしている魔物になる。

　無論、他にも様々な魔物を栽培してきたのだが、その全てを引き連れて行動するのは困難だ。そのためオレは、コクマー大陸ではこのメンバーで行動することに決めていた。

　ヒュドラやオーガクイーンのクーちゃんと、戦力として頼もしい魔物も栽培したのだが、彼女達は自分達の生まれ故郷であるホド大陸に残ることを決意してくれた。

　なにより勇者として再起したザッハークの国を立て直す手伝いと、もし再びアンスールが現れた際、それに対抗する戦力として残ってくれたのだ。

　これから先も勇者のいる国にはそうした守りを任まかせる魔物をオレの方で栽培する必要があるかもしれないと内心考えていた。

「それはそうと、こいつは避難した方がいいかもな。寒さもそうだが、この吹雪じゃ、ムーちゃんも方向感覚が摑つかめないだろうし。吹雪が止やむまではどこかに身を潜ひそめたほうがいいかもしれないぜ」

『きゅう～……』

　ジャックのその呟つぶやきにムーも同意しているのか、少し頼たよりなげな声を上げた。

　このままだと首都に行くのは難しいかもしれない。

　やはり一旦どこかに降りて、吹雪が止むのを待ったほうが無難か……。

　そう思い、オレがムーに指示をしようとしたその瞬間──

「!?　待って、キョウ！　何か、目の前にいるわよ！」

「え？」

　リリィのその声に反応し、思わず前を見ると、吹雪の中こちらに近づく巨大なシルエットが見えた。

「なんだ、あれ……？」

　その姿を確認しようと目を凝こらした瞬間、それは唐とう突とつに姿を現した。

　全身、雪と氷に覆われた巨人。

　全長は二十メートル以上あろうかという巨体。

　それはオレが今まで見てきた魔物の中でも最も巨大な姿。

　とてつもなく巨大な魔物が何の前触れもなく、突とつ如じよとして吹雪の向こう側から現れた。

「な、なんだ！　こいつ!?」

『きゅう～!?』

　急な巨人の登場にムーも驚き、その場に立ち尽くしてしまう。

　一方の巨人はゆっくりとした動きでこちらに近づくと、巨大な顔をムーの方へと近づけ、その顔をじっと眺ながめると、ムーの背中で固まっていたオレ達の方へと視線を向けたような気がした。

『…………』

　一瞬、目が合ったような気がした。そして巨人の体が動き、オレ達が身構えた瞬間──、

『────────!!』

「な……！」

「に、これ……!?」

　巨人から発せられたのは咆ほう哮こう。

　それは巨人の内部に眠るエネルギーが目に見えない衝撃波となってこの地一帯を覆うようであった。

　いや、事実、巨人の内部、胸に相当する位置から何やら紅あかい輝きが漏もれていた。

　それは氷の体に収まった宝石のようだった。大きさは二メートルを越こえている。

　やがて、その胸の輝きが収まっていくと同時に巨人の咆哮も静まり、嵐あらしのような衝撃波が収まった後、オレ達が見たのは雲一つない晴せい天てんの空であった。

「なっ！　これって……！」

「吹雪が、吹き飛んだ……!?」

　信じられないことに巨人の咆哮は雲だけでなく、そこから発生していた猛吹雪すら吹き飛ばしていた。

　見回すとここは山の中腹であり、眼下にオレ達が目指していたと思おぼしき首都が小さく見えていた。

　驚くオレ達をよそに、巨人はこちらを一いち瞥べつすると、そのまま静かに山の奥へ歩き始める。

「あっ、お、おい！　ち、ちょっと待ってくれよ！」

　思わず声を掛かけるものの、そんなオレの声など聞こえていないのか、あるいは興味がないのか、巨人の姿はどんどんと遠くなり、やがて、巨人が向かっている側から再び吹雪が発生し、その中に隠れるように巨人の姿は消えていった。

「……あいつ、一体なんだったんだろうな」

　問いかけるオレに、答えられる者は誰だれもいなかった。

　今の巨人の正体も、その目的も謎なぞのまま、オレ達はただ呆ぼう然ぜんと起きた出来事を眺めることしか出来なかった。

　しかし、そんな中、オレの膝ひざに乗っていたスィが巨人の消えた方向を眺めながらポツリと呟いた。

「……あのきょじんさん、すぃたちをたすけたのかも……」

「え？」

　少し前からスィはよく話せるようになり、時とき折おりこうして思ったことを口にする。

　しかし、今回の内容は少し驚きだ。オレとリリィは思わず顔を見合わせてしまう。

　あの巨人がオレ達を助けた？

　だが、言われてみれば先程の行動はそう見えないこともなかった。

　巨人の咆哮のおかげで、オレ達は身を凍こおらせる吹雪から助かり、更さらには現在地の確認と、目的地の視認まで出来た。

　もし、巨人に遭そう遇ぐうしていなければ、どこかで吹雪が止むのを待つか、あるいは方向感覚を失ったまま迷子になっていただろう。

　それを考えれば、あの巨人は紛まぎれもなくオレ達の恩人と言える。

　しかし、あの巨人が本当にオレ達を助けるために行動したのかは分からない。あそこで咆哮を上げたのも単なる気まぐれか、あるいは自身のために吹雪を振り払う行為だったのかもしれない。

　いずれにしても、吹雪が晴れた今、オレ達の障害はなくなった。

「あそこがコクマー大陸の首都でいいんだよな？」
















　確認するオレに対し、隣にいるリリィが頷うなずく。

「ええ、まず間違いないでしょうね。遠目だけど、街の中央に城が見えるでしょう？　城があるのは大陸の首都だけだから間違いないわ」

　なるほど。確かによく目を凝らせば城らしきものが見えた。

　オレはそれを確認すると同時に、乗っているムーの頭を撫でながら眼下の街を指差す。

「よし、それじゃあ、ムー。あの首都まで、このまま飛行してもらって構わないか？」

『きゅうー！』

　オレからの頼みに、問題ないとばかり鳴き声を上げながら、オレ達はコクマー大陸の首都へと向かっていった。





◇　◇　◇






「こいつは……」

「……驚いたわね」

　首都について早々、オレ達はこれまでにない驚きを受けていた。

　今までも様々な大陸の首都にたどり着いては、色んな文化や都市の広さなど様々な部分で驚いたが、今回のコクマー大陸の首都はそれまでとは全く異ことなる衝撃が広がっていた。

　それは──

「魔物がそこら中にいる」

　そうなのだ。街を歩く人々の隣にはさも当然のように魔物が連つれ立だっていた。

　露店を見ると店主が果実を売っている隣で、頭に果実を乗せて子供に勧すすめているペンギンのような魔物がおり、子供の肩には小さなネズミのような魔物が乗っている。

　他にも犬のようにリードをつけて散歩している狼おおかみの魔物など、いたるところに魔物の姿があった。

　それはこれまでにない光景であり、まるで魔物と寄り添い生きているようなその姿は、オレが普段すごしている日常そのものだ。知らずオレはこの街に対し、どこか親近感を覚え始めていた。

　そして街の入口で呆然としているオレ達を不思議に思ったのか、雪だるまのような魔物を連れた青年がオレ達に話しかけてきた。

「やあ、アンタら、旅の人かい？」

「え、ああ、はい、まあ」

　思わずその問いかけに頷くオレであったが、青年はそんなオレの背後にいたジャックやバーンを見て、すぐさまその顔に笑みを浮かべる。

「なんだアンタも『調教師テイマー』じゃないのかい！」

「『調教師』？」

　男性が告つげたその言葉を、思わずオウム返しする。

　なんだろうか、その調教師というのは？

　そういえば、以前にもそう呼ばれたような気もすると悩んでいると、男性が更に笑いながら話しかけてきた。

「なーにをすっとぼけてるんですかい！　もしかして、例の『王おう選せん』を見に来たのかい？」

「『王選』？」

　何のことだろうかと再び疑問符を浮かべるオレに対し、青年は今度は笑いながらオレの肩を叩たたいてきた。

「何言ってんだい！　同じ調教師ならあの四王子がどんなものを出してくるかなんて気になって当然さ！　ま、でも王選開始にはまだ日があるから、それまではこの街でゆっくりしていくといいよ。なんだったらオススメの宿とか紹介しておくよ」

「あ、はい、どうも、お構かまいなく」

　青年のテンションの高さに、思わずそう答えるしかなかった。そうしてオレ達は改めて人と魔物が共存しているこのコクマー大陸の首都を歩き始めた。

　歩くたびに、様々な魔物を連れた人達と出くわし、その人達の多くがオレの連れている魔物を見ては興味深そうな視線を送ったり、気持ちのいい挨あい拶さつをしてくれた。

「やあ、君のその魔物見ない種類だね？　ひょっとしてよその大陸の魔物かい？」

「ええ、まあ、そうですね」

「へえー！　そうなのか！　よその大陸の！　うーん、それは実に興味深い！　よければどこの調教師か教えてくれないかい？」

「いやまあ、名乗るほどのものじゃないですよ」

　と、こんな感じで色んな人達に興味をもたれ、話しかけられた。

　今までジャック達を連れて街を歩いている際、確かに興味深そうな目を向けられたことはあったが、ここまで興きよう味み津しん々しんに気さくに話しかけてもらえたのは初めてであった。

　まんざら悪い気分でもない。ジャックもバーンも自分達のことを褒ほめてもらっているためか、心なしかその表情は凜り々りしかった。

　そして、この街の人達と話すたび、必ず出てくる単語があった。

　それが『調教師』というもの。

　どうやら、その調教師というものがこの街では重要な職業らしく、魔物と一緒に暮らしている理由の一つであるような気がした。

　そんなことを思いながらも、オレ達は勇者がいるであろう城を目指し歩き続ける。

　そうして、しばらく大通りを歩いた後、目的のコクマー王国の王城へとたどり着いた。

「ん、旅の者か？　この城に何の用だ」

　オレ達の姿を確認した兵士達が、恒こう例れいとばかりに城への訪問理由を問うてきた。

　それに対してオレはバッグの中に入れておいたザッハークさんからの推すい薦せん状じようを取り出す。

「この大陸にいる勇者様に用があって来ました。こちら六大勇者の一人ザッハーク様からの推薦状です」

「!?　なに！　あのザッハーク様のか！」

　オレのセリフに驚いた様子の兵士達。その後、推薦状に刻きざまれた六大勇者の印いん章しようを見るや否や、すぐさま納得した表情を浮かべる。

「失礼いたしました。それでは我が国の勇者様の元へとご案内致いたします」

「よろしくお願い致します」

　背筋を伸ばして、丁てい寧ねいに城の中に入れてくれる兵士達に感謝しながら、オレは改めて六大勇者の持つ影響力の大きさを感じた。

　次の勇者を訪ねるのに際し、この大陸の勇者を勧めてくれたのは実はザッハークさんであった。

　というのもザッハークさん曰いわく、この大陸の勇者は六大勇者の中で最もオレに近しい存在であり、恐らく一番友好的に接してくれる可能性が高いという。

　それ以上は詳くわしく聞く暇ひまがなかったけれど、あのザッハークさんが太たい鼓こ判ばんを押してくれる相手なら信頼しても良さそうだ。

　なによりもこの街の雰ふん囲い気きが今までとは大きく違う。魔物と共存している国にいる勇者がどんな人なのか、大きな興味が湧わいていた。

「あの、この国にいる勇者ってどんな人なんですか？」

　そう思ったオレは、思わず先頭を歩いている兵士に問いかけた。

　すると、兵士は僅わずかに驚いたような顔を向けて答える。

「アンタ、魔物を連れている調教師テイマーなのに、この国の勇者シン・ド・バード様のことをご存知ないのかい？」

「いや、まあ、というか、その調教師っていうのが、何なのかよければ教えてもらえませんかね？」

　思わずそう尋ねるオレに対し、再び兵士は驚いたような顔をしつつも、オレ達に説明をしてくれた。

「調教師ってのは文字通り魔物を調教する能力を持った人達のことだよ。彼らは本来は危険なはずの魔物を飼かい慣ならし、オレ達人間の利となる存在に変えてくれる。戦いは勿論、上う手まく調教された魔物は身近な手伝いまでしてくれる。他にも愛あい玩がん用ように調教された魔物は一切の危険がなくなるから、この国ではそうした魔物が人間と共存しているんだ」

「へぇ～、なるほど」

　兵士からのその説明にオレは頷く。

　だから、街中で多くの人達が平気で魔物と行動していたり、中には人の手伝いをしている魔物達がいたりしたのか。

「ちなみに調教師ってのは誰でもなれるわけじゃない。勿論、経験を積んだりすればなれる場合もあるらしいが、多くは才能によるものが多いとの話だ。世の中には生まれながらに魔物との意思疎そ通つうが可能だったり、魔物が何を感じ取っているか分かる人間もいる。それに魔物に好かれやすい奴ってのもいるからな。そうした天性の才能、スキルを持っている奴が調教師という職業に向いてるんだぜ」

　なるほど。その説明にオレは再び頷く。

　確かに、そうしたスキルや才能に関しては覚えがあった。

　何しろオレの友達である雪の魔女イースちゃんがそうした特殊な能力を持っていた。

　彼女は魔女ということで、天性のものとして授さずかっていたらしいが、そんな才能を持っている者が他にいても不思議はない。

　そう思っていると更に驚くべきことを兵士が語る。

「そして、そうした才能を一番に持っている人物こそが、我が国の〝魔獣勇者〟シン・ド・バード様なのだ！」

「え!?」

　兵士のその紹介に思わず驚いた声を上げるオレ。

　それは隣にいたリリィも同じらしく、信じられないといった顔のまま兵士に更なる質問をぶつける。

「あの、勇者が魔物使いって、問題ないんですか？」

　そんなリリィからの質問に、兵士はむしろ不思議そうな顔を向けてきた。

「変わった質問をするな？　別に問題はないだろう。我が国は昔から調教師という職業が盛さかんで、中でもこの城の王族は皆、調教師の才能を生まれながらに宿している。というのも元々、調教師という職業を生み出したのがこの国の王族であり、彼らの教えによってこの大陸全土にそれが広がったのだ。まだ他の大陸では調教師という職業は少ないらしいが、近い将来、我が国の調教師という職業が世界を大きく変革すると私は確信しているぞ」

　そう言って兵士は笑いながらオレ達の案内を続けてくれた。

　確かに、他の大陸ならともかく、こうした『調教師』という職業が認められている大陸では、その国の勇者が魔物を従したがえる能力を持っていても問題はない気がする。

　というよりも国の王族自体が魔物を従えられる能力を持っているのなら、それを大陸全土に認めさせるのは容よう易いであろう。むしろ効率的だ。

　兵士からの説明を聞いて、この大陸の王国が今までオレが訪れたどの国とも大きく違うことを改めて認識するのだった。

「さ、着いたぞ。ここが我らが勇者にして、この国の第二王子シン・ド・バード様のいる私室だ」

　そう言って兵士が案内してくれたのは豪華な装飾が施ほどこされた扉であった。

　なるほど、シン・ド・バードという人はこの国の第二王子でもあるのか。

　そんなことを思っていると、扉の前に立った兵士が扉の向こう側へと声をかける。

「シン様。勇者ザッハーク様からの推薦状を持った人物がご来訪されました」

　兵士がそう声を掛けることしばし、僅かな間を置いた後、扉の向こうから凜りんとした声が響いた。

「通せ」

「はっ」

　その短い許可と共にオレ達は扉の向こうへと案内される。

　そこは私室と呼ぶにはあまりに大きすぎる部屋。

　王様の謁えつ見けんの間を思わせるような広い空間。部屋の各所に置かれた装飾品はどれも一級品であり、ともすれば国宝級のような宝が並んでいた。

　そんな美しく豪勢な広間の中心で、真しん紅くのソファに座った人物が興味深そうにこちらを覗のぞいていた。

　ウェーブの入った金の髪。王侯貴族にふさわしい煌きらびやかなスーツを着用しているが、年齢はまだ十代半ばほどであり、オレやリリィに近い印象を覚えた。

　だが、なによりも目を引いたのはその人物の愛らしい顔。

　一瞬少女と見間違うほどに、その人物は美しく、何より可愛かわいらしかった。

「初めまして、僕がこの国の勇者にして第二王子のシン・ド・バードだ」

　そうして自らを王子と名乗った少年はその場に立ち上がり、オレ達に対し親しげに手を差さし伸のべた。

「あ、どうも、キョウって言います。一応、魔物栽培士しています。よろしくです」

　オレも思わず名乗り、差し出された少年の手を取る。

　隣ではリリィが「アンタ、なに正直に名乗ってるのよ」と呆あきれた顔でツッコミを入れていた。

「ふぅん、君があの魔物栽培士か。いつ僕のところに来るのかと実は密ひそかに楽しみにしていたんだよ」

　しかし、シンと名乗った少年はむしろ興味深そうにこちらの顔を覗き込みながら、顔を近づけてきた。

　うっ、少年だと分かってはいるのだが、近くで見ると肌のすべすべさや、唇くちびるの艶つやの良さから、どうにも女の子に見えてしまう。

　というか、こんなに可愛い子が女の子のはずがない、という変な気持ちが湧き上がりそうになる。

　いやいや、オレはノーマルだから。うんうん。と自分に言い聞かせる。

　そんなこちらの葛かつ藤とうなど、勿論知る由よしもなく、シンは繫つないでいた手を離すと、そのまま後ろに居た兵士に声をかける。

「案内ご苦労様。彼らは僕がもてなすから、君達はもう戻っていいよ」

「はっ、失礼いたします」

　シンからの命令を受けて、そのまま部屋を出て行く兵士達。

　やがて残されたオレ達は、すぐさまシンから空いているソファに座るよう指示された。

　ここは素直に従って、皆でソファに座る。

「さてと、それじゃあ、一応ザッハークからの推薦状ってのを見せてもらってもいいかな？」

「あ、はい、こちらです」

　オレはすぐさま手に持っていた推薦状をシンに渡す。するとシンは驚いたような顔をしたものの、ニヤニヤと笑みを浮かべた。

「へぇ、本当にあいつが推薦状を書いたなんて、驚いたな～、あいつ誰かに対してこんなのを書くような奴じゃないと思っていたんだけど……。特に君みたいな魔物を栽培するような人には天敵みたいな奴だったはずなんだけどな～」

「あ、それについては色々ありまして、今はもうあの人も少し変わって、無む闇やみに魔物を狩るようなことはやめたんです」

　そんなオレからの説明を聞くと、シンはますます驚いたような顔をして、そのまま手に持った推薦状を読んでいく。

「……へぇ、なるほどね」

　シンは納得したという表情を浮かべ、持っていた書状を丸めるとオレの方へ返してくれた。

「用件は分かったよ。僕が持っている世界樹の宝石が目的なんだね？」

「はい。何とかしてもらえないでしょうか？」

　そう尋ねるオレであったが、ここが一番難しい部分であることは承知していた。

　これまでにも勇者と出会った際に、宝石をもらうためには様々な無理難題や、紆う余よ曲きよく折せつがあった。

　恐らく今回もすんなりとは渡してはもらえないと覚悟を決めて、相手の出方を待つ。しかし次の瞬間、シンから発せられた言葉に思わず耳を疑うたがった。

「いいよ」

「へ？」

「世界樹の宝石でしょ。いいよ、あげる」

　なんと、この国の勇者であるシンはあまりにアッサリとそう告げた。

「え、いや、だけど、本当にいいんですか……？」

　これまでと異なり、すんなりと宝石をもらえる状況に困惑するオレ達に対し、シンは笑みを浮かべながら答える。

「構わないよ。世界樹の宝石と言っても、それよりも価値のある宝はいくらでもあるわけだし。一応僕も勇者で、この国の第二王子でもあるからね。財産には困っていない。それに特にこだわりがあるわけでもないから、必要な人がいるなら、その人にあげた方がいいだろう？」

　そう言って爽さわやかに答えたシンはまさに困った人に手を差し伸べる勇者のようであった。オレは思わず両手で祈るようなポーズをして目の前の勇者に感謝を表す。

「ありがとうございます、シン様！　それじゃあ、早速その宝石を──」

「ただし」

　が、その瞬間、シンはオレが差し出した手に待ったをかけた。その顔には先程までとは異なる意い地じの悪そうな笑みを浮かべている。

「一つ条件がある」

「条件？」

「そう、これから君達には僕のためにあることに協力してもらう。それを果たしてくれれば、望み通り世界樹の宝石をあげるよ」

　そう告げたシンの顔は、罠わなにかかった獲え物ものを見るようだった。してやられたという感覚になる。

　先に望みのものをあげると言っておいて、後から条件を出す。

　交渉事における常じよう套とう手しゆ段だんだ。しかし、こちらもそれは最初から想定済みだ。

　むしろ、それくらいのことをしなければ、手に入れた時の達成感もない。

　オレは即座に仲間の顔を見渡し、それぞれ頷き合うとシンに対し答える。

「分かった。何をすればいいんだ？」

　オレ達からの返答に対し、シンは満足げな表情を浮かべながら告げる。

「もうすぐこの首都で開かれる『王選』というものがある。それに僕が優勝できるように協力して欲しい」

　王選？　シンが告げたその言葉にオレ達は思わず首を傾かしげる。

　確か、街の人達からもそのようなことを言われたような気はするが……。

「ちょっといいかしら？　その『王選』っていうのは何なの？」

　オレの疑問をリリィも同じく感じ取ったのか、すぐさまシンに対し質問を投げかける。

「この国の者じゃなければ知らないのは当然だよ。『王選』というのは一言で言えば、この国の次の王を決めるための儀式であり、勝負事だよ」

　次の王を決める勝負とな？

　その説明にオレ達は再び顔を見合わせて、疑問符を浮かべる。

　それを見ていたシンがこの国の現状を、一から説明してくれる。

「まず、この国の王、僕の父親なんだけれど、それが数ヶ月前に亡くなったんだ。で、本来なら王に就つくのは第一王子としきたりで決まっているんだ」

　第一王子。つまりは長男ということか。

　確かに、そうした王位などは最も早くに生まれた者が継つぐというのはよく聞く。江戸幕府の将軍などもそうだったらしいし。

「けれど、今回に限り第一王子よりも第二王子である僕が継ぐべきという意見が王国中に多く広がっているんだ。というのも知ってのとおり、僕は勇者の称号を持つ王子だから、その僕が王位に就いた方が国も繁はん栄えいし、より強固な国へと発展するとの意見だね。実際、第七大陸のロスタムや第八大陸のザッハークなんかがいい例だね。彼らは勇者であると同時に一国の王でもあるわけだから、他国よりも強い権力と象しよう徴ちようを手にしている」

　なるほど。言われてみれば、そういった話を以前にも聞いたことがある。

　勇者にはそれ相応の権力や地位が備そなわるため、それだけでも国の象徴ともなり、そうした人物が王に就けば、国全体の士気も上がるだろう。

　それに関して言えば、第二位王子であるシンが王位に就いた方がいいのかもしれない。

「まあ、そういうわけで、父が死ぬ前から城の中でも意見が割れていたんだ。で、父が死んだ後、父の部屋から遺ゆい言ごん書しょが見つかって、そこにはこう書かれていたんだ。『次の王位は王選に勝利した者に託たくす』と」

　王選。先程出てきた言葉だ。

　オレ達は続くシンの言葉をこれまで以上に真剣に聞く。

「『王選』というのはこの国に代々伝わる次の王位継承者を決めるための儀式であり、勝負事。さっきも言ったとおり普通は第一王子が継ぐものだけれど、今回のような例外が発生した場合のみ、王位継承権を持つ者同士で勝負を行い、それに勝利した者を王位に就かせるというものだ。過去にこの『王選』が行われたのは数回のみだけど、その時だけは長男ではなく別の者達が王位に就いたんだ」

　そういうことか、理解した。

　つまりはその『王選』にシンが勝ち残った場合のみ、シンはこの国の王位に就けるということ。

　そして、オレ達にして欲しいことというのは、シンを王位に就かせるための協力というわけか。

「大体分かったけれど、その肝かん心じんの王選ってのはどういうものなんだ？」

　というよりも、そもそもオレ達で役に立てるのかが疑問だ。

　そんなことを思っていると、シンがこちらの内心を読んだのか、含ふくみ笑わらいをしながら答える。

「言いたいことは分かるよ。そんな王位継承問題に自分達が役に立つのかって言いたいんだろう？　なら、先に答えておくけれど、答えはイエスだよ。というよりもこれは君にしか協力出来ないと言っておこう」

　？　どういう意味だろうか？

　疑問の表情を浮かべるオレに対しシンが答える。

「『王選』の内容というのは他ならない、この国に伝わる独自の能力を見せ合う儀式なんだ。もっと言えば僕達王族から発生した職業の発表会みたいなものだ。ここまで言えばもう分かるかな？」

　そう告げたシンの言葉で、オレ達も即座に気が付く。

　この国にしかない能力。そして王族から伝わった職業。それはつまり──

「そう、『調教師』の能力を見せ合う儀式。それこそが『王選』の内容だよ」

　そう答えたシンはこれまで以上の不敵な笑みを浮かべていた。

「『王選』の内容には参加者同士が命のやり取りを行うような危険なものはない。むしろ王族に伝わる調教師としての能力をどこまで披ひ露ろうできるかが重要となる。つまりはどれだけ貴重な魔物を捕とらえ、十分な飼育を出来るか。あるいは人に有ゆう益えきな魔物を披露できるか。そうした魔物に関する部分を評価される。そして僕はそうした魔物を従える能力においてはこの国において随ずい一いちだと評価されている。無論、僕自身も自分の力には自信がある。けれども、調教師の能力はあくまでも魔物を従えるもの。王選ではどれだけ珍しい魔物や貴重な魔物、あるいは戦力となる魔物を捕らえてくるかも重要になる。となれば──」

　そこまで言われて、なぜシンがオレ達に協力を求めたのかが理解出来た。

「そう、君の『魔物栽培士』としての力がそこに必要となる」

　そう言ってシンはオレを指差して断言する。

「聞けば、君は色々な魔物を栽培出来るらしいじゃないか。レア度の高い貴重な魔物は勿論、戦力となる魔物も生み出せるって聞いたよ。そんな君のレアな魔物栽培能力と、僕の魔物を従えられる調教師の力が合わされば、次の『王選』は勝ったも同然さ。そういうわけで君には是ぜ非ひ、僕の力になって欲しい」

　そこまで告げて、シンはオレに対して手を差し伸べる。

　確かにシンの言う通り、その『王選』とやらにはオレの魔物を栽培する能力というのはかなりの戦力となるだろう。

　しかも今回の協力というのは、アンスールの時と違って誰かと戦うためのものではない。

　あくまでもシンが王位に就くための後押しであり、そのための協力。であれば、手を貸すことに躊躇ためらう理由はない。

　むしろ、こういう場面でオレの魔物栽培の能力が役に立つというのなら、存分にやってみたいという気持ちもある。

　以前に大料理大会に向けて魔物を栽培した時、公おおやけの場で自分の成果を見せつけるというのは気持ちがよかった。

　オレはその時のことを思い出しながら、差し出されたシンの手を迷わず握り返す。

「オーケー。分かりました。そういうことなら、協力させてもらいます。あなたを次の『王選』で勝たせるために、オレの魔物を栽培する能力、存分にお貸ししますよ」

　そんなオレからの返事に対し、シンは嬉うれしそうな笑みを浮かべ、頷く。

「うん、ありがとう。それじゃあ、これからよろしく。ああ、それとこれからは協力関係なんだし、敬語とか使わなくてもいいよ。むしろ友達感覚で接してくれた方が僕も嬉しいから」

「そう、か？　うん、分かった。それじゃあ、改あらためてよろしくな。シン」

　そう言って握あく手しゆをするオレに対し、シンは僅かに頰ほおを赤らめながら「あ、ああ、よろしくね」とそっぽを向いた。

　もしかして、この子はこういう同じくらいの歳としの友達がいないのかな？

　だとすれば、先程の友達感覚で接して欲しいというセリフも彼なりの友達になってくれというアピールだったのかもしれないと思い、オレは知らず笑みをこぼしていた。

「な、なにいきなり笑ってるんだよ。き、気持ちわるいなー」

　しかし、そんなこちらの心情を知る由もなく、シンは慌てた様子で握手を離し、コホンと咳せき払ばらいをした後、改めてオレ達一同を見回す。

「それじゃあ、早速だけど君の魔物栽培能力がどの程度のものか知っておく必要がある」

　シンはそう呟いた後、オレの胸ポケットから顔を覗かせているドラちゃんに視線を向けた。

「その子がちょうど良さそうだね」

「？　ちょうどいいって何が？」

　シンの意味深なセリフにオレもドラちゃんも首を傾げる。

　しかし、それを気にした様子もなくシンが右手を掲げると、その手の甲の部分に驚くべきものが出現する。

　それは蒼あおい輝きを放つ紋章──刻印の姿であった。

「刻印!?」

　それを見た瞬間、思わず警戒するように後ろに下がる。

　リリィに至ってはすぐさま前に出て、皆を守るように剣の柄つかに手を伸ばし臨りん戦せん態勢を整える。

「え、ちょ、いきなり何!?」

　だが、一方でシンはそんなオレ達の過か剰じようともいえる反応に驚き、逆にオレ達から距離を取る。

　その様は明らかに困惑した様子であり、オレ達がなぜ刻印に反応しているのか分からないようであった。

「……アンタ、その刻印は何なの？　もしかして刻印の魔女と関かかわりがあるの？」

　しかし、リリィは警戒の様子を解とくことなく、疑いの眼まな差ざしでシンに問いかける。

　だが、シンは何のことだか分からないといった様子で答えた。

「こ、刻印の魔女？　なにそれ？　知らないよ。それにこれは僕が持つ勇者スキルであって別に怪しいものじゃないよ」

　そう言ってもう一度、手の甲に輝く刻印を見せるシン。その瞬間、オレはシンの手に輝く刻印が、以前見たアンスールのそれと異なることに気がついた。

　よく見ればシンの刻印の輝きは蒼いものであり、形もアンスールの手に刻んであったものと違っていた。

「待て、リリィ。あの刻印、オレ達が知るものとはどうやら違うみたいだぞ」

「え？」

　そんなオレの言葉に、リリィは一瞬驚いたような顔を向けるが、改めてシンの手に刻まれた刻印を観察し、それがアンスールのものと違うことに気づいたようだ。

　リリィが剣の柄に伸ばしていた手を戻し、臨戦態勢を解いたところで、シンもホッと安あん堵どのため息をつく。

「なんだかよく分からないけれど、誤解が解けて何よりだよ」

　やれやれといった様子で、改めてこちらに近づいてくるシン。

　そして、蒼い刻印を輝かせる手をドラちゃんの方へと近づけるが、オレはそれに対し、念のための確認を行う。

「ちょっと待ってくれ。その刻印は何なんだ？　ドラちゃんに何をするつもりなんだ？」

　オレのそんな問いかけに対し、シンは右手に輝く刻印を触りながら答える。

「これは僕が持つ勇者スキルであり、この国一番の調教師となった理由でもある。この刻印を宿した手で魔物に触れると僕はその魔物の考えていることや過去のイメージ、記憶などあらゆる事象を見ることが出来る。それによって自我を持たない魔物とでも気持ちを共有することが可能となるんだよ。ちなみにその子には、これまで君がどんな栽培をしてきたか記憶を読み取らせてもらうだけだよ」

　つまりはイースちゃんが持っている魔物の意思を感じる能力の完全上じよう位い互ご換かんということか。気持ちや記憶などの共有が出来れば、確かに魔物を調教する能力としてはこれ以上ないほどだ。

「え、ちょっと待ってください。ってことは私の心の中を覗く、ってことですか!?」

　シンからの説明を受けて、慌てた様子で胸を隠しオレの胸ポケットの中に隠れるドラちゃん。

　そんなドラちゃんに対し、シンが少し慌てた様子で訂正を行う。

「ああ、記憶を読むって言っても本人が知られたくないことは僕の中には流れ込んで来ないから大丈夫だよ。君のように自我をしっかり持った魔物なら、必要な情報だけ僕に与えることが出来るから」

「そうなんですか……？」

　その言葉に恐る恐る顔を出すドラちゃんに、シンは「本当だよ」と微笑ほほえむ。

　その後、ドラちゃんはオレの様子を窺うように顔を見る。

　うん、とりあえず栽培のことに関しては教えても問題ないだろう。これまで育ててきた魔物の種類やその方法など。

　ただ魔王の娘であるスィのことや、ＳＳランク魔物であるムーのことに関しては知らせない方がいいだろうと、オレはスィとムーのことを目線でドラちゃんに送り、それを受けてドラちゃんも静かに頷く。

「それじゃあ、いいかな？」

　手の甲の刻印を輝かせながら待っているシンに対し、ドラちゃんが意を決したように頷く。

「ど、どうぞ」

　そんなドラちゃんからの許可を得て、シンの指先がドラちゃんの額ひたいに触れる。そこから蒼い光が漏れ出すと、やがて納得した様子でシンの指先が離れていく。

「……なるほどね。君、なかなか面白い経験をしてきたんだね」

　そう言ってこちらに顔を向けたシンはどこかワクワクしたような少年の表情であり、冒険心を刺激された子供のような顔でもあった。

「それにしても驚いたな。まさか魔物の体内から取れる宝石が動物型魔物の種だったなんて」

「！　本当に記憶を読み取れるんだな！」

「勿論。さっきも言ったとおり、君がこれまで栽培してきた記憶はそっちのドラちゃんから読み取らせてもらったよ。しかも、別の種類の魔物の種を混合させることにより、それらの特徴を持つ新種の魔物まで生み出せるなんてね。これは確かに他の六大勇者が放ほうっておかないわけだ」

　シンのそのセリフに、オレだけでなくドラちゃんやリリィ達も驚いていた。

「すごいわね……。それって記憶を読み取る以外に他の能力はないの？　例えば……魔物を操あやつったり、とか……」

　そう言ってリリィは注意深くシンの様子を観察する。

　確かに、もしその能力があるのだとするなら、それはオレ達が知るあのアンスールの紅い刻印の能力と一いつ致ちする。しかし、それに対しシンはキョトンとした表情をして否定した。

「操る？　いや、そんなことは出来ないけど。これはあくまで記憶や心を通わせる能力だから。……まあ、他にもあるにはあるんだけど、その能力は今の僕じゃとても扱えないものだよ」

　答えの最後の方で、シンはどこか諦てい観かんしたような表情を見せていた。

　なるほど。どうやら、シンが持つ刻印はやはりアンスールが持っている刻印とは別物と考えたほうがいいのだろう。

「まあ、とにかく僕の目的は『王選』に勝利することだから、君達がそれに協力してくれれば、世界樹の宝石は渡すし、他にも必要なものがあればなんでも渡すよ」

「それじゃあ、一ついいかしら」

　と、再びリリィがシンの右手に輝く蒼い刻印を指差す。

「その刻印について、もっと詳しく教えてもらえないかしら？　勇者スキルって言ったけれど、それってこの国の王族なら誰でも持てる可能性があるの？」

　確かに、それは気になっていた。シンは刻印を勇者スキルと呼んでいたが、具体的にはどういうものなのだろうか？

　その疑問に対し、答えを待つオレ達であったが、しかしシンから返された言葉はなんとも曖あい昧まいなものであった。

「あー……。それが僕にもよく分かってないんだよね……。というのも確かにこれは僕達の王族に伝わる能力で、時折僕のような才ある者がこうした刻印を持って生まれたってのは聞いたことがある。けど、それは僕達王国の出自に関わる話らしく、詳しく知らされていないんだ。ただ小さい頃に父に連れられてこの城の地下で刻印に関する壁画を見た記憶はある。けれど、その地下は国王以外立ち入ることを許されない場所だから、入るとなると国王の許可がいる」

「ということは……シンが国王になれば、その地下へは自由に出入り出来るってことか？」

「うん。もしも興味があるなら、僕が案内するよ。ただし、それには僕が『王選』に勝利して王となる必要があるけどね」

　なるほど。となれば、シンに協力する理由がこれでまた増えたと言える。

　もしもシンの持つ刻印がアンスールの持つ刻印と何らかの関わりがあるのだとすれば、この城の地下にあるという壁画はどうしても確認しておきたい。

　隣を見るとリリィも同じ考えだったようであり、オレ達は互いに見つめ合った後、頷き合う。

「──分かった。じゃあ、シンが『王選』に勝利した暁には世界樹の宝石を貰もらい受けるほか、その地下の壁画をオレ達に見せてくれ」

「勿論。その程度のことなら、お安い御用さ」

　オレの提示した報ほう酬しゆうに対しシンは頷き、そのまま両手を広げると同時に宣言する。

「それじゃあ、この国にいる間は君達の身の安全は僕が保障しておくよ。『王選』が終了するまでは、この城にある部屋も自由に使っていいから」

　そうしてオレ達はこのコクマー大陸の首都にて開かれる王位継承権をかけた『王選』と呼ばれる儀式に協力することとなった。

　全てはシンが持つ世界樹の宝石と、その手に刻まれた蒼い刻印の謎を解明するため──。
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「こちらがキョウ様に用意されたお部屋となります」

　そう言ってオレがメイドに案内された場所は、先程のシンの部屋に負けず劣おとらずの大広間であった。

「こいつはまた豪ごう勢せいな部屋だな～」

「わ～！　ひろい～！」

「広い～！」

「ぴぃ～！」

　オレが部屋の広さに感心した様子を見せると同時に、スィとムーがバーンを連れて部屋の中へと入り、そのまま駆かけ回まわり始める。

　最初はシンの好意により、一人ひと部屋を用意してくれたのだが、スィとムーがオレと離れるのを嫌がったために、三人用の大きめの部屋をシンに頼んだところ、快こころよく承知してくれたのだ。

　ベッドも四つ用意されており、そのどれもがキングサイズという大おお盤ばん振ぶる舞まい。

　部屋のあちらこちらには見事な肖しよう像ぞう画がや彫刻、装飾品まであり、まるで王族の部屋のようであった。

　いや、恐らくここはかつて王族の部屋であったのだろう。

　それをオレのためにわざわざ使わせてくれたのだから、シンの懐ふところの深さと配はい慮りよには感謝をしなければならない。

　なお、リリィとジャックの部屋はオレの部屋の両隣になっている。

「それでは、私はこれにて。何かありましたら、そちらの呼よび鈴りんを鳴らしてくださいませ。食事なども、すぐにご用意致しますので」

「あ、はい。お構かまいなく」

　そんなメイドさんからの説明に対し、オレは思わず軽く返す。メイドさんもそのまま部屋から出ようとするが、その瞬間、何かを思い出したかのように付け加える。

「それとお風呂に関してなのですが、キョウ様には特別にこの階の下にあります王族専用の温泉ルームをお貸し出来ます。ですが、一つだけご注意を。夜九時以降のご入浴はお避さけくださいませ。それ以外の時間帯でしたら、温泉ルームはご自由に使っていただいて構いませんので」

「あ、分かりました。ご丁てい寧ねいにありがとうございます」

　メイドさんからのそんな注意事項に対し頷うなずくと、彼女は満足そうに部屋から退出する。

　その後、オレはすぐさま時計を確認した。針はまだ夕方の五時を指しているのを見てホッとする。

　これならまだ温泉に入る時間もありそうだ。

　ここまで来るのにだいぶ体を冷やしてしまったので、是ぜ非ひともその王族専用の温泉とやらには入りたい。

　そんなことを思っていると、部屋を駆け回っていたスィとムーが巨大なベッド目掛けダイブし、そのままベッドの上で飛び跳ねるという恒こう例れいの遊びをしていた。

「わ～い！　たか～い！　たか～い！」

「スィ様、お上手です～！　私も負けませんよ～！」

「ぴぃ～！」

　何やらスィのご機嫌を取りながら、ムーも一緒にベッドではしゃぎ、その様をバーンが楽しそうに見ていた。

　二人はすっかり仲良くなり、暇ひまさえあれば、ああして遊ぶことが多くなった。

　その様はまるで姉妹のようだった。ムーもスィより少しだけ外見が歳とし上うえのため、お姉さんっぽく振ふる舞まっている。そうした姿を見るのもなかなか微笑ほほえましい光景となっていた。

　ちなみに当のオレは、ここまでの旅の疲れを癒いやすべく、部屋の中央に置かれたソファに腰掛ける。

　うむ、見た目通りのふわふわとした感触で、とても居心地がいい。それにこの感触、どこか懐なつかしい覚えがあるような……ひょっとして、このソファの中に使われているのはカイコロモチの絹きぬ糸いとでは？　とか、そんなことを思っている内にオレはフワフワとしたソファの感触に飲み込まれるように、気づくとまぶたが閉じ、意識も遠のいていくのであった──。




「……はっ！」

　自らの声と共にオレはその場に起き上がる。

　見ると窓の外には、すっかり夜の帳とばりが訪れている。ベッドを見ると、飛び跳ね疲れて眠りに就ついたスィ、ムー、バーンの姿があった。

　オレはそんな二人と一匹で団だん子ごになって眠っている姿に笑みをこぼしながら、風か邪ぜをひかないよう、そっと毛布を被かぶせる。

　見ると、時刻はすでに十時を回っていた。だいぶ寝てしまっていたようだ。

　部屋の入口を見ると、オレ達が眠っている間にメイドさんが運んできてくれたと思おぼしき料理の数々がワゴンの上に乗っていた。

　とりあえず、夕飯については問題ないようだ。

　しかし、問題はお風呂だ。折せつ角かく、王族専用の温泉に入れると思って楽しみにしていたのに……。

　もう一度時計を見た後、ある閃ひらめきがよぎる。

「……いや、九時以降は入っちゃダメっていうけど、別にバレなきゃ問題ないんじゃね……？」

　まあ、そもそも温泉ルームの扉自体が閉まっていたら、どうしようもないが。

　とりあえず、入れるか否いなか、その確認だけでもしておいて損そんはないだろう。オレは料理をいくつかつまみ食いした後、階下にあるという温泉ルームへと急いだ。

　そこには『王族専用温泉ルーム』と分かりやすい看かん板ばんが立っており、入口もまさに温泉らしいのれんのようなものが扉の前にぶら下がっている。

　オレはそのまま扉へと手をかける。拍ひよう子し抜ぬけというべきか、扉には鍵かぎはかかっていなかった。

　恐る恐る中に入ると、そこはちゃんと明かりもついており、奥の透明なガラスの向こう側には温泉の沸わき立たつ音と湯ゆ気げが溢あふれており、問題なく入れそうだ。

　なんだろうか。別に夜の九時以降でも問題なさそうだが？

　そんなことを思いながらも、オレは冷えた体を温めるために、また久しぶりの温泉に胸を高鳴らせながら、急ぎ脱衣所にて衣服を脱ぬいでタオル一枚を片手に温泉場の扉を開く。

「うおー！　こりゃマジですげえなー！」

　そこに広がったのはオレの想像を超こえた温泉ルーム。

　例えるならそこは、屋内プールのような場所であった。

　南国をモチーフにした木や装飾品が飾られており、湯船も熱め、温ぬるめ、泡風呂、滝温泉と様々な種類が広大な温泉ルームの各所に点在していた。

　泡や滝などは、どういった仕し組くみでそのようなことが起きているのかは分からないが、恐らく何らかの魔力が働いているのだろうか？

　そんなことを思いながら、オレはそこに広がった温泉の数々を堪たん能のうしようと、まずは近くの湯へと足をつけた瞬間、思わぬ人物の声が耳に入る。

「ひゃあ!?　き、キョウさん!?」

「ん？　その声……シンか？」

　見ると、湯けむりの向こう側、温泉の中にぼんやりと人影がある。徐じよ々じよにその湯けむりが晴れると、そこには金の髪を揺ゆらし、顔を赤く染そめたシンの姿があった。

「な、ななな、なんで、こ、ここに？　お、温泉は九時までに入っておいてって言こと伝づてしたはずでは!?」

「あー、そのー……」

　慌あわてふためくシンに対し、オレは少し気まずくなって視線を外しながら答える。

「実はちょっとさっきまで寝落ちしていて、それで気づくとこんな時間になっていて……。時間すぎていたのは申し訳ないと思ったんだけど、折角の温泉に入らないのはもったいないと思って、ついな」

　オレはそのまま両手を合わせて、ごめんのポーズをしつつシンに謝る。

　しかし、一方のシンは相変わらず慌てた様子のまま、湯の中に隠かくれている。

「そ、そうなんだ……。ま、まあ、そういうことなら仕方ないけれど……。そ、それじゃあ、僕は君の温泉タイムを邪魔しちゃ悪いから、こ、このまま出るね……」

「へ？」

　そう言ってそそくさと温泉の中から出ようとしていたシンをオレは慌てて引き止める。

「いやいや！　そこまで遠慮する必要はないよ！　むしろ、勝手に割り込んできたのはこっちだからさ！　オレは気にしないからシンもこのまま入っててくれよ」

「～～～～!?　ぼ、僕は気にするんだよ!!」

　慌ててシンの手を握にぎって、引きとめようとするものの、なぜか背中を向けたまま、こちらを振り返ろうとしない。

　一体何を気にしているんだろうか？　男同士なのだし、特に遠慮する必要もないと思うのだが……。

「と、とにかく！　僕は失礼するよ!!」

「ちょ、待てって！　そんなに急ぐと足元が滑すべって……！」

　一刻も早くこの場から逃げようとするも、シンは足を踏み出した途と端たん、お湯で濡ぬれていた床で見事に足を滑らせた。シンの手を摑つかんでいたオレもそれに巻き込まれるように一緒に転んでしまう。

「うわっ!!」

「～～っ!?」

　結果、見事に重なり合うように転んでしまい、オレはシンを押し倒すような形で膝ひざをついていた。

「いてて……大丈夫か？　シン？」

　こういう状況、相手が女の子なら文字通りのラッキースケベ的な展開で、オレの右手とかが偶ぐう然ぜんヒロインの胸を触ってるとかお約束な展開なんだろうが、いかんせん相手は男。

　確かにオレの右手はなぜか都合よくシンの胸を摑んでいるのだが、そこにあるのは真っ平らながらもほのかな膨ふくらみがある胸であり……胸であり…………胸？

　と、そこでオレは改めて、目の前に倒れたシンを見る。

　お湯で濡れた金の髪は昼に見た時よりも艶つややかで、瞳ひとみには今にも泣き出しそうな大粒の涙をたたえている。その頰ほおはまるでリンゴのように真まっ赤かに染まり、柔やわらかなピンクの唇くちびるが震え、妙な色気を出していた。

　だが、それより何より、オレの摑んでいるシンの胸には確かな膨らみが存在し、そしてなにより、今眼前でその裸を見せているシンの性別は少年などではなく──まごうことなき、少女のものであった。

「し、シン！　お、おま、お前……!?」

　オレがそんな思わぬ真実に言葉をつっかえさせた直後、

「い──いやああああああああああああああああああっ!!」
















　シンの喉のどからこれ以上ない叫び声が温泉ルームに響ひびき渡わたった。




「…………」

「…………」

　あれから、オレ達はお互たがいにバスタオルを体に巻きながら、背中越しに奇妙な沈ちん黙もくを保たもっていた。

　正直、聞きたいことは山ほどあった。

　シンの性別が女の子であったこと。これは先程、直じかに確認したために間違いない。こちらに悪気があったわけではないが、その代だい償しようとしてオレの頰にはシンのビンタの跡が付いている。

　問題はなぜシンが自らの性別を偽いつわっていたのか？

　その疑問が先程からオレの頭の中で、ぐるぐると駆け回っており、このことについて質問してもいいものかどうか悩んでいた。

　そんな風にオレが混乱している内に、少し冷静さを取り戻したシンが深いため息と共にこちらに話しかけてきた。

「……どうして僕が男の子の振りをしているか、気になる？」

「え？」

　それはまさに今オレが考えていたことなので、思わず思考を読み取られたのかと焦あせる。

「……最初に会った時に言ったよね。この国の王位継承者は第一王子がなるものだって」

「あ、ああ……」

「この国の王位に就つけるのは男性のみなんだ。過去に女性が就いたケースも僅わずかにはあったらしいけれど、基本男性でなければ王位に就くチャンスは巡めぐってこないんだよ」

　シンのその説明に対し、オレはだんだんと胸の高鳴りが静まってゆく。

「母が僕を産んだ時、僕の手の甲に蒼あおい刻印が発現したのを見て確信したらしい。『この子には王となる素そ質しつがある』と。確かに母のその確信通り、僕の王国内での才能は群ぐんを抜ぬいていた。まあ、実際に僕は天才だったわけだし、勇者の称号を得て、王国内でも第一王子マサウダ兄さんとも継承権を争えるほどの地位を獲かく得とくした」

　そこはちゃんと天才アピールをするんだなと、ある意味感心しつつも、オレはその先のシンの言葉に耳を傾ける。

「そうして、今回の『王おう選せん』開始まで至ることが出来たんだ。これも全すべては僕が勇者の称号を得て、調教師テイマーとしての才能に恵まれ、かつ〝男性〟であった為ために。……けれど、もしここで僕の性別が女性と分かれば、『王選』をすることなく王位はそのままマサウダ兄さんのものとなってしまう。そうさせない為にも、僕はこのまま男であることを続けないといけないんだ。全ては僕を王にするという亡き母の夢を叶かなえるため。そして、これまでの努力を無駄にしないためにも僕は王位に就く」

　そう告げたシンの立ち上がる気配を感じ、後ろを見ると、シンがオレに対し頭を下げている姿があった。

「──だから、お願いだ。頼む。こ、今回のここでのことは……だ、誰だれにも言わずに黙だまっておいてくれないか……」

　そう言って肩を震ふるわせながら、顔を赤く染めているシンは羞しゆう恥ち心しんや恐怖やらで、いっぱいいっぱいの様子であった。

　オレは彼女を安心させるように微笑んで立ち上がり、シンの顔を上げさせる。

「そういうことなら心配するな。今回の件は絶対に誰にも秘密にしておくよ。勿もち論ろん、リリィ達にもな」

「！　ほ、本当か？」

　驚くシンに対し、オレは親指でグーサインを作る。

「ああ、勿論だ。というか、そこまでの決意をしている奴の邪魔なんか出来ねぇよ。むしろ、オレはお前のことを見直したよ。改あらためてオレはお前の為に協力するよ。そして、必ず『王選』に勝利して、お前を王位に就かせてみせるよ」

　そんな自分の発言を、ちょっと大きく出過ぎたかなと思ったが、当のシンはその発言を聞くや否や、顔を真っ赤に染めて、すぐさまそっぽを向きながら、まんざらでもない様子を見せる。

「ふ、ふんっ。そ、そういうことなら少しは期待しておくけれど、もしも王選に勝利出来なかった時は、世界樹の宝石も約束の壁画も無なしだからね。そ、そのことを忘れないでよね」

「当然だ」

　シンのそんな返答に対し、オレは再び笑みを浮かべて答える。

　そうしてシンの性別の謎なぞや、その背景まで知ったオレは改めて温泉に浸つかろうとするが、その直前、首根っこをシンに摑まれ、ものすごい形ぎよう相そうでとあることを念押しされる。

「そ・れ・か・ら！　ぼ、僕の裸を見た件についてだけど、こ、これは極きわめて重要なことだから、すぐさま忘れること！　い、いいね！　絶対に思い出すなよ！　と、特にむ、胸の感触とか！　あ、あと、この話題を蒸し返したりなんかしたら容よう赦しやしないからねっ!!」

　あ、はいっ。とオレはその念押しに対し、素直に返答するしかなかった。





◇　◇　◇






「ふぁ～、おはよう。キョウ。そういえば昨日、夜に何か叫び声みたいなのが聞こえたんだけど、アンタ何か知らない？」

「さ、さあな、よく知らないな～」

　翌日。オレは朝食を取るべく、城の食堂ルームを訪れていた。

　いわゆるバイキングスタイルで、好きな料理を皿の上からとって盛もり付つけて食べることができる。

　すでに料理を盛り付けていたオレの隣となりで、寝起きらしいリリィが瞼まぶたをゴシゴシしながら、自分の皿の上に料理を乗せていく。

「ああ、そう言えば、途中でシンに会ったんだけど、彼、朝食を食べ終わったらすぐに城の中庭に来て欲しいって言ってたわよ」

「へ、へえー、そうかー」

　昨日のことで真実を知ったオレからすると、リリィの『彼』というセリフに多少の違和感を覚える。ただ秘密にすると約束した為、なるべく平静を保たもちながら相あい槌づちを打うつ。

　しかし、中庭に来て欲しいということは、早速魔物の栽さい培ばいを頼むということだろうか？

『王選』開始までどれくらいの日数があるかは分からないが、早めに準備するに越したことはない。

　オレはすぐさま朝食を平らげると、ゆっくり食事をしていたリリィにスィとムーのことを任まかせ、急ぎ中庭へと走るのであった。




「遅い！　全く、この僕が中庭で十分も待つなんて。こんな寛かん大だいな対応滅めつ多たにないんだからね」

　中庭に行くと、そこには昨日のことなどまるでなかったかのように初めて会った時と同じような自信に満みち溢あふれた姿のシンがあった。

　オレはそんな彼女の姿に、どこかホッとして笑ってしまった。そんなオレの笑顔にムッときたのか、シンの頰が少し膨ふくれる。

「ちょっと、僕の話聞いてる？　これから君には僕の役に立ってもらわないと困るんだからね」

「あー、はいはい、分かってる分かってるって。それで、まずはどうすればいいんだ？」

　オレからの質問に対し、シンは待っていたとばかりに懐から小さな袋を取り出すと、その中身を手のひらにこぼしていく。

　そこに現れたのは真っ赤な真しん珠じゆのような玉が複数と、小さな粒つぶ状じようの真っ白な種であった。

「これは？」

「ジャックフロストと呼ばれる魔物の宝石と、雪ゆき羽はねと呼ばれる魔物の種だね」

「それはどういう魔物なんだ？」

　シンの説明に対し、オレはすぐさま質問を重ねる。

「ジャックフロストっていうのはこの大陸ではメジャーな魔物だね。雪だるまの頭だけの魔物で、ちょうど君が連れてるジャック・オー・ランタンの進化前の姿に似ている。で、雪羽っていうのはこれも同じくこの大陸ではよくいる魔物で、拳こぶしサイズの毛玉に妖よう精せいのような羽が生えて動き回る感じかな。あと頭に小さな花が咲く」

　と、丁寧に教えてくれた。

　なるほど。大体分かったが、最初の栽培にそれらを持ってきた理由はなんだろうか？

「それは勿論、君の魔物を栽培する力がどの程度か見ておきたいからさ。いきなり大物に挑戦させるってのも不安だし。それに君もこの大陸での栽培は初めてだろうから、比較的珍しくない魔物を選択したんだよ」

　なんと、まさかそこまで考えてくれていたとは。

　シンは調教師の才能に恵まれているらしいが、そうした才能とは別に慎重な側面もあって正直驚いた。

　とはいえ、そうした配慮はオレとしてもありがたい。シンの言う通り、初めての地での栽培なので、肩かた慣ならし程度の魔物はちょうどよかった。

　早速シンから種を受け取ったオレは、改めて中庭の確認をする。

　庭はかなり広く、学校の運動場くらいあるのではないだろうか？

　これほどの広さがあれば、かなりの数の魔物を栽培することが可能であろう。それから、雪国と言いつつも中庭には雪は積もっておらず、むしろ地面の端はし々ばしに残っていた雪だまりから雪を撤てつ去きよした跡が見られた。

「栽培するのに雪が積もっていたら邪魔だろう？　そういうわけで昨日の内に兵士達に雪を撤去させておいたよ」

　隣でそう答えるシンの至いたれり尽つくせり感に思わず感謝する。

　そのまま地面にしゃがみ、土を摑んで感触を確かめる。思ったよりも土の質は悪くない。

　というよりも、これまでオレが訪れた大陸の中ではダントツにいい土かもしれない。

　この土ならばそのまま植うえても育つのでは、と思いつつもオレはいつもの習慣から、とりあえずシンにクワの調達をお願いし、まずは地面を耕たがやすことから始める。

「よし、それじゃあ始めますか」

　シンから届けてもらったクワで、オレはすぐに地面を掘ほり返かえしていく。

　土の抵抗がそれほどなく柔らかい地面を何度となく掘り返す。

　手に持ったクワを上げては振り下ろし、上げては振り下ろしをしている内に、自然とオレの体も温かくなり、着込んでいた上着を脱ぎ、気づくといつもの格好に戻っていた。

　全身発汗して体温が上がったおかげで、外の気温もちょうどいいくらいに感じられる。オレはそのまま構うことなく地面の掘り返し作業を進めていく。

　そんなことを一時間黙もく々もくと続けていた。それをシンは離れた場所から体育座りをして、退たい屈くつそうに眺ながめていた。

「……ねえー、それでいつ栽培を始めるのー？」

　と、しまいには頰ほお杖づえをついたまま不ふ服ふくそうにこちらを急せかしてきた。

　まあ、そりゃそうだよな。こういう栽培に入るまでの準備というか、土いじりってかなり地味だし、見てる分には暇以外の何ものでもないよね……。

　とりあえず、栽培に入るための事前準備ということで、こうして土を掘り返し、土の中に空気を入れることで魔物の種が育ちやすくなると軽く説明するものの、やはりシンは退屈そうにそれを聞いていた。

「あっ、いたいた、キョウー！」

「お、リリィ、それに皆も一緒か」

　そんなことをしていると建物の中からリリィ達の姿が現れた。

「ぱぱー！」

「お兄ちゃんー！　何してるのー？」

　すぐさまスィがオレに抱きつき、その後ろからムーが興味深そうにオレが掘り返した地面を見つめる。

「ああ、ここでの栽培のために土を耕してるんだよ」

「そうなんだー！　ねぇねぇ、ムーも手伝ってもいいー？」

　答えると、ムーが瞳を輝かせて問いかけてくる。勿論、断る理由もないのでオレはすぐさま頷く。

「やったー！　じゃあ、ムーも一緒に地面掘り返すー！」

　どうもオレが掘り返した地面を見て、面白そうだと思ったようだ。

　まあ、子供にとってはこうした作業って一種の遊びのようにも見えるからな。

　そんなことを思っているとリリィとジャックも置いてあったクワを手にこちらに近づいてくる。

「それじゃあ、アタシ達も手伝うわよ。皆でやった方が早いでしょう」

「だな」

「ぴぃー！」

　見るとバーンまで口にクワを咥くわえてやる気を出している。

「サンキュー、皆。それじゃあ、お願いするよ」

　以前にもこうしてリリィ達に土を耕すのを手伝ってもらったことがあったので、今回も遠慮なく皆の力を借りることにした。

　そんなこんなで皆で土を耕し、気づくと庭の半分以上の土を掘り返していた。いい具合に土をフワフワにした後は水をかけて、土の具合を整えていく。

「なんだか随ずい分ぶん、準備に時間がかかるんだねー」

　一方でそんなオレ達の作業を離れた位置から見ていたシンが、相変わらず退屈そうに呟つぶやいた。

「暇なら手伝うかー？」

「冗談はやめてよ。僕のように高貴な生まれの勇者が好き好んで泥どろにまみれる作業なんてするわけないじゃないか」

　バカバカしいとばかりに鼻を鳴らすシン。

　まあ、そりゃそうだよな。シンはこの国の王族なわけだし、こんな地味な作業するわけないか。

　そんなことを思いながらも、皆の協力のおかげで耕す作業は終わり、オレは大きく伸のびをして、お礼を告つげる。

「ありがとう、皆。おかげで早く片付いたよ」

「別に、このくらい当然でしょう」

「だな。こういう作業ならいくらでも頼んでいいぜ、兄ちゃん」

「うん！」

「ムーも楽しかったよー！」

「ぴぃー！」

　それぞれからの返事をもらいながら、オレは皆に対し笑顔を返し、懐に入れていたシンからもらった魔物の種を取り出す。

　まずはジャックフロストと呼ばれた魔物の宝石を重ならないよう、間かん隔かくをあけて一つ一つ地面の中に埋うめていく。

　それらを全て埋め終わった後、そこから少し距離を置いた場所に雪羽と呼ばれる魔物の種を植えていく。

　こちらは小さな植物の種のように粒状の種がたくさんあるものだったため、それらをひとつまみした後、パラパラと間隔をあけて地面に蒔まく。

　そうして、袋の中に入っていた全ての種を植え終えた後、オレは種を植えた場所にいっぱいの水を撒まいて、作業を終える。

　この最初の水撒きはたくさん撒いた方がいい。

　当然のことだが、最初の種蒔きの時点で水をたっぷり吸収させたほうが、種から芽めが出やすいのだ。

　これはオレが持っている『萌もえ植物図鑑』にも記載されており、今までの経験と実績から、間違いない情報でもあった。

「オーケー。じゃあ、これで明日になれば芽が出てくると思うから、今日の作業は終わらせてもらうな」

　そうオレが宣言すると同時に、シンが驚いたようにこちらに駆け寄ってくる。

「え、終わりって、今の種を蒔く作業だけで終わりなの!?」

「あ、ああ、そうだけど？」

　オレが返すと再びシンが驚いた顔のまま問いかける。

「ほ、本当に今ので種や宝石から芽が出るの？　しかも一日で？　もっとこう、変な魔法を使って種に魔力を送るとか、妙みような呪じゆ文もんを半日くらい地面に向かって唱え続けるとか、そういう儀式っぽい作業はないの!?」

　あなたは一体、オレの栽培に何を期待していたのですか？　と思わず、突っ込みそうになったが、しかし、そうか。

　この世界の人間には魔物を栽培することが出来ない。だからこそ、それが唯ゆい一いつ出来るオレの存在は、シンのような人間からすれば貴重だ。恐らく、オレの噂うわさを聞いてはどのように魔物を栽培しているのか想像していたのだろう。

　それが先程の謎の魔法だとか、呪文なんだろうが……いざ実際に見てみると、単に種を地面に蒔くという何の変へん哲てつもない作業だったため、拍子抜けというか驚いたのであろう。

　しかし、実際にこれがオレの栽培方法であり、何か特殊な技術を使うわけでもなく、普通に種を蒔いて、水をやるだけで魔物は育っていくのだ。

　そこに深い描写もなければ、劇的なロマンややり取りがあるわけでもない。

　気づけばいつの間にかなっているという程度のものであることを、オレは包み隠さずシンに説明する。

「まあ、だから、別段特別なことは必要ないよ。今までの経験からも種を地面に蒔けば次の日には芽が出てたり、大きく成長してるし。だから今日は休んだ方がいいよ。明日には結果が出ているはずだから」

「そう、か。分かった。君がそう言うなら、とりあえず今日はこれで戻ろうか」

　そう言いながらもシンは掘り返した地面の中に眠る種や宝石を少し心配そうに見つめる。

　正直、初めての土地での栽培だから不安がないわけではないが、この土地に合った魔物の種ならば十中八九問題はないだろう。その日はそのまま城に戻り、土いじりで疲れた体を癒すようにゆっくり休むのであった。




　翌日、そこにはオレの予想通りの光景が広がっていた。

「すごい……！　本当に芽が出てる！」

　朝、城の中庭に行くと、地面から小さな芽がたくさん出ていた。

　シンも一足早く様子を見に来ていたようで、その光景を見るや否や物もの珍めずらしげに地面から生えたたくさんの芽を凝ぎよう視ししていた。

「僕も昔、自分で魔物を栽培できないかと試ためしたことはあったんだけど、結果は全然だった……。けど君は本当にただ地面に種を植えるだけでこんなにたくさんの魔物の芽を出せるんだね……すごい、本当にすごいスキルだ……」

　目の前の芽をマジマジと見つめながら感心したように口にするシン。

　そこまで褒ほめられると逆に照れてしまうのだが、まだ栽培は始まったばかりだ。本番はある意味、ここからでもあった。

　オレは用意しておいた水を、芽の生えた地面にたっぷりとかけていく。

　まだ芽は地面から出てきたばかりなのでそれほどの高さはなく、一番大きいものでも三十センチほどであった。

　しかし、オレが水を撒くたびに、それを受けた芽が文字通り生き物のように反応する。中には水を浴あびると同時に地面からニョキニョキと二、三センチほど成長するやつも出てきた。

　そんな魔物の芽の成長を目の前にしたシンが、思わず興奮した様子で声を発する。

「すごい！　こんなに早く成長したり反応したりするの!?」

「あ、ああ、まあな。最近だとオレの魔物栽培のスキルが上がった影響か、ランクの低い魔物なら多分二、三日で完全に成長すると思うよ」

　シンがオレの服の裾すそを摑んでキラキラとした瞳で問いかけるものだから、思わずそれに答える。

「そうなんだ……そいつは楽しみだよ」

　一方でシンはオレのその答えに胸をワクワクさせながら、目の前で空から降ふり注そそぐ水を浴びようとクネクネ動き回っている魔物の苗なえを指先でチョイチョイと突っついては、その反応を楽しんでいた。

　オレも朝の水撒きを終えた後、魔物の芽の様子を見ていた。

　すると今度は朝日の光を浴びるように光合成を始めた芽が、先程と同様に背丈が伸びていくのが見えた。

　最初に見た時は三十センチもいっていなかった芽であったが、気づくと芽は倍ほどの大きさに成長し、枝も分かれ、その先に葉をつけて、見る見る植物らしい姿へと成長していく。

　それを目の前で見ていたシンはやはり興奮した様子で「すごい……！」と叫んでいた。

　こうしてみると、シンもまだ年齢相応の子供なのだと、なぜだか安心した。




「それにしても本当にすごかったよ！　あれ、いつもあんな感じなの？」

「まあ大体は、って言っても普段はオレ、水とか肥ひ料りようをやったらすぐに小屋に戻ったり、部屋に戻ったりするから。気づくと次の日にはいつの間にか成長してるってパターンが多いからなー。あそこまでマジマジと観察はしたことないかも」

「えー！　なんだよそれ、勿もつ体たい無ないじゃないか！　折角目の前で魔物の樹きや苗がどんな風に成長するか見れるんだよ！　逐ちく一いち観察しながら、むしろ経けい過かの日記をつけるべきだよ！」

「いや、さすがにそれは……オレ別に学者になるつもりはないし……」

　あれから庭での観察をしばらく続けたオレとシンであったが、気づくと昼食の時間になっていた。オレはシンと一緒に昼食を取るべく食堂への廊下を歩いていた。

　その最中、シンは先程までの魔物の樹の成長に興奮した様子のままオレにずっと質問していた。

「それにしてもシンって、えらく魔物の樹に関して聞いてくるな」

　そんなふとしたオレの疑問に対し、シンはむしろ当然と言わんばかりに答える。

「当たり前だろう。僕はこの国一番の魔物調教師なんだ。調教師は魔物のことを誰よりも理解しないといけない。そのためにはその魔物がどのように栽培され、育つのか、その経過と誕生、全てを理解することでより一層その魔物の心を知ることができる。そうすれば僕は今よりも更さらに優秀な調教師となれるんだから、当然だろう」

　そう言って胸を張るシン。オレは今までの勇者と異ことなる魔物への価値観を持ったシンに対し、それまで以上に強い親近感を覚え始めた。

「そっか、シンも魔物のことが好きなんだな」

　だがオレの何気ない呟きに対し、シンは思わぬ反応を返した。

「！　す、好きなわけ無いだろう！　ふざけたこと言うなよ！」

　それは思わぬ大声での否定であり、オレは驚いて硬直してしまった。

　続けてシンは、どこかバツが悪そうに視線を逸そらしながら答える。

「……好きな職業だからと言って、それに関かかわる全てが好きなわけじゃないよ。僕は魔物に対して個人的な感情は持ち込まないようにしているんだ」

　そう呟いたシンの表情は冷たいというよりも、どこか一つのことに徹てつしている仕事人のような雰ふん囲い気きがあった。

「どうしてだ？　別に魔物が好きでも、個人的感情を抱いても問題ないんじゃ？」

　むしろシンの調教師という職業を考えれば、魔物と親しくなるというのはプラスなんじゃないのか？　と思い、そう問いかけると、

「──それじゃあ、極端な例で喩たとえようか。君も魔物を栽培しているなら経験があるだろうけど、魔物の中には食材として利用できる種類の魔物もいる。そんな魔物を生まれた頃から可愛かわいがって、いざ収しゆう穫かくの時にそいつを殺せるの？」

「！　それは……」

　シンから問われたそれは、オレも一度は考えたことであった。

　というよりも、元々この世界に来た際、オレは食料を得るために魔物の栽培を始めた。

　当初はジャック・オー・ランタンやデビルキャロットなど食用の魔物を育てて、それで糧かてを得ていた。

　無む論ろん、その際、ジャック・オー・ランタンや、デビルキャロットは自我が芽め生ばえる前に収穫し、そのまま料理したり、食堂のミナちゃんのところに運んだりしていた。

　幸いというべきか、食用魔物の多くは自我が芽生える前に収穫できるタイプのものが多い。そうした意味ではドライに収穫出来た。

　それでも確かに魔物を栽培している内に、オレも一部の魔物に対して愛着が湧わくようになった。

　その最たる例がオレのポケットにいるドラちゃんだ。

　他にもオレと関わりを持った魔物達に対して、個人的な情を抱いだくようになり、傍そばに置くようになった。

　第四大陸にいた頃も、栽培した魔物の多くは住んでる小屋の周りで放し飼い状態にしていた。

　とはいえ、オレの魔物栽培士としての才能を必要としてくれる人は多くいた。

　そうした人達から頼まれれば、収穫用や取引用に新しく魔物を栽培することはあった。そうした魔物に関してはシンの言う通り、あまり感情移入はしないようにしていた。

　ここらへんは地球で言うところの農業をやっている人達からすれば基本のことだ。オレがこの世界でやっている魔物栽培はまさに農業なのだろう。

　シンが言っていることにも頷けるところはあった。

「知っての通り、調教師というのは何も魔物と仲良くするのが仕事じゃない。時として従したがえている魔物に危険な行為をやらせることもある。他にも食料とするために従順に育てたり、死ぬとわかっている戦に駆かり出だすことだって少なくはないんだ。君の場合はただ育てるだけで糧を得られる立場なのかもしれないけれど、僕の場合は自分で調教した魔物の命を僕自身の命令で奪うばうことだってある。そんな立場にいる僕が、個人として魔物と仲良くできるわけがないだろう」

　そう告げたシンの瞳は真剣そのものであったが、それは自らの胸から湧き上がる気持ちを必死に抑おさえようとしているようにも見えた。

　立場に縛られていないオレは自由に栽培を行い、そこから必要なだけ素材を採取し、それを売るだけで生活が出来る。わざわざ自分で育てた魔物を殺す必要もない。

　だが、シンはそうした立場にはない。この国の調教師として必要とされている魔物を調教し、時には自らの命令でその命を奪う場面もあったのだろう。

　それを理解した時、オレは自分が迂う闊かつな質問をしたと恥ずかしくなり、すぐにシンに対し頭を下げた。

「……すまん」

　素直に頭を下げるオレに対し、シンは僅かに驚くような様子を見せたあと、すぐさまその唇に笑みを浮かべ、ゆっくり首を横に振った。

「別に構わないよ。まあ、でも、僕が魔物と心を通わせたくない理由は他にもあるんだけどね……」

　そう呟いた瞬間、シンの表情に明らかにこれまでとは異なる寂さびしそうな影が見えた。思わず問いかけようとした時、通路の奥から人影が現れた。

「──ここにいたのか、シン」

　そう声をかけてきたのは、二十代後半から三十代前半と思しき年齢の男性。

　身にまとう服はいかにも王族らしい気品に溢れ、鋭するどい目つきにくわえ、目元にあるシワが男の表情をより一層険けわしいものに見せている。僅かに視線が合っただけで思わず目を逸らしてしまう凄すごみがその人物にはあった。

「！　マサウダ、兄様」

　そして、その男に声をかけられるや否や、慌てた様子でシンは姿勢を正し、緊張した面持ちで目の前の男に応対する。

　なるほど、この人物がこの国の第一王子マサウダなのか。こちらの視線に気づいたのか一瞬彼と目が合ってしまい、オレは慌てて目線を外す。

「……そちらの男はなんだ？」

　しかし、マサウダの方はオレから視線を外すことなくシンにそう問いかけた。慌てた様子でシンが答える。

「えっと、彼はその、魔物を栽培できる人物で名前はキョウと言います。その、来週の王選に向けて僕が彼に協力を求めて、この国に来てもらったのです」

　シンはオレを庇かばうようにオレの前に立ち、事情を説明する。

　正確にはオレ達の方がシンに会いに来たのだが、そんなシンからの説明を聞いてマサウダは納得したように頷く。

「……そうか、魔物を栽培する人物か。もし、それが本当だとするのなら確かに今のお前には喉から手が出るほどの人材だな」

　マサウダはオレとシンを見比べるように見つめた後、静かに歩き出す。

「お前がどのような魔物を出してこようとも王選に勝利し、次の王となるのは私だ。精せい々ぜい私を失望させないことだ」

　そんな捨すて台詞ゼリフと共に、マサウダの後ろ姿が見えなくなった後、オレは思わずため息をつく。

「ふぅー、あの人が第一王子のマサウダさんか。確かにありゃ手ごわそうな相手だなー」

　主に性格的な意味でであったが、オレがそう安あん堵どの表情をしていると、シンが何やら複雑そうな表情で俯うつむいていた。

「シン？　どうしたんだ？」

「……あっ、いや、なんでもないよ」

　声をかけられ慌てて平静を装うが、彼女は明らかにショックを受けた様子だった。オレはすでに通路の奥へと消えていったマサウダの後ろ姿を思い出しながら、シンへと問いかける。

「シンとあのマサウダってどういう関係なんだ？」

「いや、それは、その……ただの兄弟っていうか、その、なんていうか……」

　問われてシンは明らかに動どう揺ようした様子ではぐらかそうとするものの、オレの真剣な表情に根こん負まけしたのか、ため息をついた後、ゆっくりと話し出す。

「……マサウダ兄さんは僕の幼い頃の目標だったんだ」

　そう切り出しシンは語り始めた。

　元々シンの母親は前国王の妾めかけの一人に過ぎず、しかも庶民出の妾であったため、その扱いも不ふ遇ぐうであったらしい。

　しかし、シンを産んだ後、王の子の母親として、それなりの扱いをされるようになったものの、やはり元は庶民のため、その血筋を引くシンはこの王国内でも良い扱いはされなかったという。

　そんなシンに手を差さし伸のべたのが、兄であり第一王子であったマサウダだったらしい。

　更にマサウダはシンに対し、調教師としての技を教えてくれた師でもあったそうだ。

　元々、シンには生まれつき蒼い刻印という調教師として最高の才能が備わっていたが、第二王子という立場に加え、庶民の血筋を引いているため、そうした王族の教育は後回しにされることが多かったらしい。

　そんな時、兄であるマサウダがシンに対し、色々なことを教えてくれて、そのおかげでシンは瞬またたく間まに調教師としての才能を開花させ、今の地位を得たと言う。

　しかし、シンが才能を開花させ、勇者の称号を得た時、それまでシンに優しく接していたマサウダの態度が変わってしまったのだ。

　以前のように話しかけてくることは少なくなり、気づくと冷たい対応をされることが多くなった。

　そして極きわめつけは、前国王が亡くなった後に見つかった遺ゆい言ごん書しよに記しるされた『王選』の文字。

　それからマサウダのシンに対する対応は、親の仇かたきを見るものかのように変わり、そこには以前までの優しい兄の面おも影かげはなくなってしまった。

　無論、マサウダがそうなった理由はシンには明白であった。

　本来は第一王子であるマサウダが王位を継つぎ、国の王となるはずであったのが、自分という存在のせいでその立場が危うくなった。そのためにマサウダは内心怒り、同時に長年隠していた嫉しつ妬との感情を顕あらわにしたのだろう。

　元々、マサウダという人物がシンに対し手を差し伸べたのも、自らが王位を継げる第一王子であるという余裕からだったのだろう。

　しかし、それがなくなったため、押し込めていた本性が溢れ出た。

　シンからの説明だけでも、オレがそうした推測をするには十分であった。

「……そうか」

　話を聞き終え、落ち込んだ様子のシンに対し、オレは問いかける。

「それで、シンはどうしたいんだ？」

「え？」

「『王選』だよ。勝ちたいのか？　それとも勝ちたくないのか？」

　そんなオレの問いかけに対し、シンは僅かに驚いたような表情をする。やがてすぐに迷いない表情をオレに向けるとハッキリ告げた。

「勝ちたいよ。そのために僕はこれまで努力してきたんだ」

　シンの決意を聞いて、オレは安心し微笑む。

「ああ、だと思ったぜ。それにお前が王様になってくれないとオレ達との約束も果たせなくなるからな」

　それは無論、シンが『王選』に勝利した際の報ほう酬しゆうとしている、世界樹の宝石と、地下の壁画に関してだったのだが、それを聞いた瞬間、シンは思わずといった様子で吹き出す。

「ふふっ、君は本当に正直なんだね。けど、確かにそうだね。それじゃあ、僕の為にも精々栽培頑張ってもらうよ」

　そんなシンからのエールに対し、オレは素直に頷き、改めて今後の栽培に向け気持ちを引ひき締しめるのであった。





◇　◇　◇






「ふぅー。とりあえず、今日一日で魔物の樹は十分育ったな。あれなら明日の朝には魔物も成熟しそうだな」

　あれから昼食を取った後、庭に戻り、栽培中の魔物の樹の様子を見ながら、オレは仕事を終えた。

　主に水をやって、魔物の樹の成長の経過を観察するという簡単なものだ。朝見た時は芽だけだったものが、気づくと膝や腰の高さまで成長し、夕方近くになると大きいものではオレと同じ背丈まで成長したやつもあった。

　そのうちのいくつかは枝の先に小さな卵みたいな実が付き始め、もうじき生まれそうな雰囲気だ。

　今度の魔物達がどういう形で生まれるのか楽しみにしつつ、オレは今日の疲れを癒すべく、温泉へと足を向ける。

　ちなみにあの後、シンからは耳が痛くなるほど九時以降の入浴は絶対にするなと念を押されているので、必ず時間を確認するようにしていた。

　現在の時刻は七時。

　今の時間帯ならシンが入浴していることはない。オレが鼻歌交まじりに温泉へ続く廊下を歩いていた時だった。

「……ん？」

　見ると、廊下の向こう側から見み慣なれない一人の少年が歩いてくる。

　年の頃は十かそこら。背丈は小さく、ムーと同じくらいの身長に見える。金の髪に身なりのいい服装をしていた。

「……あっ」

　少年はオレの存在に気づいたのか、足を止め、こちらに顔を向ける。

　緑の瞳に少女のような整った顔。なによりも、その顔つきはシンに少し似ている部分があった。

「えっと、君は？」

　思わず少年にそう問いかけると、少年は少し視線を外し、やがておずおずといった様子で名乗る。

「……あ、その、ザード、と言います……。こ、この国の第三王子、です……」

　オレは少年の面差しがシンに似ている理由に即座に納得する。

「あー、なるほど、シンの弟か。オレはキョウって言って、今この国に厄やつ介かいになっている魔物栽培士だ」

「！　あなたがシン兄様の魔物栽培士なのですか……？」

　オレの名乗りを聞いた瞬間、ザードは一瞬驚いたような顔を向けた。

　ザードはしばしオレの顔を覗のぞき込こむように見ると、どこか意を決したように静かに呟く。

「……こんなこと、僕が言う立場ではありませんが、もし命が惜おしければ今のうちにこの国から出て行った方がいいですよ……」

「え？」

　それは思わぬ一言であった。

　出会ってそうそう警けい告こくされるのもそうだが、命の危険という言葉には更に驚かされた。

　子供特有の冗談かとも思ったが、目の前の少年の顔は真剣そのものであり、そこには悪ふざけの雰囲気は見えなかった。

「えっと、それってどういう意味なんだい？」

　ザードの警告に対し、そう問いかけるオレであったが、彼は視線を外すと同時にどこか気まずそうに口を閉ざしてしまった。その表情はなんと伝えるべきなのか迷っているようであった。

「……ごめんなさい。うまく説明出来ません……。でも、命が惜しければ、どうか『王選』への参加だけはやめておいてください……」

「え？」

　再びザードの言葉に呆あつ気けにとられる。ザードはそのままオレの横をすり抜け、逃げるように通路の奥へと消えていった。

　命が惜しければ、『王選』への参加はやめろ？

　それは一体どういう意味なのだろうか？

　シンは、王選はあくまでも王位継承者を決めるための儀式であり、参加者同士が直接争ったり、危険な目に遭あうことはないと語っていた。

　しかし、先程のザードの口く調ちようはそれを否定するものであった。

　今回の王選。もしかして、そこにはオレだけでなく、シンすらも知らない何かが隠れているのか？

　そんな目に見えない奇妙な恐怖が体にまとわりつく気がして、オレはしばしその場に佇たたずむのであった。




「うーん。さっきのザードって子の警告は気になるが、とにかく今は温泉タイムを楽しみますかー」

　ザードという子の発言に引っ掛かりを覚えるものの、とりあえずそれは頭の隅すみにおいて、まずは今日一日の疲れを癒すべく、服を脱いで温泉ルームの扉を開いた。

　その先には湯けむりに隠れた温泉の風景。

「折角だし、思いっきりダイブとかやっちゃいますかー！」

　これだけ大きい温泉だし、普段は出来ないことを思いっきりしてやろうと、オレはそのままダッシュをして温泉めがけ跳ちよう躍やくする。

　水しぶきを上げながら温泉にダイブしたオレだったが、その瞬間、目の前の湯けむりに人影が見えた。

　人？　いや、そんなはずは？　この時間帯ならシンはいないはず？

　湯けむりが晴れると、その向こう側には顔を真っ赤にして自分の体を隠しているリリィの姿があった。

「…………え、えーと…………リリィ、さん……ですか？」

　オレのそんな確認に対し、リリィは答えることなく顔を真っ赤にしたまま全身を震わせていた。

　あー、そうでした。

　確かにシンは九時以降の入浴でしたが、その前にオレやリリィが入浴するとなれば、こうして時間が重なることもありますよね。

　うん、というか、冷静に考えると扉に何やら『入浴中』という看板があったような気もしないでもないような。ザードの言葉で頭がいっぱいになりすぎていた。

　そんな僅かな後悔をしているとリリィの唇から、昨日のシンに勝るとも劣らない絶叫が放たれる。

「な、なにやってるのよ～～!!　この馬鹿～～～～～～～～[image: ]」




「アンタ、昨日のこと、ちゃんと反省してるんでしょうねー？」

「してます……反省してますから……。ちゃんと悪かったって謝ってるじゃないですか……」

　翌日。目を覚まし部屋から出てきたオレは、待ち構えていたリリィにより昨日のことを注意された。

　幸か不幸か、昨日のあれからオレの記憶がないところを見ると、リリィの一撃が見事に決まったようだ。詳しいことを覚えていないと説明すると、不ふ承しよう不ぶ承しようながらもリリィは納得してくれた。

「なら、いいけど……。今度からはちゃんと気をつけなさいよ」

「へーい……」

　リリィからの忠告をしっかりと胸に刻きざみながら、オレはそのまま庭の方へ向かう。

「やあ、遅かったじゃないか」

　すでにシンが庭におり、彼女の後ろの畑には予想以上の光景が広がっていた。

「おお、もう実っていたのかー！」

　そこではすっかり背丈を伸ばした樹の枝の先に、丸い卵のようなものがいくつも実っていた。

　オレとリリィは急ぎ、シンの傍に移動し、樹に実った卵を軽く指でつついてみた。すると、その感触は卵というよりも、餅もちのような柔らかいものであった。

「あれ、これって卵じゃないのか……？」

　思わずそう呟くオレに対し、隣にいたシンがすかさず答える。

「それはジャックフロストの実だよ。ジャックフロストは枝から実のように生まれて、そのまま育つんだよ」

「へえー」

　シンの説明に思わず頷く。そんなことをしていると目の前に実っていたスイカ大はある白い実がプルプルと震えだす。

　やがて、その振動に耐たえ切きれなくなるように枝に実っていた白い実が地面に落ち、コロコロと転がると、真っ白なその表面に黒い目玉が二つと、口のような線が現れる。

「くもー」

　そんな奇妙な鳴き声を口から漏もらしたかと思うと、白いボールのようなそいつはキョロキョロと辺りを見回し、オレの姿を確認すると、すぐさまオレの腕に向かってジャンプしてきた。

「くもー！」

「うわっと！」

　すぐさま受け止めるものの、雪だるまの頭の部分そのものの外見通り、そいつの体温はひんやりとしている。しかし感触は餅のようにプヨプヨとしていて、なんとも不思議な感覚であった。

　そんなことを思っていると、そいつはひんやりとした体をそのままオレの頰へとくっつけてきた。まるで甘えるように顔をグイグイ押し付けてくる。

「くもー！」

「わっ、わっ、分かったから。ちょっと落ち着こうなー」

　顔を押し付けてくる雪だるまの気持ちをなんとか落ち着かせようと試こころみる。雪だるまの方もくっつけていたほっぺを離して「くもー」と謎の声を発しながら笑いかけてきた。

「へえー、結構愛あい嬌きようのある魔物ね。これがジャックフロストなの？」

　オレが腕の中に抱かかえた魔物を覗き込みながら、リリィがシンに対し問いかける。

「そうだね。それがジャックフロストだよ。普通はそこまで人ひと懐なつっこくはないんだけど、さすがに魔物栽培士である君が栽培しただけはあるね。そんなすぐに懐くフロストは初めて見たよ」

　なるほど。確かに見た目ならジャック・オー・ランタンに似ていなくもない。

　しかし、こいつはジャック・オー・ランタンと違って植物型の魔物には見えない。かといって動物型魔物とも違うような気がするし。

　そんなオレの疑問に気づいたのか、シンがそのまま説明を続けてくれた。

「ジャックフロストは分類するなら魔法生物に属する。これは動物型・植物型のいずれとも異なる魔物だね。とはいえ、この世界の魔物は全て樹から生まれるから、その原則は変わらない。他にもゴーレムといった全身岩や鉱物で出来た魔物もこうした魔法生物に属する」

　なるほど。魔法生物か。

　まだオレの知らない魔物の種類があったとは驚きだ。

　さすがは魔物を調教する調教師の勇者だけあって、オレはシンの説明に思わず感かん嘆たんの息を漏らす。

「で、魔法生物の主な価値は体内にある宝石にある。魔物生物が宿す宝石は他の魔物に比べて高い魔力を宿すことが多く、そうした宝石は『魔法石』と呼ばれ、都市のエネルギー源や魔法力の源になる。とはいえ、ジャックフロストの魔法石では街灯を灯ともすぐらいの魔力しかないから、それほど希き少しよう価値はないけれどね」

　なるほど。以前、オレが持っていた火を灯す魔力が宿った火打ち石も、そうした魔法石の一種だったのかもしれないな。

　ということは、そうした魔法石の魔力が元の世界で言う電力や電気の代かわりとなって都市生活を豊かなものにしているということか。

　だとすると、強力な力を宿した魔法石の存在はかなり貴重だということがオレにもすぐに理解出来た。

「それにしても本当にすごいな。僕も樹に生なったジャックフロストの実は何度か見たことはあったけれど、それがこうして枝から生まれる瞬間は初めて見たよ！　しかも、生まれてすぐにこんなに懐くなんて……これなら、僕の調教の手間も省はぶけそうだなぁ」

　そんなことを言いながら、シンがオレの腕に乗っているジャックフロストに手を伸ばすと、ジャックフロストはそのままシンの手のひらの上にぴょんっと飛び乗る。それに一瞬驚くシンであったが、すぐさまジャックフロストから人懐っこそうな声が発せられる。

「くもー！」

　ジャックフロストの鳴き声に思わず頰を緩ゆるませ、笑みを浮かべるシン。けれど次の瞬間、何かを思い出したかのように首を振り、真剣な表情を浮かべた後、手のひらに乗ったジャックフロストをオレへと返す。

「……こほんっ。ぱっと見た感じ、体調は良好のようだね。これならいいジャックフロストに育って、宝石も定期的に生んでくれると思うよ」

　そう言ってオレ達から僅かに距離を取るシン。ひょっとして先日言っていたように、個人的感情を挟はさまないようにしているのかな？　と思っていると、今度はジャックフロストの樹を植えたゾーンの隣にある樹に変化が起こった。それに気づいたシンが慌てて、移動していく。

「こっちの雪羽の樹もそろそろ生まれそうだね！」

　それはジャックフロストと一緒にシンに頼まれて植えた雪羽と呼ばれる魔物の樹であった。

　ジャックフロストが三、四メートルほどの普通の樹なのに対し、こちらの樹は二メートルくらいの小さなものがいくつも並んでいる。

　更にジャックフロストの樹との違いは、あちらは一つの樹に対し一つか二つしか実が実っていなかったが、こちらは何十個と小さな実が生っていた。

　大きさは拳大。ミカンくらいのサイズであろうか。

　それは卵というよりも、まるで毛玉のようなフワフワな見た目と感触だ。

　すると、そのうちの一つが大きく振動しだす。先程のジャックフロストと同様に枝先から地面に落ちて生まれるのかと思っていたら、それは意外な生まれ方をした。

　突然、丸く真っ白なそれに妖精の羽のような物が一対生はえたかと思うと、そのまま羽が動き出す。毛玉は枝から離れると、先程のジャックフロストのようにその表面に大きな黒い目が二つ開かれた。

「ぱたぱた～！」

　パタパタとオレ達の周囲を飛び回りながら、そいつはそんな嬉うれしそうな声を上げて、オレの肩に止まった。

「か、可愛い……」

　オレの肩に止まったそいつを見ながらリリィが呟き、指先でその体をチョイチョイと触さわる。

「こいつが雪羽なのか？」

　肩に止まった毛玉を確認しながらシンに問いかける。

「そうだね。雪玉のような外見に羽が付いていることから雪羽って名前が付けられたんだ」

　なるほど。確かに名前通りの見た目だ。しかし、その感触は雪というよりも、むしろ毛皮のようにフワフワとしたもので、温かささえ感じていた。

「こいつも魔法生物なのか？」

　問いかけるオレに対し、シンはすぐさま首を横に振る。

「いいや、そいつは植物型の魔物だね」

「植物型？」

　思わぬ種別に驚くオレであったが、それに対しシンが説明を続けてくれる。

「植物型と言っても、そいつ自身は食用でもなんでもない。雪羽は成長すると頭に小さな花を咲かせることがある。その花には薬としての効果があり、主に風か邪ぜ薬ぐすりとして利用されているんだ」

　なるほど。

　確かに、自身の体に花や実などをつける魔物も少なくない。

　そんなことを思っていると、何やら上機嫌にシンが頷く。

「うん、予想以上の成果だよ、キョウさん。まずはお疲れ様、これで君の魔物栽培の能力は確認できたよ」

　シンは次々と樹から飛び立つ雪羽や、足元で転がるジャックフロスト達を観察しながらそう言う。

「こちらこそ。それで次はどうすればいいんだ？」

　シンからのねぎらいの言葉を受けながら、オレは次の展開を待つ。

　すると、待っていたとばかりにシンが懐から大きめの袋を取り出した。

「ああ、次はいよいよ本命の栽培をしてもらうよ」

　そう言って袋を地面に置くと同時に、その中に入っていたものが姿を現す。

　それは赤い貴石。紅ぐ蓮れんに輝くルビーのような宝石がバラバラの形でいくつも転がり出てきた。

「これは？」

　問いかけるオレに対し、シンは不敵な笑みを浮かべて答える。

「そいつはフリームスルス、別名・霜しもの巨人と呼ばれる魔物から取れた宝石だよ」

「霜の巨人……？」

　その名に惹ひかれるようにオレは再びシンに問いかけた。

「フリームスルスっていうのはこの大陸にしか存在しない幻のＳランク魔物さ。時とき折おり、雪山に現れる氷の巨人で、その大きさはゆうに二十メートルを越える。滅めつ多たに会うことはないために幻の魔物って言われているんだけどね」

　幻の魔物。それにシンから聞いた氷の巨人という外見はもしかして、オレ達がこの国に着く前に見たあの魔物ではないのだろうか？

　そう思い、隣にいるリリィを見る。リリィも同じことを思ったのかオレの視線に対し、静かに頷いた。

「で、この巨人から取れる宝石がジャックフロストなどの魔法石よりも遙はるかに強力な魔力を宿しているんだ。実際、フリームスルスの宝石一つでこの国のエネルギーを一ヶ月はフル稼か働どうできるほどの魔力が詰つまっている」

「そいつはすごいな……！」

　国一つのエネルギーを宝石一つで一ヶ月も使えるなんて、膨ぼう大だいなんてものじゃない。

　確かにそれは貴重と言われても文句ないレベルだ。

「まあでも、僕が取り寄せたこの宝石は、採取の際にバラバラになったみたいでそこまでの魔力はないんだけどね。魔法石は完かん璧ぺきな形でないと、宿っている魔力も大きく損なわれるから」

　そう言ってシンは気恥ずかしそうに地面に転がる無数の赤い宝石を見る。

　確かに、オレも以前ワイバーンの宝石を領主様からもらったことがある。完璧な形だった場合、その価値は物もの凄すごいらしいが、もし砕くだけたりすれば、その価値は大きく下がると言われた。その理由もこういうことだったのかと、今更ながら納得した。

「で、そのフリームスルスに関してなんだけど、幻の魔物と呼ばれている一番の所以ゆえんは、その生態をまだ誰も明らかにしたことがないためなんだ」

「え？」

　生態を明らかにしたことがない？　それは一体どういう意味なのだろうか？

　疑問に思うオレに対し、シンはすぐさま明確な答えを告げてくれた。

「全ての魔物は樹から生まれるってのは分かってるよね？　僕達、調教師はどの魔物がどういった樹から生まれるかということも調査したり、研究したりしてるんだ。無論、学者連中の多くもそういったことを研究していて、そのおかげで今日ではどんな魔物がどの樹から生まれるかってのも分かって、どの魔物がどのような進化をするかってのも調べられているんだ」

　確かに言われてみれば、ワイバーンの樹など、それがなんの魔物の樹なのかリリィやカサリナさんなども知っていた。

　その理由も、これまで色んな人が調べてきた結果なのだと、オレは素直に納得した。

「で、ここからが重要なんだ。確かに色んな人達の調べによって多くの魔物の出自や進化先なども判明した。けれど、まだこの世の中にはその生態が明かされていない謎の魔物も多くいる。そのうちの一つが、さっき僕が言ったフリームスルスって魔物さ」

　そう言ってシンは足元に転がった、バラバラになっている紅蓮の宝石を指差す。

「フリームスルスの樹と呼ばれるものは、現在のところ見つかっていない。もしかしたら、人の目につかない場所にあるのかもしれないし、僕達がそれとは気づいていないのかもしれない。またはフリームスルスという魔物が、何らかの魔物の進化後の姿という可能性もある。その場合は、進化前の魔物を君がその宝石で栽培することで正体が判明する。そして、僕はこれを『王選』で発表するつもりだ」

「王選でか？」

　思わぬシンからの提案に驚くオレ。しかし、シンは人差し指を立てながら、改めて王選の説明を行う。

「王選ってのは大きく三つの種目に分かれていて、それを競い合う儀式なんだ。まず最初の『第一王選』では『希少さ』を競う。これはいかにレア度の高い魔物を見つけ、それを調教できているかという調教師の腕と、それを見つけるための目を評価するものだ。ここでいうレア度は単純な価値もそうだけど、まだこの世界で判明していない魔物の生態を明かすことも大きく評価される。特にフリームスルスなんていうＳランクの希少な魔物の生態を明かし、それを従えたともなれば僕は第一王選の時点でかなり優位に立てる。今まではどんな学者や調教師がフリームスルスの足跡を追おうとしても、煙けむりのように痕こん跡せきが消えていたけれど、そのフリームスルスを種から育てたとなれば、否いや応おうなしに正体も判明するってものさ。正直、君という存在を知った瞬間から、僕はこれを考えていた。だから、君がこの国に来たと同時にすぐさま冒険者を雇やとって、このフリームスルスの宝石を探させてたんだよ」

　そう言ってシンは自慢げに地面に転がった宝石を手に取る。

　なるほど、そういうことか。確かにただレア度が高く、希少なだけの魔物というのなら、用意する手段はいくらでもある。

　ましてこの国の王子ともなれば、金を使って冒険者を雇い、価値の高い魔物を捕まえたりなど方法はいくらでもある。

　その後は調教師の能力なりで、その魔物を従えれば、王選に出すことも可能だろう。

　しかしシンはただ希少なだけでなく、未いまだ学会にすらその謎が解明されていない魔物の生態系すらも解明し、それを従えた上で王選に出そうというのだ。

　確かにそれはあらゆる意味で評価に値する。ただ希少な魔物を用意し、従えるだけでなく、謎に包まれていた魔物を解明したともなれば、それだけでもこの世界の常識は覆くつがえるであろう。

　シンのそうした構想にオレは改めて感嘆し、目の前の勇者に対し、初めて敬けい服ふくの念を抱いた。

「というわけで、頼めるかな？　次の第一王選までに、このフリームスルスの宝石を植えて、そこから霜の巨人の栽培を完了させて欲しい。期限はあと二週間くらいだけど、出来るかな？」

　そう言って紅蓮の宝石を包んだ袋をオレに差し出す。

　正直なところ、以前までのオレであればＳランク魔物の栽培ともなれば二週間がギリギリのラインであった。

　しかし、ロスタムさんのところの砂さ漠ばくでの栽培を始め、アンスールに連れ去られてから様々な魔物の栽培をこなした。今のオレはＳランクの魔物であろうとも数日中には栽培を完了出来る自信があった。

　確かに、このフリームスルスに関してはその生態が謎に包まれているという不安要素もある。それでもこれが魔物の宝石であり種であるなら、どんな魔物であろうと栽培してみせるとの誓いを胸に、オレはシンから差し出された宝石の入った袋を受け取る。

「ああ、任せておけって。数日中には確実に栽培してみせるよ」

　オレの返答に、シンは明るい顔を見せるが、すぐさまそっぽを向いた後、

「ふ、ふん。ま、まあ、それくらいやってもらわないと困るけれどね」

　となぜだかツンデレアピールをするのだった。
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「……ちょっと困こまってるんだけど」

　翌日。庭についたオレは待ち構えていたらしいシンに声をかけられた。

「なんだ、困ったことって？」

「……見て分かんないかな」

　そう呟つぶやくシンの肩には無数の雪ゆき羽はね達がまとわりつき、頭にはジャックフロストがそこが定位置のように居い座すわり、足元にもわらわらと元気のいいジャックフロスト達が構かまって欲しいのか転げまわっていた。

「君の魔物、ちょっと馴なれ馴なれしすぎだよー!!」

　シンがそう叫ぶと同時に、周まわりに群むらがっていた魔物達がちょっと驚いたように一歩引く。しかし、すぐさま何事もなかったかのようにシンの足にじゃれついたり、ほっぺに顔を寄せたりしだす。

「くもー！」

「くもくもくもー！」

「ちょ、こら！　や、やめろって言ってるだろうがー！　お座り！　お座りしろってのー！」

　まとわりつく魔物を必死にはぎ取りながら、無理やりその場に座らせてゆくシン。

　なんだろうか、生まれたばかりのたくさんの子犬に懐なつかれて、それを必死に世話するブリーダーのような姿だ。

「と、とにかく、君の栽さい培ばいした魔物が思った以上に人馴れしすぎてて、調教に手間取ってるんだよ！」

「？　人馴れしてるなら、その分、調教もしやすいんじゃないのか？」

　思わぬシンからの発言に疑問符を浮かべるオレ。しかし、それに対しシンはため息をつきながら説明をする。

「いや、人馴れしていれば調教しやすいってわけじゃないよ。むしろ、人馴れしていない魔物の方が調教しやすい部分がある」

「それってどういう意味だ？」

「例えば、野生の魔物の場合、心を開かせるまでが難しいけれど、一度心を開かせれば、その後の調教はかなり楽になる。特に僕の場合、この刻印の力があるから魔物の心に触ふれて、心を開かせることも比較的簡単だ」

　そう言ってシンは右手の蒼あおい刻印を輝かせる。

　確かに、シンの能力は魔物の記憶を読み取ったり、心を通わせたりするもの。直接問題がわかるのだから、野生の魔物の心を開かせるのは比較的楽だろう。

「けれど、この子達の場合、最初から心がオープンされてて、こっちに対する好意で溢あふれている。どころか、必要以上にベタベタとしてくるものだから、待たい機きしろとか、しばらく離れろとか、そういう命令を聞きたがらないんだよ……。おまけに四六時中、遊んでって訴うつたえかけてくるものだから、調教なんてレベルじゃないよ」

　と、そんな風に呆あきれながらシンが膝ひざをつく。

　あー、確かに。それだと今までのシンの魔物調教からは、かなり外れていると言わざるを得ない。

　シンの場合、まずは心を開かせて、その後、その魔物に様々なことを教えて、従順に育てる。

　恐らくはそれが、調教師テイマーにとっての理想的な順序なのであろう。

　しかし、オレが育てた魔物の場合、逆に親愛度がマックスの状態でじゃれつくものだから、離れろ・待機しろ、といった命令を素直に聞き入れてくれない。しかも人馴れしているために、彼らを育てているシンから離れようとせず、そうなると、その魔物達を他ほかの人間達に預あずけようとすれば、そこで更さらにひと悶もん着ちやく起きそうだ。

　確かにこれは人馴れして生まれたが故ゆえの弊へい害がいと言える。

「……それに僕はこういうベタベタしたやり方はしたくないんだよ……。人と魔物の距離はあくまでも一定に保たもつべきっていうのが信条だから……」

　そう言って自らにまとわりつく魔物達を困ったようにあしらいながら、シンはため息をつく。

「まあ、気持ちはわからないでもないけどさ。もうそこまで懐いているなら、いっそ愛情もって育てていいんじゃないのか？」

　シンにじゃれつく魔物達を見て、思わずそう呟いたオレに対し、瞬間シンは真剣な眼まな差ざしでオレを見つめる。

「……なら、聞くけど、君の胸にいるマンドラゴラを、今すぐ誰だれかに渡せって言われたら、君は素直に渡せるの？」

「！　それは……」

　思わぬシンからの返しにオレはドキリとして、胸ポケットにいるドラちゃんと顔を見合わせる。

　そんなオレの反応を確認し、シンが「そういうことだよ」と呟く。

「僕の仕事は魔物を調教し、その魔物を人々に提供すること。どれか一体に対し特別な感情なんて抱いだいてはいけないんだ。あくまでも平等に、そして公平に。魔物を育てて人々へと与える。仮に僕が魔物に対し、愛情を与えたとして、その魔物が別の人間のもとへ行って、その人間をそのまま慕したうだろうか？　絆きずなを育はぐくみすぎるというのも調教師の中ではある種のタブーなんだよ」

　そう呟いたシンの表情は真剣そのものであったが、同時にどこか寂さびしげであった。

　確かに、そうだ。オレのいた世界でも、犬などの動物が、そうした絆を特定の人間と持ったがために、他の人間に飼われてもなかなか上う手まくいかないといった話はよく聞く。

　この世界の魔物も、そうした動物と同じような感情を持つのなら、シンの言うことは正しい。

　オレは以前にも似たようなことをシンと話した。その時の彼女の寂しげな表情を思い出しながら、素直に謝るのであった。

「……別に気にしていないから、いいよ。それよりも君はフリームスルスの栽培の方に集中してくれ。幸い、もうすでに芽めが出ているみたいだし、このまま順調に頼むよ」

　そう呟いたシンの視線は、オレが先日、フリームスルスの宝石を埋めた場所へと向いていた。そこからは小さいが、確実に魔物の樹きと思おぼしき芽が出ており、最初の段階は順調と言えた。

　オレはシンからのその期待に応こたえるべく「任まかせておけって！」と答え、フリームスルスの樹を育てるべく、水や肥料を与あたえるのであった。




　それから数日後、予想外のことが起きた。

「……これって、どういうことかな？　キョウさん」

「……ええっと、その……」

　現在、オレの目の前では数日前に植えたフリームスルスの樹が育っていた。

　Ｓランクの魔物の樹だから成長には時間がかかるだろうと覚かく悟ごしていたのだが、意外にもそんなことはなく、地面から出た芽は何のトラブルもなくすくすくと大きく育ち、今や数メートルはある樹へと成長していた。

　そして、その枝先にはいくつもの魔物の実がたわわに実っており、栽培は大成功と言えた。ある一点を除のぞけば。

「ねえ、君、本当にここに植うえたのはフリームスルスの宝石なんだよね？」

「あ、ああ、間違いないはずだぜ。というか、あの時、シンからもらった宝石をちゃんと地面に埋うめてたじゃないか」

　数日前、ここにシンからもらった宝石を埋めたことを確認するように尋ねる。それに対しシンも頷うなずいた。

「うん、そうだね。それじゃあ、質問なんだけど──」

　しかし、彼女の表情は静かな怒りに震ふるえており、その指先は目の前に実ったある魔物を差す。

「なんで、そのフリームスルスの宝石を植えた場所から、ジャックフロストが生まれてくるのかなー!?」

　そう、そこに実った魔物は紛まぎれもないジャックフロストであった。

　目の前の樹も大きさこそ違えど、間違いなくジャックフロストの樹であり、今もなお枝先からは丸々と成熟したジャックフロスト達が生まれては地面を転がっていた。

「い、いやー、そう言われましても、オレはただシンからもらった宝石を地面に植えて栽培しただけでありまして……」

「くもー！」

　オレの言い訳に相あい槌づちを打つように、足元に転がったジャックフロスト達がオレやシンの肩や頭に乗ってきてはじゃれついている。

　しかし、そんなジャックフロスト達の行為も今のシンからしてみれば火に油を注そそぐようなものであった。

「だー！　もうー！　じゃれつくなー!!　なんでフリームスルスじゃなく、こんな珍めずらしくもなんともない魔物が生まれてくるんだよー!!」

　両手を思いっきり振りながら叫ぶシンに対し、ジャックフロスト達は少し怯おびえた様子でオレの背後に隠れる。

「く、くもー……」

「おいおい、そんなこと言うなよ。こいつらだってショック受けてるじゃないか」

　いくら目当ての魔物ではなかったとはいえ、的まと外はずれの魔物であると、この子達を責せめるのは少々可か哀わい想そうだ。

　そんなオレからの注意に対し、シンも思うところがあったのか、オレの背後で怯えているジャックフロスト達を一いち瞥べつした後、どこかバツの悪そうな顔をしながらそっぽを向く。

「……けど、事実は事実だろう。僕が王おう選せんに勝つために必要な魔物はそいつらじゃないんだよ。そんな平凡な魔物をいくら栽培されても役には立たないんだよ！」

「くもー……」

　そんなシンの呟きに対し、ジャックフロスト達は再び軽いショックを受けたように肩を落とす。オレはジャックフロスト達の頭を撫なでながら慰なぐさめる。

「……なあ、あの宝石からこいつらが生まれたってことは、このジャックフロストの進化先の魔物がフリームスルスってことはないか？」

　オレはふと、その可能性に気づいてシンに問いかける。

　魔物の中には現在のランクから、別のランクへと進化する魔物が存在する。

　進化した魔物はより高ランクの魔物へと変化し、危険度と呼ばれる戦闘能力は勿もち論ろん、価値すらも大幅に上がるという。

　あの宝石がフリームスルスのものだとするなら、そこから生まれたこのジャックフロストがその進化前の魔物ではないのか？

　しかし、そんなオレの推すい測そくに対し、シンはすぐさま否定した。

「それはありえない。ジャックフロストは進化しない魔物としてすでに学会でも研究が終わっている。僕達調教師も、調教の末に魔物を進化させることを何度も行っているけれど、ジャックフロストに関しては進化先がないと百年以上前の調教からも確認されている。だから、この魔物の進化先がフリームスルスである可能性は絶対にないと断言できるよ」

　シンの断言に対し、オレは静かにそれを受け入れるしかなかった。

　確かに、研究者や調教師が何百年も調べた上で、ジャックフロストに進化先がないと断言したのなら、それは受け入れるしかない。

　オレの魔物栽培の能力でも、魔物の進化を早めたり、あるいは進化先の魔物として栽培することが可能である。

　だが、このジャックフロストに関してはそうした兆ちよう候こうは見られず、数日前に先に生まれていたジャックフロストの集団達も何ら変化する様子は見られなかった。

　ならば、確かにフリームスルスの進化前がこのジャックフロストである可能性は低い。

　となると、残る可能性は一つ。

「……そもそも、植えた宝石がフリームスルスのものではなかった……？」

　オレが出したその結論に対し、シンも不ふ承しよう不ぶ承しようながら頷く。

「だろうね。多分、冒険者連中が報ほう酬しゆうを巻き上げるために、それらしい宝石をジャックフロストから採取したんだろう。確かにあれだけ砕くだかれていれば、元がどれくらいの大きさかなんてわからないしね。上手く誤ご魔ま化かされたものだよ」

　確かに。最初から砕かれた状態であれば、元の石がどれくらいの大きさかは判別しづらい。

　それにシンのような王族からの報酬ともなれば、上手く騙だまし取とろうとする奴らも少なくはないだろう。

　そのことに気づけなかったのが失敗とばかりにシンはその場に座り込み、ため息をつく。

「……どうしよう。これで数日無駄にしたってことだよね……。残りあと一週間ちょっとでフリームスルスの宝石を見つけて、栽培するなんて、とてもじゃないけど間に合わないんじゃ……」

　頭を抱え、悩みだすシン。オレの後ろにいたジャックフロスト達がそんなシンを心配しだしたのか、のそのそと近づき、彼女の服の裾すそを恐る恐る引っ張り、励はげまそうとするかのように足元にまとわりつき始める。

「……お前ら……」

　先程、目的の魔物ではないと罵ば声せいを上げたにもかかわらず、自分を慰めようと寄より添そうジャックフロスト達に対し、シンは僅わずかに驚くと同時に、小さな笑みを浮かべた。

「…………ありがとう」

　今にも消え入りそうな小さな声でシンは目の前のジャックフロスト達に礼を言い、そのまま慌てた様子でそっぽを向く。なんだかんだでシンは根は優しい子のようだ。

　しかし、本当にどうするべきか。

　その魔物の種なり、宝石さえあれば、どんなに時間が限られていようとオレは間に合わせる自信はあった。

　だが、その肝かん心じんの種や宝石がないとなれば、文字通り手て詰づまりだ。

　そんな風にオレ達が悩んでいると、聞きなれない女性の声が響ひびいた。

「あらあら～。シンちゃん、何やら困っているのかしら～？」

「？　誰だ？」

　初めて聞くその声に思わず振り返ると、庭の入り口に美しい女性の姿があった。

　金色のウェーブの入った長い髪、白いドレスのような服は気品に満みち溢あふれつつも、華か美びになりすぎない慎つつましさがあった。

　なによりもニコニコとこちらを見つめながら微笑ほほえむ顔は、まるで聖母のような優しさを感じさせた。

「初めまして～。私、フローラと申します～。そちらのシンちゃんの姉でこの国の第一王女ですわ～」

「第一王女！　あなたが！」

　思わぬ人物の登場に驚く。確かに金の髪といい、そして面差しもどことなくシンと似ている部分はある。

　ただし、こちらはシンと比べて、実にたわわな胸をしているが。

「……どこ見てんの」

　と、そんなオレの視線に気づいたのかシンが冷たい目でこちらを睨にらんでいた。

　いや、あの、すみません……。

　そんなコントをやっている内にフローラさんがこちらに近づき、庭に栽培されている魔物の数々を見て、その顔に驚きの表情を浮かべ、両手を合わせる。

「まあ、これはすごいですわね～。ひょっとして、この魔物を栽培したのはあなたなのですか～？」

　そう言って前かがみになりオレの方へ顔を近づけるフローラさん。豊満な胸が気になって視線のやり場に困ってしまう。

「ええ、まあ、そんなところです」

　隣のシンからの冷たい視線を避さけながら、明後日あさつての方を向いて答えるオレ。

　そんなオレの返答に対し、フローラさんは機嫌良さそうに頷く。

「まあ、まあ、そうなの！　魔物を栽培するなんてすごい力を持っているのですわね～！　う～ん、シンちゃんが声をかける前でしたら、今回の王選のため私の方に力を貸して欲しいほどでしたわ～」

　大おお仰ぎようにしょんぼりとしたリアクションをするフローラさんであったが、オレは彼女が呟いた「今回の王選」というワードが気にかかった。

「え、あの、今回の王選ってフローラさんも参加するんですか？」

「ええ、勿論よ～。なにしろ、王選は王の血を受うけ継つぐ王族であれば、誰でも参加可能ですからね～。まあ、私の場合は自分の調教師としての力の発表と腕うで試だめしみたいなものですから～。もし、それで優勝出来たら運が良かった～という程度のものですわ～」

　そう言って頷くフローラさんを見ながら、オレは隣となりに立つシンの様子を窺うかがう。

「……姉さんの言う通り、今回の王選は僕とマサウダ兄さん以外に第一王女のフローラ姉さんと第三王子のザードが出場する。とはいっても、調教師の腕は僕とマサウダ兄さんが図ず抜ぬけてるわけだから、姉さんとザードはあくまでも力試し程度の参加だって王国中の人達も理解しているよ」

「まあ、そういうことですわね～。けれど、参加する以上は私もシンちゃんやマサウダ兄様に負けないよう頑張りますわよ～」

　シンの説明に対し、ガッツポーズを取って応えるフローラさん。

　なるほど。王選に参加するといっても、そういう心構えでの参加もありなのかとオレは思わず納得した。

「ところで～、先程は何を悩んでいたの～？　シンちゃん～？」

　と、その瞬間、先程シンにかけた言葉をもう一度フローラさんが口にする。

「ああ、いや、別に大したことじゃないよ……。その、ちょっとある理由でフリームスルスの宝石が必要だったんだけど、その宝石が偽にせ物ものだったみたいで困っていたんだよ」

　そう言ってシンは肝心な部分を上手く誤魔化すように説明する。

　同じ参加者であるなら、フローラさんに対し全部を説明するわけにもいかない。

　そう思っていると、それを聞いたフローラさんが何やら嬉うれしそうに両手を合わせる。

「まあまあ、シンちゃんはフリームスルスの宝石を探していたのね～？　それなら、私、フリームスルスのいる場所を知っているから教えてあげましょうか～？」

「え!?　本当に!?」

　そんなフローラさんからの思わぬ一言に食いつくシン。

「ええ、本当よ～。というのも一年前の事故を覚えているかしら～？　私、あの時にフリームスルスに遭そう遇ぐうしていたのよ～」

「そうだったのか……姉さん」

　そう言ってフローラさんが呟いた内容に頷くシンであったが、それを横から聞いていたオレにはなんのことだかサッパリであった。

「あの、一年前の事故ってなんですか？」

　二人の会話に思わず割り込むと、フローラさんは特に不快な感情を見せることなく、笑顔を浮かべたまま答えてくれた。

「あら、ごめんなさい～。あなたが知らないのも無理はないですわよね～。実は私、一年ほど前に西の方にある雪山に魔物の採取に向かったのです～。ですがその時、不意の嵐あらしに遭い、私と護衛隊は迷子になったのです～」

　笑顔でそう説明するフローラさん。

　いや、雪山で迷子ってそれ遭そう難なんですよね？　死ぬ危険もあるやつですよね？

　あまり笑えない事実に思わず苦笑いを浮かべる。

「ですが、なんとか護衛隊と共に山を降りようとしたところ、そこに思わぬ魔物が襲撃してきたのです～。それが、あのフリームスルスだったのですわ～」

「え!?」

　フローラさんの思わぬ発言に驚く。

　確かにオレもこの国にたどり着く際、謎なぞの氷の巨人、恐らくはフリームスルスと呼ばれる魔物と遭遇していた。

　しかしあの時、巨人はこちらを襲うことはなく、むしろ吹雪ふぶきで迷子になり凍こごえそうになっていたオレ達を助けてくれた印象があった。だからフローラさんの語った内容に驚いてしまった。

「それでなんとかフリームスルスからは逃げ出せたのですけれど、その時の事故で護衛隊は全滅し、私は彼らのおかげでなんとかこの国まで逃げ切ることができたのです……」

　そう言って、その当時のことを思い出したのか、少し辛つらそうな表情を見せるフローラさん。

　確かにフローラさんの語った内容は思った以上にハードだ。フローラさんが生き残ったのは奇跡に近いだろう。

　もしかしたら、オレが遭ったあの巨人がたまたま温厚だっただけで、あの山には他に凶暴な巨人がいるのかもしれないと、今になってゾッとした。

「……そうか、やっぱりあの山にはフリームスルスがいたのか」

　フローラさんからのその話を聞いてなお、恐怖に顔を歪ゆがめることなく、むしろ千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスとばかりにシンはその目に輝きを宿す。

「ありがとう、姉さん。おかげでなんとかなりそうだよ」

「いいえ～。お役に立てたのなら何よりよ～」

　シンからのお礼に対し、嬉しそうに手を合わせるフローラさん。その時、庭の入口に小さな影が見えた。

「……あ、あの、フローラ姉さん」

「あら、ザードちゃんじゃありませんか～？　どうしたのですか、そんなところで～」

　見るとそこには先日、城の通路でオレが出会ったザードが隠かくれるように立っていた。

　こちらの視線に気づいたのかおずおずといった様子でフローラさんの方へと近づき、その服の裾を摑つかんで、彼女の背中に隠れるように小さく呟く。

「……そ、そろそろ訓練の時間だから、その……」

「まあまあ、もうそんな時間でしたわね～。これはいけませんでしたわ～。ごめんなさいね、ザードちゃん」

　そう言ってフローラさんは背中に隠れたザードの頭を撫でながら、優しく微笑む。それを受け入れるザードの表情も心なしか穏おだやかであった。

「それじゃあ、シンちゃん。私はザードちゃんとお勉強の時間に入りますので、これにて失礼いたしますわね～。シンちゃんの王選準備がうまくいくことを祈っておりますわ～」

　そのままフローラさんはザードを引き連れ、この場を後にした。

　去さり際ぎわ、フローラさんの手を握にぎっていたザードがこちらを振り向き、オレとシンに対し、何やら意味ありげな視線を向けたが、それを確認する前に二人の姿は見えなくなった。

「なあ、シン。さっきのあの子が第三王子のザードなんだよな？」

「うん、そうだよ」

「そうか……。随ずい分ぶん、フローラさんに懐いているんだな」

　フローラさんの背後に隠れるようにしていたザードの姿を思い出し、そう呟いたオレにシンは苦笑を浮かべながら説明する。

「ザードは僕達兄弟の中でも一番の人見知りだから。それにザードとフローラ姉さんの母親は同じなんだ。だからあの二人は僕やマサウダ兄さんのような母親違いではなく純粋な姉弟きようだいで、その分、仲もいいんだよ」

「へぇ、なるほど」

　確かに王族の兄弟ともなれば、シンのようにいわゆる妾めかけの子も多く、純粋な兄弟というのは少ないのかもしれない。

　それを考えれば、血は水よりも濃こいということわざもある通り、あの二人の仲がいいのも当然なのかもしれない。

「ちなみにさっきあの二人が言っていた勉強の時間っていうのは？」

「ああ、それは調教師の訓練の話だね。僕達の多くは専用の訓練士から調教師としての技術を教わるけれど、兄弟からそれを教わることも珍しくはないんだよ。実際、僕も小さい頃はマサウダ兄さんに調教師としての技術を教え込まれて、そのおかげで今の実力を身につけたから」

　そう説明するシンは、どこか昔を懐なつかしむように哀あい愁しゆうに満ちた表情を浮かべ、先程ザードとフローラさんが消えた方へと視線を向けた。

　そうか。ひょっとしたら、さっきのあの光景は、昔のシンとマサウダの光景だったのかもしれない。

　それを思うと今のシンの状況に僅かながら同情してしまう。

　シンが第二王子として生まれ、しかも兄であるマサウダ以上の才能を持ち、勇者としての称号を得たばかりに、親しかったはずの兄との間に亀き裂れつが生じ、しかも今回の王選などという王位継承権をかけた兄弟同士の争いに発展したのだから。

　だが、そんなオレの同情を打ち消すように、シンはすぐさま頭かぶりを振り、瞳ひとみに迷いない意思を宿す。

「──いずれにしても今回の王選に勝利するためにも、ここでのんびりしている暇ひまはない。というわけでキョウ。早速だけど準備してもらうよ」

「準備、というと？」

　思わぬシンの一言に呆あつ気けにとられるオレであったが、そんなオレに対しシンは迷うことなく告げる。

「決まってるだろう。西の雪山へフリームスルスを捕とらえに行くんだよ」





◇　◇　◇






「それで、その霜の巨人を捕らえるためにアタシにも力を貸して欲しいってことね」

「ああ。シンが言うには、戦闘になった際はそのまま倒して、中の宝石を取ることに専念していいってさ。ようはフリームスルスから取った本物の宝石をオレに栽培して欲しいんだとさ」

「なるほどな。了解だぜ、兄ちゃん。確かに戦闘ならオレとリリィ嬢じようとバーンの出番だ」

「ぴぃー！」

　現在、オレはリリィ、ジャック、バーン達と共に西の雪山へと来ていた。

　スィ、ドラちゃん、ムー達には留守番を任せている。スィがついてくると足元に引っ付いてきたが、さすがに戦闘の可能性がある場所にスィを連れて行くわけにはいかず、万が一の護衛としてムーに残ってもらった。

「けど、さすがは六大勇者の一人、魔物を従したがえた魔獣勇者ね。護衛として兵士達は勿論、戦闘用の魔物も引き連れてるのね」

「だな」

　そう言ってリリィはオレ達の先を行くシンを観察する。

　彼女は自らが調教した戦闘用の魔物、ホワイトサーベルと呼ばれる真っ白な虎とらを何匹も引き連れ、その魔物の背に乗って移動していた。

　ホワイトサーベル達はシンを中心に円陣を組み、更にその周りに護衛の兵士が数十人ほど集まり、雪山を歩いていく。

　皆、洗練された行動を見せている。中でもあのホワイトサーベル達はオレの目から見てもＢランクほどの力を感じさせた。あの数がいれば相手がＳランク魔物でも十分に相手できるだろうと思えるほどであった。

「まあ、シンの方も仕し留とめるのは自分達がするって言ってたし、オレ達はあくまでも保険みたいなものらしいから」

「だといいけどね。けど、もしフリームスルスがアタシ達が見たあの氷の巨人だとするなら、戦闘になった場合、どちらもタダではすまないわよ」

「……そうだな」

　リリィの警告に対し、オレは静かに頷く。

　確かに、オレ達が見たあの巨人の身の丈はゆうに二十メートルを超こえ、これまでオレが見てきた魔物の中でも最大の大きさであった。

　あんな巨大な魔物と戦闘になった場合、周囲への被害はタダではすまない。

　それはシンのような勇者であろうと例外ではなく、だからこそ彼女もこれほどの戦力を揃そろえて戦いに挑もうというのだ。

　しかし、オレにはそれとは別に気がかりがあった。

　というのも、あの時見た氷の巨人が、オレからすれば悪意などはなく、むしろ遭難しかかっていたオレ達を助けてくれた、いわば恩人に思えていたからだ。

　あるいは、それは単なる偶然であり、自分が先に進むのに邪魔だったために吹雪を消し飛ばしただけだったのかもしれない。しかし、問答無用で人を襲うような魔物には感じられなかったから、それと戦うというのは少々心苦しかった。

「……なあ、シン。フリームスルスと出会ったら戦うしかないのか？」

　そんなことを思ったオレは歩調を速め、ホワイトサーベルに乗るシンに並び、彼女に問いかける。

「僕も出来ることなら戦いたくはないよ。相手が素直に僕の調教を受け入れてくれるなら、それに越こしたことはない。けど、万が一向こうから襲いかかってくるという可能性もある。そのために兵力を整えたんだ。それにフローラ姉さんの話を聞いただろう？　この山にいる霜しもの巨人に襲われたことがあるって」

「……ああ、確かにな」

　もしかしたら、オレが見た巨人とフローラさんが会った巨人は別の個体なのかもしれない。魔物にも人と同じように凶暴な奴とそうでない奴がいるのなら、フローラさんを襲った霜の巨人に関しても納得だ。

「ところで、さっきから気になっていたんだけど一ついいかな？」

「ああ、なんだ？」

「なんでそいつらが付いてきてるのかなぁー？」

　そう言ってシンが指差したのはオレの後ろからついてきていた大量のジャックフロスト達であった。

「くもー！」

「くもくもー！」

　ああ、そうでした。実はオレ達が出発する時に、今け朝さ実ったこの大量のジャックフロスト達もついてきたのです。

　途中何度となく、シンやオレ達がついてきちゃダメと警告したのだが、少し離れた位置からこっそりとつけてきたようで、気づくと大量のジャックフロスト達が雪道を転がりながら、あるいは飛び跳ねながらついてきていた。

「くーもー！」

「わっ！　こら！　引っ付くなって言っただろう！　なんでお前らはそんなに聞き分けが悪いんだ！　少しはこのホワイトサーベルを見習えよ！　ってか勝手に乗るなー!!」

　見ると何匹かのジャックフロストが、シンが乗っているホワイトサーベルの背中に飛び移り、そのままシンにじゃれついたり、頭の上に乗ったりして大騒ぎだ。

　なお、当のホワイトサーベルは困ったような顔を浮かべている。

　ううむ、オレも栽培した魔物達にはなかなか好すかれる体質なのだが、シンもオレと同じくらいか、あるいはそれ以上に魔物に好かれる体質のようだ。

　恐らくは彼女の手にある蒼い刻印の力か、調教師としての能力が魔物を惹ひきつけているのかもしれない。

「けど、良かったじゃないか。そいつら、シンのこと気に入ってるみたいだから、守ってくれるかもしれないぜ」

「くもー！」

「くももー！」

　そんなオレからの冗談交じりのセリフに対し、ジャックフロスト達は「任せてくれ！」と言わんばかりにシンの周りを取り囲んでは元気よく飛び跳ねる、が──

「冗談じゃない！　まだこいつらの調教だって済んでないのに勝手にそういうことされたら困るんだよ！」

　しかし、シンはこれまでにない真剣な様子でそれを否定した。

　その表情は何かを恐れているようにも見える。シンは自分の周りを無邪気に飛び跳ねるジャックフロスト達をキツく睨み、言い放つ。

「いいか！　ついてくるのは勝手だけど、絶対に勝手な行動は慎つつしむんだぞ！　特に戦闘になった際、僕達を助けようと割り込んだりするなよ。お前達のランクはたかだかＥランク。戦闘になっても役になんて立たない。どころか無駄に足を引っ張るだけだ！　もし戦闘になっても絶対に加わろうとするなよ！　絶対だぞ！」

「くもー……」

　そう言って自分の周囲に群がるジャックフロスト達に必死に言い聞かせるシン。

　その様子はこれまでのシンとは異ことなり、真に迫る表情で、ジャックフロスト達の身を心配する以上の何かが隠れているようでもあった。

　オレはそんなシンの胸中が気になり、何があったのか尋ねようとした瞬間──それは訪れた。

『ズウウウウウウウゥゥ────ン!!』

「!?　なんだ!?」

　それは地面を鳴らす、とてつもなく巨大な音。

　同時に大きく地面が揺ゆれる。その感覚に思わず立ち止まるオレ達。

　見ると、先程まで大人しかったホワイトサーベル達が、まるで何かに怯えるように唸うなり声をあげ、前方へと注意を向けていた。

　ホワイトサーベル達の威い嚇かくに促うながされるように前を見ると、そこに吹雪と共に巨大な影が姿を現していた。

　地を揺らす振動。歩を進めるたびにまるで地震のように大地を揺らすそれは、しかし以前オレがこの場所で見た霜の巨人ではなかった。

「なん、だ、こいつは……!?」

　それは全身毛むくじゃらの巨大な象。いわゆるマンモスと呼ばれるものに近い生物。

　大きさはオレが見た霜の巨人と同じか、あるいはそれ以上の巨体。

　文字通り天を衝つくほどの巨きよ軀くであり、上を仰あおぎ見てもなお、その全長が確認できないほどの巨大さ。

　なによりもその口から生えた巨大な牙きばは十メートルはあるのではないかという荒こう唐とう無む稽けいな大きさであり、その巨体が歩くだけで世界が揺れるほどの衝撃をこの場に与えていた。

　予想だにしていなかった巨大魔物の出現にオレだけでなく、リリィやシン、この場にいた全すべての者達、皆が呆気にとられ、その壮大さに目を奪うばわれた。

　が、すぐさま正気を取り戻したシンが、震える唇で信じられないといった様子で呟く。

「ＳＳランク魔物……ベヒモス……」

「え……？」

　シンが呟いたその単語にオレは思わず耳を疑うたがった。

　ＳＳランク魔物？　こいつが？　確かにそれほどの威圧感と圧迫感はある。だが、なぜ今ここにＳＳランク魔物が現れる？

　そうオレが疑問を覚えたとき、ベヒモスの胸部、頭のすぐ下の胸の部分に紅あかく輝く刻印が見えた。
















「!?　あれは……！」

「アンスールの刻印！」

　オレとリリィがそう叫ぶと同時に、目の前の巨大なマンモス型の魔物ベヒモスが地を揺るがすほどの咆ほう哮こうを上げ、眼下のオレ達目掛け、その巨大な足を振り下ろしてきた。

「！　全員、戦闘態勢！」

　シンの声が響いたかと思うと、すぐさまシンを取り囲んでいた無数のホワイトサーベル達がベヒモスを取り囲むように周囲へと散る。

　同時にシンの護衛のためについてきた兵士達もシンの魔物達のサポートをするべく、それぞれ魔術による支援を開始する。

「さすが、ただ魔物を調教してる勇者ってだけじゃなさそうね」

「リリィ！」

　見ると、オレを守るようにリリィ、ジャック、バーンが前に立ち、それぞれ武器を構え、目の前のベヒモスへと意識を集中させている。

「ここはアタシ達に任せて！　アンタは下がっていて」

「だな。ここはオレ達に任せな、兄ちゃん。相手がＳＳランクなら倒すのはちと厳きびしいが、逃げるくらいの隙すきは作ってみせるぜ」

「ぴぃー！」

「皆……。分かった、それじゃあ、頼むぜ！」

「任せなさい！」

　オレが声をかけると同時にリリィが目の前のベヒモス目掛け跳躍する。

　さすがにあの巨体ともなれば頭の部分まで跳躍することは不可能だが、前足に傷を与え隙を作ることはできる。その目的でリリィは渾こん身しんの刃やいばを振り下ろすが──

「ッ！」

　しかし、次の瞬間、驚きよう愕がくに顔を歪めたのはリリィの方であった。

　渾身の一撃を放ったはずが、そのリリィの剣は目の前のベヒモスの体を切きり裂さくことなく、その強きよう靱じんな体毛に阻はばまれてしまった。

　そして、自らにまとわりつくリリィを目め障ざわりと感じたのか、ベヒモスの体がその場で大きく揺れる。その振動だけで周囲の空気が震え、弾はじけた。

　それに巻き込まれたリリィははるか後方へと吹き飛ばされていく。

「──きゃああああああ！」

「リリィ！」

　十数メートル先の地面へと吹き飛び、転がるリリィ。

　しかし幸い、雪が積もった地面だったために、それが緩かん衝しよう材ざいとなりリリィへのダメージは軽いようだ。

「こいつ……今までのどの魔物よりも……硬かたいわッ！」

　すぐさま起き上がりそう吐はき捨すてるリリィ。そして、それをシンを含めた他の魔物や兵達も嫌というほど理解しつつあった。

　すでにベヒモスの周囲をシンの育てたホワイトサーベルや兵士達が取り囲んでいる。ホワイトサーベル達はその口から生はえた長さ二十センチはある短刀のような剣けん歯しでベヒモスを攻撃するものの、ベヒモスの体は傷一つ負わない。逆にホワイサーベル達が持つ剣歯の方が傷つき欠け出す始末である。

　それは他の兵士達も同じであり、彼らが持つ槍やりや剣、果はては弓矢といった武器のあらゆる攻撃がベヒモスの体毛に弾かれ、例外なく刃こぼれをしていた。

「なんて体毛だ……！　まるで岩……いや、氷壁に覆われているかのような防御力だ……！」

　自らもホワイトサーベルに跨またがり剣を振るうシンの表現は正しかった。

　ベヒモスの動きはオレから見ても決して速くない。これまで見てきた魔物達の中でもＳＳランクということを鑑かんがみれば、その動きは緩かん慢まんで、むしろ鈍くさささえ感じる。

　だが、そのベヒモスが身にまとった体毛、いや、その身の防御力はこれまで対たい峙じしてきた魔物達の比ではなかった。

　かつてオレ達が戦ったＳＳランクのベンヌは、その素早い機動性と、空を舞うという自由自在な動きに加え、ダメージを負っても再生するという不死鳥のような能力を持っていた。

　それでもその防御力に関しては、周りの魔物達と大差はなく、傷を回復させるという厄やつ介かいな特性はあっても、目に見えて相手にダメージを与えているという確かな手て応ごたえが存在していた。

　しかし目の前のベヒモスは、ベンヌとは異なり、圧倒的防御力という特性ゆえに、そもそもの傷やダメージを与えること自体が困難であった。

　どんなに巨大な相手であろうと、相手にも確かな手応え、ダメージが見えるのならば、人はそこに勝しよう機きを覚えることが出来る。

　が、今対峙している相手はそんな気持ちを根こん底ていから覆くつがえす魔物であり、オレですら目の前の魔物に対し、どうすれば勝機を見いだせるのか、その糸口さえ見えずにいた。

　ジャックもバーンも、シン達の後方で得意の炎による援えん護ごを行っている。そうした魔術でさえ、ベヒモスの体毛に弾かれ、これといったダメージを与えられずにいた。

　やがて、こちらの絶望を知ってか知らずか、それまで攻撃を受け続けていたベヒモスが、まるで様子見を終えたかのように、その身に巨大な魔力を蓄ちく積せきさせ始める。

　それを見たシンが慌あわてた様子で周囲の魔物や兵士達に声をかける。

「！　いけない！　全員、回避しろー!!」

　シンのそんな絶叫も虚むなしく、力を溜ためたベヒモスがその場で前足を大きく地面に振り下ろすと同時に、世界そのものが揺れた。

　ベヒモスが放った力が地面を通り、地中から魔力の塊かたまりが溢あふれると同時に、ベヒモスを中心として地面に大きなクレーターが発生する。それに弾き飛ばされた岩や土くれが砲弾のように周囲に四散した。

「ぐうううぅ!!」

「がはっ!!」

「ぎゃんっ!!」

「きゅうんっ!!」

　ベヒモスを取り囲んでいたシンの兵士達、ホワイトサーベル達が次々自身の体より大きな岩や土くれの塊の直撃を受け、地面へと転がり横たわっていく。

　ベヒモスの眼前に立っていたシンも、またがっていたホワイトサーベルが咄とつ嗟さにかばってくれたため直撃はさけたものの彼女は遙はるか後方の地面へと吹き飛び、そのまま気を失ってしまう。

「シン!!」

「ちょ、あれってまずいわよ……!?」

　幸い、離れた位置にいたオレとリリィだけは先程のベヒモスの一撃を受けずに済んでいた。しかし、ベヒモスの周囲にいたシンの部隊はほぼ全滅。

　ジャックとバーンですら、先程の岩と土くれの嵐に巻き込まれ倒れていた。

　そして、こちらの危機をベヒモスも理解しているのか、まるで最後の詰めとばかりに雪原に仰あお向むけで倒れたままのシンへゆっくり近づいてゆく。そうして、彼女にトドメを刺すように前足をゆっくりと持ち上げた。

「！　よせ、やめろー!!」

「キョウ!!」

　それを見た瞬間、気づくとオレはシンの方へと走り出していた。

　背後から慌てた様子のリリィの声が届いていたが、それでもオレは構わず駆かけていた。

　このままシンの倒れた場所まで近づいたとしても、彼女を抱えベヒモスの前足から逃れる範囲まで逃げることは絶対に不可能であろう。

　良くてそのまま一緒に潰つぶされるか、悪ければ間に合うことなくシンが潰される姿を目の前で見る。

　だが、それでもオレは、何もせずにはいられなかった。

　出会ったばかりのシンが大事だとか、そういう問題ではなかった。

　ただ目の前でオレの知る誰かを失うのは嫌だと、本能で動いていたのだ。

　瞬間、背中のリュックの中で眠るルビィの卵のことを思い出しながら、オレはなんとか倒れたままのシンへと近づき、彼女の体を起こす。

「シンっ！」

「……ん、君、は……？」

　オレがシンの体を抱き起こすと同時に彼女は意識を取り戻す。すぐさま自分の体を抱き起こすオレの存在に気づき、慌てた様子で顔を赤く染める。

「なっ、君、何やってるんだよ！　バカか！　戦う術すべのない君が割り込んで、どうするんだ!?」

「いいから、摑まれ！　さっさと逃げるぞ！」

　オレは慌てる彼女に肩を貸しながら、急ぎその場から逃げ出す。

　が、時既に遅く、見上げるとすぐそこにベヒモスの前足の裏が見えていた。遠くには、こちらに駆け寄ろうとするリリィの姿が、まるでスローモーションのように見えている。

「……バカだろう、君は……。なんで僕なんかのためにこんな……」

　そんな薄く細い時間の切れ目に、シンの声がオレの耳に届く。オレも我ながら考えなしのバカな行動だったと今更ながらに悔くいた。

「──全くだな、悪ぃ。シン」

　それは実際に口に出したのか、あるいは心の中で思ったセリフであったのか、その判断はつかなかった。

　やがて訪れる事実に対し、せめて苦しむことなく逝いければな、とそんな淡あわい願いを浮かべた瞬間であった。

『──ぐおおおおおおおおおん！』

　上空から、獣の雄お叫たけびのような声が響いたかと思うと、オレ達を踏みつぶそうとしていたベヒモスの前足の影が消えた。何事かと上を見上げると、そこにはあの巨大なベヒモスの体が横へと倒れてゆく姿があった。

「なっ……！」

　ベヒモスの巨体が倒れると同時にすさまじい振動と轟ごう音おんが鳴り響く。

　一体何が？　そう思うよりも早く、それは明確な答えとしてオレ達の前に現れた。

　それは真っ白な霜で全身を覆われたかのような巨人。

　二十メートルを越す巨体は、倒れたままのベヒモスにすら引けを取らぬほどの大きさであり、その姿はまるで守護神のように見えた。

『オオオオオオオオオオオォォ！』

　再び、霜の巨人より獣の咆哮のような声が響く。それはあたかも目の前のベヒモスに対しての威嚇、あるいは敵意をむき出しにした怒りの叫びにも思えた。オレ達を背にベヒモスへと立ちふさがったその姿は、まるでこちらを守るかのような意思さえ感じられる。

　やがて、倒れたベヒモスがゆっくりと起き上がり、眼前に立つ霜の巨人に対し、明確な殺意を向ける。

　次にベヒモスの体が動いたかと思うと、周囲の雪や障害物を全て吹き飛ばしながら、巨人へと体当たりをした。

　しかし、霜の巨人はまるで土俵際の力士のように両手とその身で、それを受け止め、動く山のようなベヒモスの体当たりをわずか数メートル後ろに下がるだけで食い止めてしまう。

　ベヒモスの体当たりの威力を完全に受け止めると同時に、巨人は構えた両手をそのまま組み、自らの頭の位置まで持ち上げた後、眼下のベヒモス目掛け、思いっきり振り下ろした。

　その瞬間、これまでダメージを受けた様子のなかったベヒモスが初めて前足を折った。

　明らかにダメージを受けた様子だ。意い識しき朦もう朧ろうとしたベヒモスに追撃をかけるかのように巨人は両腕でパンチ、ストレート、アッパーとあらゆる攻撃を繰り返し、その一撃一撃は確実にベヒモスへとダメージを与えていた。

「そうか……！」

　いくら高い防御力を誇る体毛に包まれていようと、それを上回る破壊力──鈍どん器きなどによる殴おう打だであれば、その衝撃は鎧よろいを通し、そのまま内部へと入り込む。

　つまりベヒモスに対しては剣や槍などといった刺し突とつ武器ではなく、あの巨人のように同じ体積による殴打が一番確実なのだ。

　ベヒモスも自らの弱点に気がついたのか、目の前の巨人との相性の悪さを察して後ろに下がる。

　そのまま自らの前に立ちはだかる霜の巨人と、それに守られるように足元に立つオレ達を見比べると、ベヒモスの周囲に、最初現れた時と同じ謎の吹雪が発生した。

　吹雪がベヒモスの体を隠すように覆い、しばらくすると吹雪の向こうにはベヒモスの巨体の影がなくなり、その周囲を覆っていた吹雪も静かに収まっていく。

　そうして、ベヒモスが完全に消えたのを確認すると、シンに肩を貸した状態のままオレはその場にへたり込む。

「は、はあー、なんだかよく分からないが助かったみたいだなー」

「そ、そうだね……」

　オレが座り込むと、同じようにシンも呆気に取られた様子で地面にヘタリ込み、しかし、すぐさま慌てたようにオレから離れそっぽを向く。

　そんなオレ達にリリィが慌てた様子で追いついてきた。

「キョウ、シン！　大丈夫なの!?」

　開口一番、オレ達の身の心配をするリリィに対し、オレは頼りなげな笑みを浮かべながらグーサインを出した。シンもまた「問題ないよ」と弱々しい笑みを見せる。

　リリィはオレ達の様子に一安心したようであったが、すぐさま視線を霜の巨人へと移す。

「こいつ……一体なんなの……？」

　リリィのその一言に対し、それに答えたのはオレの隣にいたシンであった。

「──そいつが霜の巨人。僕達が探していたフリームスルスだよ」

　霜の巨人フリームスルス。

　やはり、こいつがそうであったのか。

　シンの一言に納得するオレであったが、しかし、それゆえ更なる疑問が湧わき上あがる。

　こいつは何の前触れもなく、急に現れたかと思うと、そのままオレ達を守るようにベヒモスと戦ってくれた。

　正直、その件に関しては命の恩人であり感謝しかない。しかし、なぜ急に現れたこいつがオレ達を助けたのか？　その目的は？　正体は一体？

　様々な疑問が脳のう裏りをよぎる。しかも、こちらの視線に気づいたのか目の前の巨人がゆっくりとオレ達の方を振り向く。

『…………』

　顔は人の形に見えないことはないが、彫刻や石像のように無む機き質しつかつ一切の表情がない。

　その姿は以前、ここでオレとリリィがムーに乗っていた時に見かけた巨人と同じようでもあり、別の個体のようにも思えた。だが判別する材料がない。

　このあと一体何をする気かとフリームスルスの様子を窺っていると、次の瞬間、予想外の出来事が起きた。

『──────』

　フリームスルスの体が光り輝いたかと思うと、その姿が粉こな雪ゆきのように消え始めたのだ。

　一体何が？　と思う間もなく、あれほど巨大な体たい軀くを誇っていた巨人がまるで蜃しん気き楼ろうのように一瞬でゆらめき消えていった。

　そして、後に残された〝それ〟を見た瞬間、オレ達はまさかの事実に驚愕する。

「なっ!?」

「噓うそでしょう!?」

「そんな、まさか!?　これが……霜の巨人、フリームスルスの正体だったのか……!?」

　シンのその驚きに包まれた声と共に、オレ達は幻と称しようされたＳランク魔物フリームスルスの正体を目の当たりにするのであった。





◇　◇　◇






「さあ！　いよいよ始まりました！　このコクマー大陸に住む全国民が待ちわびた今日という日！　我らコクマー王国の次なる王を決める為ための『王選』が今ここに開始されますー!!」

『わああああああああああああ!!』

　あれから一週間後──オレ達は熱狂渦うず巻まく会場にいた。

　そこはコクマー大陸の首都に作られた巨大なコロッセオのような場所。

　観客席には民衆達が立ち並び、その中心にある舞台にて、一人の男性が実況の声を上げていた。

「すでに知っての通り『王選』とは、次なる国王を我が国の伝統職である調教師の能力の高さにより決するという儀式！　それに参加できるのは王の血を引く王族のみ！　しかも調教師の能力は王の血をより濃く受け継いだ者ほど高く、才能を発はつ揮きすると言われております！　まさに王を選出するための儀式としては最適とも呼べるもの！　そして、今回、その『王選』に参加するのはなんと四人の王族達！　自らの技術、力、才能、英知を競い合う、激しい展開が予想されます！　果たして四人の中で、王座の冠かんむりを戴いただくのは誰か！　これより始まる『王選』をぜひ刮かつ目もくしてご覧ください！」

『わああああああああああああ!!』

　実況の口上は場を盛り上げるのに最高のものであり、すでに観客のみならず、それに参加するオレ達ですら密ひそかな高揚感を隠せずにいた。

「では、まず王選のルールを説明させていただきます！　王選は大きく三つの審査に分かれております。それぞれ調教師としての能力、果ては王としての器うつわを審査されます。この国の審査官により、評価をポイントにしていただき、三つの王選のポイントを考慮し、最も王に相応ふさわしい人物を選びます。なお、王選に参加する王族が直接争うことは禁止されております。また王選に持ち込むことが可能な魔物は、あくまでも自身の手で調教を果たした魔物のみに限られます。それでは、これより審査員の発表に移らせていただきます！」

『わああああああああああああ!!』

　再び会場中に熱狂の嵐が起こり、それを待機室にて見ていたオレは隣に座るシンに話しかける。

「すごい熱狂だな。思わずこっちが気け圧おされそうだよ」

「そりゃそうだよ。この国で調教師はある意味、スターのような職業だからね。しかも、その調教師の、ある意味一番を決める大会とも言えるのが今回の『王選』だ。これに勝利する事で民衆からの信頼や支し持じも勝ち取り、王座についた国王は英雄として祭り上げられる。あらゆる意味で、この『王選』は注目の的まとさ」

　なるほど。確かに最初にこの国を訪れた際、街ゆく人達も今回の王選を楽しみにしていた。それを考えればこの熱狂も当然か。

　そんなことを思いながら舞台を見ていると、複数の審査員達がそれぞれ舞台端はしに用意されたテーブルへと座る。それを見てオレもシンに確認する。

「それよりもシン。お前の方は準備大丈夫なのか？　例のあの魔物の調教とか？」

「問題ないよ。完かん璧ぺきに済すませてあるさ」

　オレの確認に対し、シンは余裕の笑みをもって返す。

「それに元々、あれは調教しやすい魔物だからね。まあ、君が栽培した魔物だから、最初の頃は遊び回るのに夢中で、そういった意味では、なかなか言うことを聞いてくれなかったけれど」

「ははは、それについては面目ない」

　笑って誤魔化すものの、シンが浮かべた余裕の表情は崩れることなく、そこには絶対の自信が満ちていた。

　無論、それはオレも同じであり、むしろオレ達が見つけた〝あの魔物〟の正体を早く披ひ露ろうしたくて堪たまらない気持ちであった。

「それでは、早速第一王選を開始致しますー！」

『わああああああああああああ!!』

　オレとシンが和わ気きあいあいと話をしている内に、ステージに立った実況から開始宣言がされる。

「最初の王選は自らが調教した魔物の質、レア度、更には危険度の高さ、それら全てを審査し評価する『品評会』となっております！　これは単純なレア度だけでなく、いかにその魔物を品質よく高めたかも評価され、更にはいまだ知られてない魔物の性質を披露することも高ポイントの獲得へと繫つながります！　それではまず最初の王選挑戦者、第一王女フローラ様より披露を始めていただきましょう！」

　その実況の発表と同時にステージ上に、先日挨あい拶さつを交かわしたフローラ王女が煌きらびやかなドレスを身にまとい現れた。その隣には彼女の身長の倍ほどはある、毛むくじゃらのゴリラのような魔物を引き連れている。

「おい！　見ろよ、あれ！」

「危険度Ｂランクのイエティじゃないか！　あの凶暴なことで有名な魔物を従えるとはさすがは王家の血を受け継ぐ王女様だぜ！」

「しかも、あのイエティ。かなり鍛きたえられている様子だ。ありゃ、ランク以上の価値があるとオレは見たぜ！」

　フローラさんが登場するや否や、その注目は彼女の隣に控ひかえたイエティへと移り、会場中の様々な観客達からそんな期待のこもった声があふれ出す。

　フローラさんがステージに上がると同時に、ステージ上に待機していた審査員達が、フローラさんが従えたイエティを観察するようにその周囲を取り囲み、その品質を確かめていく。

「ほう、これは見事なイエティですな」

「うむ。鍛え抜かれた肉体に腕力。これは明らかにＡランクに相当する戦闘能力を有しておりますな」

「しかも、我々がこれだけ近づいても瞬まばたき一つせず、直立不動のまま待機をする従順さ。見事な調教を施ほどこしておりますな」

「いえいえ、それほどのことはありませんわ～。出来る芸と言ってもお手と反省くらいなものですから～。は～い、イエティちゃん。お手～」

　と、審査員達の評価に対し、フローラさんは自らの手を差し出し、それに対しイエティが素直にお手をした。しかもその後、フローラさんが「反省」と言うとイエティは反省したポーズを取る。

　ううむ。確かにある意味、見事な調教を施している。

　そんな一連の流れも観客達にはウケたようで、審査員達の評価もまずまずの様子であった。

「それでは審査員の皆様、得点をお願い致します！」

　イエティに近づいていた審査員達が元の席に戻ると、それを見み計はからったように実況がそう宣言し、その後すぐさまそれぞれの審査員達の得点が表示される。

「左から七点、六点、五点、六点、五点。おっとー、これは意外な点数だ。もう少し高めの評価があっても良かったが、審査員達の目はなかなか厳しいようです」

「あらあら～。まあ、でもこんなものですかね～」

　審査員達の出した点数に対し、フローラさんは少し残念そうな顔をしたものの、すぐに納得したような表情を浮かべ、そのまま反省のポーズをしたイエティを引き連れ、下がっていく。

　そして、フローラさん達と入れ違いになるように、次なる王選参加者が姿を現した。

「では、お次は意外な参加者！　まだ今年十になったばかりの第三王子ザード様の登場です！」

　実況の紹介と共に、ステージ上に気弱な雰囲気をまとった少年ザードが現れる。

　その腕には小さな羽の生えたわたあめのような魔物がしがみついていた。

「……は、初めまして、第三王子のザードと言います……。そ、それで、こちらが僕が調教した魔物……ゆ、雪ゆき羽はね、です……」

「ぱたぱた～！」

　ザードが紹介すると同時に、彼の周囲をその雪羽が飛び回り、しばらくすると肩へと止まる。

「おっとー。これは特に珍しくもない魔物の雪羽のようですねー。しかし、ザード様の年齢を考えれば、調教できるのはこれくらいの魔物になるでしょうか。それでは、審査員さん達による審査を開始致しますー！」

　実況の解説と同時に、席に座っていた審査員達がザードの肩に止まった雪羽を観察していく。

　見ると先程まで熱狂していた観客席も、どこかしらけたように静まっており、中には困惑するように話し始める連中もいた。

「おいおい、あんな魔物を連れて『王選』に参加するなんてザード王子は何を考えているんだ？」

「実力を披露しようにもあれじゃあ、自分の未熟さを公衆の面前で見せているようなもんだぜ」

「ああー、こりゃダークホースかと思って期待しすぎたなー。あれじゃあ、この先の結果も決まったようなもんだぜ」

　中にはそんな誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しように近い声を上げるものもいて、その声がザードの耳に入ったのか、彼は暗い顔をしたまま静かに俯うつむく。

「……なあ、シン。あのザードって子はどうして今回の王選に出ようと思ったんだ？」

　そんなザードの痛ましい姿を見て、オレは思わず隣にいるシンに問いかけた。

「さあね、そればかりは僕にも分からない。ザードは僕達兄弟の中でも特に大人しくて次に王になるなんて野心を持っているとは、とても思えない。だからといって、フローラ姉さんのように自分の実力を試すために王選に出場しているかと問われれば、それも違う気がする。正直、どうしてこんな場違いな大会に出たのか僕にも分からないよ」

「……そうだよな」

　少なくともザードからはシンのように王になりたいという意思も、フローラのように実力を試したいという感情も感じられなかった。

　今も自分の未熟な実力を披露することに対し、恥はじや後悔といった感情が伝わってくるほどである。

　にもかかわらず、ザードはステージから降りようとはしなかった。そこには彼なりにこの王選に出場しなければいけない理由があるかのようであった。

　そんなオレとシンの雑談が終わると同時に、審査員達の点数が容よう赦しやなく掲かかげられる。

「おっと、これは一点、二点、一点、一点、二点。うーん、分かってはいましたが、これまでの王選の中でも最低点の更新となるやもしれません。残念ながら、ザード様の調教した雪羽はただの普通の魔物だったようです」

　そんな実況や審査員からの辛しん辣らつな評価に対し、ザードは肩に止まったままの雪羽を大事そうに抱え、階段を降りようとする。しかしその時、会場中から心無いやじが飛び始めた。

「お前、何しに出てきたんだー！　どうせ魔物を出すなら、もっとマシな魔物を調教してこいー！」

「しらけさせるなよー！　こっちはすごい魔物を期待して王選を見に来てんだぞー！」

「神聖な儀式にお子様がしゃしゃり出てくるんじゃねーぞ！」

　見るとゴミなどを投げる輩やからもおり、そんなマナーの悪い観客に対し実況が「み、皆様！　どうか落ち着いてください！」と必死に抑えようとしている。

　正直、それを見ているオレもあまりいい気分はせず、何か言い返すべきかと迷っていたが、心中を察したシンが忠告をする。

「やめておきなよ。ザードの結果は妥当だよ。あの子だって、それを覚悟の上で出場したんだ」

「だ、だけど、あれは……」

　いくらなんでも言いすぎじゃ、と告げようとした瞬間、それを遮さえぎるようにシンが続ける。

「確かに聞くに耐たえないね。いつの世も誹謗中傷するのは、ああやって外側から何かを見ている連中だ。安全圏から自分の言いたいことだけを言うような勝手な連中さ。だからこそ、そんな言葉にいちいち左右される必要もないし、その価値もない。少なくとも僕は何かのために行動を起こしたザードの勇気を評価する。あの子もいつかは僕に負けない調教師としての才能を開花させるかもしれない。それに何よりあの子にはちゃんと結果を褒ほめてくれる、親のような存在がいるんだから」

　シンの話を聞いて、オレはザードの方へ視線を向ける。そこでは舞台から降りたザードをフローラさんが優しく抱きしめていた。

「ザード、よく頑張ったわね。けど、まだまだザードはこれからだから、これに負けずにもっともっと調教師としての腕を磨いて、いつかここにいる皆を見返しましょう」

「……うん」

　フローラさんの抱ほう擁ようの中、ザードは静かに頷く。やがてフローラさんから離れると二人は手を繫ぎ、そのまま仲なか睦むつまじく舞台から離れていく。

　そして、それと入れ違いに舞台へと近づく一人の男性。その隣には思わず目を疑うような銀色の巨大な狼おおかみが寄り添っていた。

「おおおっと！　これは！　遂ついに来ました！　大本命！　コクマー王国第一王位継承者にして今回の『王選』優勝者の候補が一人！　マサウダ様ですー!!」

『わああああああああああああ!!』

　マサウダが舞台に上がると同時に、先程までのテンションの低さが噓のように会場中が歓声に包まれた。

　それもそのはず。マサウダの登場と共に現れた銀色の狼型の魔物。

　その美しさ、神秘性、力強い前足、更には王者の気品溢れる真っ白の毛並み、全長五メートルはあろうかという巨体。

　その全てが群を抜いており、魔物に詳しくない素人であろうとも、それがただの魔物ではないと一目で分かる威圧感があった。

　そして、それを肯こう定ていするように、それまで落ち着いた様子だった審査員達が興奮した様子でマサウダの隣にいるその魔物へと近づいていく。

「こ、これはまさか！　Ｓランク魔物のフェンリルですか!?」

「左様」

　審査員のその質問にマサウダが一言答えると、会場中が再び熱気に包まれる。

「おい！　フェンリルっていうとあのフェンリルか!?」

「このコクマー大陸にいる魔物の中でも最強とされるＳランク魔物！」

「その強さは勿論、毛並みの美しさやその姿の神秘性だけでも、一部から狼おおかみ神しんとして崇あがめられている魔物だろう！」

「しかも、フェンリルの爪つめや牙から作られた武器は超一級品の代物として莫ばく大だいな値段がつくらしいぜ！」

「フェンリル一体だけでも国の守りとしては十分すぎるとも言われている。まさか、そのフェンリルを従えているとは、やはりマサウダ様こそ、この国の王の直系だ！」

　審査員はおろか観客席の全員がマサウダが公開したフェンリルの美しさ、その価値に見み惚とれ、絶賛の評価を口にする。

　しばし審査員達がマサウダのフェンリルを観察し、その従順さ、品質の高さに逐ちく一いち感かん嘆たんの息を吐つく。やがて元の席に戻ると、即座に審査員達の点数が発表された。

「さて、それではマサウダ様の魔物の評価は──おっとこれは！　九点、十点、九点、九点、十点！　ほぼ満点に近い点数となりましたー！　これはもはや第一王選の勝者は決まったかー!?」

　実況の声と審査員達のその評価により、会場中の観客達も口々に「さすがはマサウダ様だぜ！」「これはいくらシン様でも厳しいだろう」「やはり第一王子の血こそが本物であったか」と褒ほめ称たたえ、まるで勝負がついたかのような雰囲気が生まれていた。

　確かに一週間前のオレ達であれば、マサウダの出したあのフェンリルに対し、感嘆の息と共に諦あきらめのため息を吐いていたかもしれない。

　だがオレが栽培し、シンが調教を施したあの魔物ならば、決して引けを取らないという自信があった。

　そして、それは隣にいる魔獣勇者シンも同様であった。

「では、次はいよいよ、この国の勇者にして、第二王子シン様の魔物披露ですー!!」

　実況の声と共に、オレとシンは二人で舞台へと上がっていく。

　観客席からは困惑の声が聞こえてきた。

「おい、シン様の隣にいる男は誰だ？」

「さあ？」

「オレ知ってるぜ！　なんでもあいつはシン様が呼び寄せた魔物栽さい培ばい士しらしく、魔物を栽培する能力を持っているらしいぜ！」

「魔物を栽培!?　マジかよ！」

「けど、いくら魔物を栽培できるからと言って、それが品質のいいものとは限らないだろ？　ましてや、さっきのマサウダ様のフェンリルを見ただろう？　あれに匹ひつ敵てきする魔物を栽培するなんて、オレには想像できないぜ」

「確かに……。それなら野生の魔物を捕まえてきた方が早いしな」

「それよりも、そのシン様の肝心の魔物はどこだ？」

　オレとシンが舞台に上がると同時に、魔物の姿が見えないことに観客や審査員達も気づき、困惑の表情を浮かべた。次第に会場中にザワザワとした雰囲気が溢れ出す。

「あのー、シン様の魔物はどちらに？」

　雰囲気を察してか、実況がシンに近づき、そう問いかけると、シンは待っていたとばかりに笑みを浮かべる。

「ご紹介します。これが今回、僕が選んだ幻の魔物です」

　シンが高らかに宣言し、手を上げると、それを合図としてコロッセオの入り口から、奥で待機していた、そいつらが姿を現す。

　それは真っ白なボールのような魔物達。

　真っ白な雪玉めいた外見に、真っ黒な目がついた雪だるまの頭のような魔物。

　そいつらが何十、何百体と群れをなし、転がり、時に飛び跳ねながら、舞台へとなだれ込み、オレとシンの周りに集まった。

「くもー！」

「くもっくー！」

「くももー！」

　無邪気な声を上げながら登場したそいつらこそ、オレがこの国で雪羽と共に最初に栽培した魔物──ジャックフロストに他ならなかった。

「──バカな！」

　しかし、そんなオレ達の周囲に集まった無数のジャックフロストの姿を見るや否や、舞台から降りたマサウダが怒りと困惑の表情を浮かべていた。

「そのような、この大陸にありふれた、何の特徴もない平凡な魔物を披露するだと!?　しかも数だけ揃えて、その品質もそこらのジャックフロストと大差ないではないか！　シン！　貴様はこの神聖な王選という儀式を侮ぶ辱じよくする気か!!」

　怒ど気きに震えたマサウダの声に同調するように観客席からも非難の声が上がり始める。

「確かに、あんな魔物を用意するなんて……勝負を捨てたにしても他にやりようもあっただろうに……」

「全くマサウダ様の言うとおりだ。シン様には期待していただけに、こんな裏切りは許されたものではない」

「このような茶番に比べれば、先程のザードの方が遙かにマシだぞ！」

　ザードの時と同じように観客席からの不満が爆発しようとした瞬間、シンは一歩前に出て高らかに宣言する。

「静せい粛しゆくに！　これより僕が調教した幻の魔物フリームスルスの正体をここに見せます！」

「……なに？」

「フリームスルスだと!?」

「あの幻の霜の巨人のことか!?」

　シンがそう宣言するとマサウダは眉まゆをひそめ、審査員達は驚きに息を吞のみ、観客達は困惑の声を上げ始める。

　この場の全員が混乱する中、ただひとり、シンのみ最初と変わらず落ち着いた様子のまま、自分の周りに集まったジャックフロスト達に号令をかけた。

「さあ、ジャックフロスト達。お前達の真の姿をこの場の全員に見せてやれ！」

『くもー!!』

　シンのその宣言に頷くように、ジャックフロスト達が一箇所に集まり形を作っていく。

　最初は歪いびつな形であったが、次々とジャックフロスト達が重なり固まるにつれ、二メートル、三メートル、四メートル、五メートルと大きさを増してゆき、人のような形もハッキリと構築されていく。

　やがて最後の一体が、その塊のてっぺん、頭に位置する部分に収まった瞬間、それは人の顔のような形をとり、気づくとそこには巨大な霜の巨人──フリームスルスが生まれていた。

「!?　ば、バカな!?」

「本物のフリームスルスだと！　どういうことだ!?」

「ジャックフロスト達が集まったかと思うとドデカイ霜の巨人になりやがったぞ！」

　目の前で起きた現象に対し、マサウダ含め会場中の全ての人達が度ど肝ぎもを抜かれ、困惑と驚愕の表情を浮かべていた。

　それを見て、オレとシンは目線を交わし、お互いに笑みを浮かべて頷き合う。

「……これは一体どういうことか、よければ説明してもらえませんか？　シン殿」

　見ると、審査員のリーダーと思しき老人がこちらに近づき、シンに対し説明を求めていた。

「分かりました。まず結論から先に言います。幻とされていた霜の巨人フリームスルスの正体とはジャックフロストが何十、何百体と重なり合体することで生まれる特殊な魔物だったのです」

「なんと!?」

「まさか、そのような魔物が存在したのか!?」

　シンの説明に審査員のリーダーは驚きに顔を歪め、それを聞いていた観客達もどよめき出す。

「ジャックフロストはそれ単体では危険度Ｅランクの魔物。価値も星一つと大したことはありません。更に進化先もないことから、この魔物にはせいぜい街灯を灯ともす魔法石くらいしか価値がないと思われていました。しかし、ジャックフロスト達は自分達の危機に反応し、無数の同胞達と合体することで、このように霜の巨人と呼ばれるフリームスルスとなります。フリームスルスとなったジャックフロストの危険度は言うまでもなくＳランク。その価値も体内の魔法石により星五つ分という桁けた外はずれのものになります。この魔法石もジャックフロスト達が体内に持っていた小さな宝石が何百体と合体することで一つになった姿だったのです。つまり、ジャックフロストから取れる魔法石とフリームスルスから取れる魔法石は同じ品物だったのです。ただその大きさと魔力の蓄積量が桁外れだったんですよ」

「なんと……無数の魔物が合体することで一体の魔物となるとは……！　しかもそれによってランクも価値も大幅に変化する……！」

　驚く審査員に対し、シンが何かしらフリームスルスに合図を送る。フリームスルスが少しえずくような仕草を見せた後、その口から光り輝く巨大な赤い宝石を吐き出した。

　宝石といってもその大きさは一メートルを超えており、まるで岩のような大きさだ。赤い宝石はフリームスルスの手から地面へと置かれる。それを見た瞬間、審査員含め観客達が驚いた声を上げた。

「これがフリームスルスの魔法石です。知っての通り、傷一つないこの魔法石は一ヶ月間、王国中のエネルギーをフル稼か働どうするだけの魔力がこもっています。無論、一度フリームスルスからこの魔法石を吐き出してもらうと、次を生せい成せいするのに数週間かかりますが、それでもこの巨大な魔法石を定期的に入手できるとするなら、その価値は計はかり知しれないでしょう」

　シンのその説明に、まさにその通りと言わんばかりに審査員達が頷き、目の前の巨大な魔法石に触ふれながら、その内部に溢れる魔力に感動の声を漏もらしていた。

「これはまさに世界初の発見……！　これまでの魔物学会を揺るがす驚天動地の事実であるぞ！」

　審査員のリーダーがそう呟くと同時に、観客達の間に稲いな妻ずまが走ったかのような衝撃と共に絶賛の声が溢れ出す。

「うおおおおおお！　マジかよ！　すげーぞ！　シン様!!」

「幻とされていたフリームスルスの正体が、まさかあんな平凡な魔物達だったなんて！」

「だがこれでフリームスルスがすぐに姿を消す理由も判明したぜ！　ああやって合体できるなら、それを解除してしまえば後にはジャックフロストしか残らないわけだから、捕まえようもなかったんだ！」

「その謎を解いて、霜の巨人の生態を明かすなんて、やっぱりシン様はすげーぜ！」

　次々とシンを称賛する声と共に、その隣に立つ巨大なフリームスルスへの絶賛が鳴り止まない。

　やがて、そんな観客達の声に押されるように、シンの隣に立つフリームスルスと目の前の魔法石に対する観察を終えた審査員達が席に戻り、その手に点数を掲げていく。

　そこに示された点数を見た瞬間、オレだけでなく、あのシンすらも驚きの表情を浮かべた。

「こ、これは──！　ま、まさかの審査員全員オール十点!!　文句なしの完璧な点数ですー!!　これにより第一王選『品評会』はシン様のトップとして、幕まくを閉めさせていただきますー!!」

『うおおおおおおおおおおおおお!!』

　実況の発表に刺激されたかのように、会場中から今回一番とも言える歓声が湧き上がる。

　それぞれに興奮した様子で、中にはその場で飛び跳ねる観客の姿も見えた。そして全員が、この舞台に立つシンやフリームスルス、更にはオレに対する絶賛の声を上げていた。

「シン様ー！　さすがですー!!」

「これはまさにこれまでの魔物学会を大きく揺るがす新事実の発見だぞー！」

「確かに！　他にもこうした魔物がいるかもしれない！　更なる魔物への研究が期待できるぞー！」

「シン様ー！　それに魔物栽培士様ー！　お見事ですー!!」

　観客達からの絶賛にオレは思わず嬉しくなり、らしくもなく照れながら片手を上げて、歓声に応える。

　隣を見ると、あのシンですらどこか照れくさそうに、そして誇らしそうな笑みを浮かべていた。

　こうして、この日の王選は幕を閉じた。

　だがこの時、観客達の絶賛を一身に浴あびるオレ達を、殺意に満ちた冷たい目で見ていた人物がいたことにオレもシンも気づかずにいた。
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「第一王おう選せんは無事、僕の満点勝利で幕まくを閉じた。けれど、王選はあと二戦残っている。その全すべてをトップの座で突き進むためにも、君には更さらなる栽さい培ばいに勤いそしんでもらうよ」

　昨日の王選が終わってすぐ、オレはいつものように城の中庭へと行き、そこで待っていたシンに開口一番そう宣言される。

「次の王選はどういうやつなんだ？」

「次は調教した魔物の実力を測はかる『武ぶ闘とう祭さい』だ。これは調教師テイマーの主な仕事の一つでもある。鍛きたえた魔物の力で外敵と戦うことは当然だからね。強い魔物を従したがえていれば、それだけで狩りも楽になる。無論、兵力としてもこれに勝るものはないだろう」

　確かに。魔物の力は個体によっては人間を遙はるかに凌しのぐ。

　前の大陸ホドでは、アンスールに脅おどされ無理やり戦闘用の魔物を栽培することになった。シンの説明にはすぐさま頷うなずく。

　とはいえ、今回はあの時の栽培とは異ことなる。シンが魔物を調教するのは国を守るためであり、王選に勝利するためだ。

　それにこれまでのシンの魔物への接し方を見ていても、彼女は信頼に足たる人物であり、オレは彼女のために戦闘用の魔物を栽培することに疑うたがいは持っていなかった。

　そして、それを証明するようにシンが渡してきたのは、とある魔物の宝石であった。

「これは？」

「……それは先日、ベヒモスの襲撃の際、命を落としたホワイトサーベルの体内から取った宝石だよ」

　そう告つげた瞬間、僅わずかにシンの表情に悲しみの色が見えたのをオレは見逃さなかった。

　しかし、すぐにそんな感情などなかったかのように、シンは誤ご魔ま化かすみたいに、慌あわてて告げる。

「か、勘違いしないでよね！　それは別にセンチになったから、栽培してくれって言ってるんじゃないよ！　ホワイトサーベルは戦力としては一級品だし、先日の襲撃で数が減ったから、それを補給する意味での栽培だからね！」

　何やらツンデレ風に言い訳をするシンに対し、オレは思わずおかしくなり、少し笑ってしまう。

「分かった。もうそろそろ、この地での栽培にも慣なれた頃だし、多分三日以内には成果を出すから楽しみにしていてくれ」

「ふん、早めに頼むよ。次の王選は一週間後だから、それまでに栽培した魔物の調教も行わないといけないからね」

　そう言って、そっぽを向くシンの足元には、例のジャックフロスト達が何匹もじゃれ付き出し「ぼくたちも任まかせてよー！」と言わんばかりに飛び跳ねていた。

「……まっ、次の王選も君が栽培してくれたこいつらがいる以上、負ける気はしないしね。最悪、ホワイトサーベル達が間に合わなくてもフリームスルスがいれば十分さ」

　そう言って余裕の笑みを浮かべるシンであったが、オレもあの霜しもの巨人ならば、マサウダが連れたフェンリルにも決して引けは取らないと確信している。

　しかし、そんなオレ達の油断が思わぬ事態を招まねくことになるのだった──。




「よっし、予定通りの成長だ」

　三日後、そこには全長数メートルに成長した立派な樹きがいくつも立ち並び、それらの樹の枝先には大きな卵が豊満に実っていた。

「お疲れ様。すっかりここでの栽培にも慣れたみたいね」

「おう、リリィ」

　後ろを振り返るとそこにはリリィやジャック、バーン、スィ、ムーといつものメンバー達が勢ぞろいしていた。

「お兄ちゃん、お疲れ様～！」

「おつかれさま～！」

　オレの姿を確認するや否や、ムーとスィが足元に引っ付いてきた。

「それにしても、今回はあんまりアタシ達の出番がなくって、正直暇ひまだわ」

「そう言うなよ、嬢じようちゃん。兄ちゃんはこうやって日々、栽培をしているわけだし、それにオレ達の出番がない方が平和でいいじゃないか」

「まあ、確かにそうだけど」

　リリィの愚ぐ痴ちに対し、ジャックが諫いさめるようにそう呟つぶやく。

　確かに、ここに来てからオレはいつも以上に平へい穏おんな栽培生活をしていた。

　栽培した後の魔物の調教はシンに一いち任にんしているため、実際これまでの大陸の中でも緩ゆるやかな役割ともいえる。

　正直、このまま最後まで何事もなく王選が無事に終了してくれればいいのだが……。

　そんなことを思っていると、中庭にシンが現れた。

「やあ。どうやら順調に育ったみたいだね」

「まあな」

　シンとそんな挨あい拶さつを交かわした瞬間、背後の樹からゆさゆさと揺れる音がする。

　振り返ると、樹に実っていた卵が揺れていた。そのまま枝から地面に落ちると中に入っていた魔物が姿を現した。

「──にゃあ」

　それは白い毛並みの美しい子猫であった。

　前にオレが見たホワイトサーベルの面おも影かげがどことなくある。成長すればあの勇ましい姿になるだろう。

　そんな可愛かわいらしい子猫の姿を見て、オレの隣となりにいたリリィが何やら胸を押さえ、ムーやスィ達は「可愛いー！」と愛らしい声を上げていた。

　生まれたばかりの子猫は瞳ひとみを開けると、すぐさま辺りをキョロキョロと見回す。シンの姿を見るや否や彼女の下に駆かけ寄より、その腕の中に飛びこんだ。

「にゃあ～！」

「わっ、わっ！」

　驚くシンであったが、そのまま子猫を抱きしめると、その子はすぐさまシンの顔を舌先で舐なめ出だした。

「こ、こら、やめろって！　全く、これだから、君の栽培した魔物は厄やつ介かいなんだよ！」

「にゃあ～！」

　そう言いながらも、シンはまんざらでもない様子で笑っており、そんな彼女と子猫の陽気な声に反応したのか、次々と樹に実った卵が地面に落ち、ホワイトサーベルの子猫達が生まれ出す。

　見るとリリィも幸せそうな顔をしながら、生まれた子猫達を抱っこしては頭を撫なでていた。

　うん、やっぱりお前って猫派だったんだな。





◇　◇　◇






「さてと、これで後は次の王選までは様子見かな」

　そう呟き、オレは城の中庭を歩いていた。

　すでにホワイトサーベルの栽培は完了し、ここから先はシンの調教師としての領分。オレが口を出すところではない。

　次の王選までまだ時間もある。オレは折せつ角かくなので、見学も兼かねて城の色んな場所を見て回っていた。

　ここに来てから王選が始まるまで、ずっと魔物の栽培に集中していたために、こうして羽を伸のばすのは久しぶりだ。近くのベンチに座り、ぼーっと中庭の景色を眺ながめていると目の前に何かが転がってきた。

「……ん？」

「くもー」

　オレが栽培したジャックフロストがここまで歩いてきたのかと思ったが、すぐにそれを否定する人物が現れた。

「ま、待ってよー！　ジャックフロストー！」

「くもー！」

　ザードが慌てた様子でジャックフロストを捕つかまえようと現れる。

　が、ジャックフロストはそんなザードをからかうように反対方向へとジャンプする。勢い余あまって転がるザードを見て、愉ゆ快かいそうに跳ね回っていた。

「くもくもー！」

「ううー……」

　まるで魔物に遊ばれているようで、ザードも悔くやしそうに顔を歪ゆがめていた。

「あらあら、ダメよ。ザードちゃん。魔物に接する時はその魔物が何をしたいのか、それを考えながら接するのよ」

　すると今度はザードの後ろより、フローラさんが現れた。彼女は地面に座り込んだザードに手を差さし伸のべると、そのまま少年の体を起こした。

「……ありがとう、お姉ちゃん」

「どういたしまして」

　そんな二人のやり取りを見ていたオレに、フローラさんが気づき話しかけてくる。

「こんにちは、キョウさん。今日は魔物の栽培はしないのですか？」

「ああ、それならもう一通り終わったので、こうして休憩をとっているんですよ」

「なるほど。そうだったのですね。次はどのような魔物をシンちゃんが出すのか楽しみですわ」

　微笑ほほえむフローラさんの隣では、再びザードが走り回るジャックフロストを追いかけ、悪戦苦闘していた。

「ふふっ、ザードちゃんも才能はあるのだけれど、まだまだ調教師としては未熟ですからね～。今もジャックフロスト相手に苦戦しておりますし、次の王選は欠場を勧すすめたほうが無ぶ難なんかもしれませんわね」

　そう言ってフローラさんはオレの隣に座り、まるで子を見守る親のような表情でザードを見つめる。

「フローラさんとザードさんって仲がいいんですね」

　ふとそんなことを尋ねると、フローラさんは驚いたようにこちらに顔を向けた後「……そうかもしれませんわね」と静かに呟いた。

「私とあの子の母親は、あの子が小さい頃に亡くなって、それからは私があの子の母親代わりも務めていたのです。そのせいかあの子は私に甘えて、付きっきりになって、こうして調教師の訓練も私が相手じゃないとごねるようになってしまって、困こまったものです」

　苦笑いを浮かべるフローラさんであったが、その表情は決して嫌がってる風ではなく、むしろ嬉うれしそうにも見えた。

　あの最初の王選の際も、観客達の罵ば声せいで傷ついたザードに対し、フローラさんは優しく彼を抱きしめ、その成果を褒ほめていた。

　それを見ただけでもフローラさんがザードを大切に想おもっているのは伝わり、その逆も十分に理解出来た。

「……あの子が王選に出ると言い出した時は私も驚きましたわ。でも今にして思えば、あれは私が参加すると言ったから、その真ま似ねをして自分も出場したかっただけなのかもしれませんわね」

　そう呟くフローラさんに対し、オレは「なるほど」と理解を示した。

　子が親の真似をするのは当然であり、ましてあれだけ慕したっている姉が王選に出場するのなら、その手助けの意味でも出場したかったのだろう。

「フローラさんはどうして王選に参加しようと思ったのですか？」

「え？」

　ふと、オレはなぜフローラさんがこの王選に参加しようとしたのか気になった。

　無論、その理由は先日聞いた、腕うで試だめしによるものだと知ってはいたが、どうにもそれだけではない気がしたのだ。そんなオレの思惑に気づいたのか、やがてフローラさんは観念したかのように呟く。

「……実は私も王位を狙ねらっているのです」

　その意外な理由にオレは驚いた。

　見るとあの穏おだやかな笑みを浮かべていたフローラさんの表情が真剣なものとなっており、その瞳ひとみの奥には決意めいたものが見えた。

「この国の王族として生まれた者ならば、誰しも王になりたいと思うものです。ですが、知っての通り私は女性。最初からこの国の王となる資格はありませんでした。……ですが今回の『王選』によりその条件は変わりました。私のような女性でも、王になれる唯一無二のチャンス。それに挑戦したいと思うことは、王族の女として生まれた者なら当然ですわ。勿もち論ろん、今回の王選がマサウダ兄様とシンちゃんのどちらかに決める儀式であるのはわかっています。それでも可能性が僅かでもあるなら、それに賭かけたい。自分の実力を試ためしたいというのも、そういう意味も含まれておりますの」

　その後、恥ずかしそうに舌を出しながら「このことは秘密ですよ」と笑うフローラさんを見て、オレはすごい女性だと思った。

　この人もちゃんと目標を持って、そのために努力をしているのだと。

　だが、だからこそ、オレも同じように目標を持って努力しているシンのためにも負けられないと決意を新たにした。





◇　◇　◇






　それから数日。

　コクマー王国の首都にある巨大なコロッセオには、前回にも勝る歓声が響いていた。

「皆様！　お待たせいたしました！　いよいよ『王選』の第二戦！　それぞれの調教師が誇る魔物達による武勇の競い合い『武闘祭』が開催されますー！」

『わああああああああああああ!!』

　実況の宣言と共に沸き立つ観客達。そこには先日見せられた、それぞれの調教師が持つ魔物達への興奮と関心が高まっていた。

　ちなみに今回、オレは観客達と一緒に離れた位置からシンの活躍を見守ることとなった。隣には勿論、リリィ、ジャック、スィやムー、バーンもいる。




「では、それぞれの参加者とその魔物の紹介をさせていただきますー！」

　実況の宣言と同時にコロッセオの中心にある舞台に三人の人物が近づく。

　それぞれ傍かたわらに、今回の『武闘祭』に参加させる魔物達を引き連れていた。

　シンの隣には無数のジャックフロストと、数匹のホワイトサーベル。

　あれからシンが調教を施ほどこす内に、生まれたばかりのホワイトサーベル達もすくすくと育ち、今では立派に成獣となった。そしてその牙は以前見たホワイトサーベルのものよりも鋭く強きよう靱じんに見えた。

　またマサウダの隣には例のフェンリルと、それに連れられるように一回り小さい白ばく狼ろう達が歩いている。

　そして、フローラさんの隣には数体のイエティがはべっていた。

「まずルールの確認をさせていただきます！　『武闘祭』は皆様の調教した魔物達に、最後の一匹となるまで戦いを続けていただきます。舞台から落ちた魔物、あるいは戦闘不能とみなされた魔物は即座に退場となります。また相手の魔物を殺した場合、即座に反則負けとなるのでご注意ください。それから、離れた位置で指示を送る調教師本人への攻撃も認められていません」

　実況の説明に対しオレは静かに頷く。

『武闘祭』といえども、あくまでも試合形式のものであり、参加する調教師は勿論、魔物達への配はい慮りよもある。ひと安心だ。

「それと最後に連絡事項ですが、今回の『武闘祭』にザード様は不参加を表明されましたので、ご了承ください」

　実況のその連絡に対し、観客達も当然とばかりに頷く。

「まあ、当然だろう」

「あれじゃあ、戦闘用の魔物を調教するのは難しそうだったからな」

　そうして会場中がざわめくことしばし、舞台から離れた位置に審査員達が座ると、それを確認して実況が声を上げる。

「それではお待たせしました！　王選第二戦！　『武闘祭』の開始です!!」

『うおおおおおおおおおおおお!!』

　実況の宣言と共に、舞台に上がったそれぞれの魔物達が臨戦態勢に入る。

　シンが引き連れていたジャックフロスト達がすぐさま一箇所に集まると、霜の巨人フリームスルスが姿を現した。

「フリームスルス！　サーベル達！　円陣を組め！」

「イエティ！　二体一組になって各個撃破！」

「フェンリル、敵を倒せ。スノーウルフ、フェンリルのサポートに回れ」

　それぞれ離れた位置から自分達の魔物に対し、的確な指示を放つシン、フローラさん、マサウダさん。

　彼らの命令通り、魔物達はそれぞれ敵対する相手に向かい、あるいは防衛の構かまえをとる。

　舞台の広さは直径百メートルほどだろうか。

　数体の魔物達が乱戦を繰り広げるには十分な広さであったが、体の巨大さからフリームスルスが若干動きを制限されてしまっている。

　対する同じＳランクのフェンリルは、その巨体からは信じられない俊しゆん敏びんさで、自らに向かってくるイエティやホワイトサーベル達の攻撃を華か麗れいに避さけながら、逆に反撃を浴あびせている。

　パワーや体力ならばフリームスルスの方が遙かに上だが、このような乱戦にあって自由自在に動き回れるフェンリルの俊敏性は一番厄介であった。

　フェンリルはフリームスルスにも、その体勢を崩すように足元に攻撃を仕掛け、相手が反撃する前にすぐさま間合いの外へと下がる、ヒットアンドアウェーを繰り返していた。

　とはいえ、フリームスルスの周まわりはオレが栽培したホワイトサーベル達が円陣を組み、フェンリルからフリームスルスを守っていた。

　もしもホワイトサーベル達の栽培が間に合っていなければ、フリームスルスが狙い撃ちにされ、早めに潰つぶされていたかもしれないと、冷や汗をかく。

　オレは改あらためて、この王選が一筋縄ではいかないものだと理解する。

　そして、それはシンも同じようで、思わぬ苦戦に額ひたいに汗をかいていた。

「ホワイトサーベル！　フェンリルの足を止めろ！」

　シンの命令を受け、フリームスルスの護衛に回っていたサーベル達の何匹かがフェンリルへと襲いかかる。

　そのスピードと反射神経は決してフェンリルに引けを取っておらず、その牙は間違いなくフェンリルの前足を捉とらえた。が、

「スノーウルフ！　サーベルの相手をしてやれ！」

　しかしマサウダの命令で、フェンリルの周りに居た真っ白い狼おおかみ達がホワイトサーベル達を迎え撃つ。

　マサウダも一流の調教師。あらゆる事態を想定し、フェンリルの護衛として他の魔物を配置していた。

　一進一退を繰り返す激しいバトルの中、気づくと観客達も静まり返り、誰もが息を吞のみ、この戦いの決着を見守ろうとした、その瞬間──。

「……なんだ？」

「吹雪ふぶき……？」

　気づくと、いつの間にか舞台を中心に、いやこのコロッセオ中に謎なぞの吹雪が発生していた。

　それは舞台で戦う魔物達の姿を消すだけでなく、観客達をも飲み込み、この場にいる全員の視界が真っ白にか覆おおわれてしまった。

「おい、なんだこれ？　何が起きてるんだ？」

「何も見えないぞ！　戦いはどうなった!?」

「実況！　何が起きてるんだー！」

　次第に観客席からそんな混乱に満ちた叫びが聞こえ始め、吹雪の中、実況の慌てたような声が響ひびき出だす。

「えー、皆様、落ち着いてくださいませ！　何やら謎の吹雪が発生しておりますが、どうか慌てずその場から動きませんように！　現在、舞台上の魔物達も動きを止めているようです。今しばらくは吹雪が晴れるまでお待ちを……」

　実況の解説を聞いているうちに、次第にこの場を覆っていた吹雪が薄れていくのが感じられる。

　視界は僅かながら見通せるようになり、先程まで何も見えなかった数メートル先がぼやけながらも確認できるようになる。

　そうして、コロッセオを覆った謎の吹雪が消失していくと同時に──この場にいた全員が信じられないものを見た。

　そこにいたのは全長十数メートルを越こす巨大なマンモス。

　コロッセオの空あいた天井から頭が突き抜けるほどの巨体であり、霜の巨人をも上回る威圧感と圧倒感。

　その姿を見た瞬間、観客席に座っていたオレとリリィ、そして舞台を見守っていたシンも我が目を疑った。

　なぜなら、そいつは──！

「ＳＳランク、ベヒモス!?」

　西の雪山でオレ達を襲ったＳＳランク魔物に他ならなかったのだから。

「な、なんだ、あの魔物は!?　どこから出てきやがった!?」

「ち、調教師の魔物なのか!?」

「ば、バカな！　あんな魔物、見たこともないぞ!?」

　混乱する観客達をよそに、ベヒモスは眼下の舞台にいる魔物達を一いち瞥べつする。

　同時にベヒモスの周囲に無数の氷の結晶が浮かび上がった。次の瞬間、それは悪意を持った猛吹雪となり、周囲にいた魔物と審査員、調教師達全員を吹き飛ばす。

「うわああああああ!!」

「ぐおおおおおおん!!」

「ッ!!」

　それぞれ壁に激突し、気絶していく魔物と審査員達。

　ベヒモスを中心として放たれた吹雪は更に観客席にまで被害を及およぼし、それを受けた観客の何人かは壁に激突し、近くにいた者達は猛吹雪に覆われ、体の一部が凍らされてしまう。

「う、うわあああああ！　な、なんだ、あの魔物はー!?」

「あ、明らかに敵意を持って攻撃してるぞー!!」

「に、逃げろー！　こ、ここにいたらオレ達もタダじゃ済まないぞー!!」

　ベヒモスの登場と、その攻撃により会場中は一気に混乱の渦うずへ落とされた。皆、大慌てで出口に向かって逃げ始める。

　もはやここに至って『武闘祭』の形は全くなくなってしまった。

　審査員達もほとんどが気絶し、実況も観客と同じように逃げ始めていた。

　だが、その中で唯一、壁に激突した肩を押さえながらも、シンはゆっくりと立ち上がり、自分の周囲に集まっていた魔物達へと指示を送る。

「……フリームスルス！　ホワイトサーベル！　あいつを押さえるぞ！」

「ぐおおおおおおん!!」

「がるううううう!!」

　シンの命令に対し、勇ましい声を上げ、ベヒモスに向かっていくフリームスルスとホワイトサーベル達。

　それを見て、オレは隣に座るリリィに目線で合図を送る。二人してシンに協力するべく駆け出すが、出口に向かって逃げ出そうとしている人の波によって上う手まく進めずにいた。

　そうこうしている間に眼下では、ベヒモスと魔物達との戦いに変化が起き始めていた。

『──オオオオオオオオオン!!』

　ベヒモスが前足に全体重を乗せ、地面を大きく叩たたきつけると、その場所を中心に地震が発生し、全員の体が地に倒れる。

　それだけではない。前足に溜ためた魔力を大地に打ち付けることで、地面からまるで剣山のような氷の結晶が生み出される。地震でバランスを崩したシンの魔物達が、次々とそれに貫つらぬかれていく。

「ぎゃんっ！」

「きゃいんっ！」

「お前達!?」

　幸い致命傷は避けたように見えたが、今の攻撃でシンの周囲にいたホワイトサーベル達はほぼ全滅。

　フリームスルスすらも腕や足を地面から生えた氷の刃やいばに貫かれ、身動き一つ取れずにいた。

　更に、そんな動けなくなったフリームスルスに対し、ベヒモスは迷うことなく、全力の体当たりをぶつけようとしていた。

『オオオオオオオオオン!!』

　その威力は城や建物すら一撃で粉ふん砕さいするほど。ベヒモス渾こん身しんの体当たりを受け、フリームスルスの体に大きくヒビが入る。

　そして、そのヒビが全身に行き渡った瞬間、フリームスルスの体が粉こな雪ゆきになったように砕くだけ、元のジャック・フロストの姿となって散っていく。

「くもー！」

「くももくもー！」

「くーもー……」

　それぞれにダメージを受けた様子で、ジャックフロスト達は地面に倒れ、動かなくなった。

　あれでは再び、霜の巨人として合体することは不可能だろう。

　事実上、シンの持つ戦力が全てなくなったことを意味していた。

「く……！」

　ベヒモスの周囲には一匹として立ち上がっている魔物はいない。丸腰となったシンに対し、ベヒモスはゆっくりと近づき、その身に先程と同じ魔力を集約させる。

　やはり、あいつの狙いはシンに間違いない！

　胸に刻きざまれた刻印からもベヒモスがアンスールが操あやつる魔物なのは確実。

　恐らくその目的は、六大勇者の一人であるシンの抹まつ殺さつ。

　それをさせるわけにはいかない！

　そう思いながらも、オレもリリィもジャックも、押し寄せる観客の波に押され、シンの元へたどり着けずにいた。

「シン───!!」

　もはや、これまでかと思ったその瞬間。

「くもー!!」

「!?　お前達！」

　見ると、倒れたはずのジャックフロスト達が起き上がり、シンを庇かばうように何匹も重なり、まるで盾のように立っていた。

「何を……何を余計なことをしているんだ！」

　しかし、それを見たシンは怒ど気きを含ふくませた声音で、盾のように並び立つジャックフロスト達へと叫ぶ。

「誰が僕を守れなんて命令した！　今のお前達じゃ紙くず以下の防御力しかない！　それであのベヒモスの魔力に対抗出来るわけないだろう!?　それに、今やお前達はただのＥランクの魔物なんかじゃない！　合体することでＳランクになる貴重な存在なんだ！　それをここで無駄に命を散らす命令なんか僕はした覚えはないぞ！　今すぐ逃げろ！　そこをどけー！　これは命令だぞ!!」

「くもー!!」

　しかし、そんなシンの命令に対し、ジャックフロスト達は「嫌だ！」という叫びを上げ、逃げようとしなかった。

　その反応に対し、シンは怒り以上に──悲しみの表情を浮かべていた。

「……だから、嫌なんだ……。お前達のように必要以上に人に懐なつき、僕の心に踏み入るような魔物は……」

　そう呟いた後、シンはそれまで隠かくしていた何かを訴えるように口にする。

「勝手に犠牲になって、それで僕が喜ぶとでも思っているのか！　余よ計けいな優しさで僕を〝また〟傷つけるな!!」

　そう叫ぶや否や、シンは自らの前に盾のように並んでいたジャックフロスト達を弾はじき飛とばした。

　それと同時にベヒモスから放たれた氷の魔力が吹雪となり、シンを貫き、その体をズタズタにする。

「ぐああああああぁ!!」

「くもー!!」

　庇かばうはずが、逆にシンに庇われる形となったジャックフロスト達が思わず叫び、すぐさまシンに群むらがる。

　ここからではシンの生死はわからない。起き上がってこないところを見るに、少なくとも意識は失っているようだ。

　そんなシンにトドメを刺すべく、ベヒモスがその前足を大きく振り上げる。

「よせー！　やめろー!!」

　人をかき分け、なんとかコロッセオの舞台にたどり着き、そう叫ぶ。

　だが間に合わない。シンが潰される光景に思わず目を背そむけてしまう。

　しかし、いくら待っても地面を叩きつけるような衝撃は来なかった。

　恐る恐る目を開いた先にあったのは信じがたい光景であった。

「……もういい、やめて」

　そこにあったのは、シンを庇うようにベヒモスの前に両手を広げ立ちふさがる、第三王子ザードの姿であった。

　ザードの姿を見るや否や、眼前にいたベヒモスの動きは完全に停止していた。

　それだけではなく、ベヒモスは上げていた前足をゆっくりと下ろし、まるでザードの命令に従したがうように先程までの殺意を静かに抑おさえていく。

　信じがたい光景に、オレもリリィも呆ぼう然ぜんと事の成なりゆきを見守っていた。

　そうして最初にベヒモスが現れた時と同じように、この場を覆い尽くす吹雪が発生し、オレ達全員の視界を奪うばう。それがゆっくりと晴れると、シンの前にいたあの巨大なベヒモスの姿が跡あと形かたもなく消えていた。

　あまりの事態に呆あつ気けにとられていると、ようやく混乱を収拾するための兵士達が現れた。

「各兵！　王子、王女、審査員達の安全を最優先に確保！　傷ついた民衆の保護と避難も分かれて行う！　それから魔物達の安否も確認し介かい抱ほうせよ！」

「了解！」

　リーダーらしき人物が命令すると同時に、兵士達が次々と、残っていた民衆や倒れたままの魔物、そしてシン達の元へと向かう。

　なんとか助かったのだと安あん堵どする。しかしその時のオレは、あまりの状況の激変に大切なことを見落としていた。

「シン様、ご無事ですか！」

　兵士の一人が倒れたままのシンを抱き起こす。その瞬間、ズタズタに切きり裂さかれたシンの衣服の隙すき間まから女性物の下着と、わずかな胸のふくらみが顕あらわになってしまった。

「なっ、これは……!?　シン様……!?」

「どうした、一体何があった!?」

　慌てるその兵士の周りに、すぐさま他の兵達が集まりだす。

　その瞬間、オレはシンの秘密を思い出し、兵士達に駆け寄る。

　しかし時すでに遅かった。

「これは……シン様は、男ではない……シン様は──女性だ!!」

　そう叫んだ兵士の声は、ベヒモスの襲来により混乱する民衆達に、更なる衝撃を与えた。

　第二王選は波乱のまま幕を閉じることとなった。
















[image: ]







「皆、よく集まってくれた。今回の会議の議題は今後の『王おう選せん』を継けい続ぞくするか否いなかについてだ」

　ここは王族や国の重じゆう鎮ちんや貴族、王選の参加者はもちろん、審査員と今回の王選に関かかわった者達が参加を許された特別な会議の場であった。

　本来ここには、王選の参加者にして、第二王子のシンが出席するはずであったが、現在シンはベヒモスの襲撃により気を失い、自室にて療りよう養よう中ちゆうであった。

　そのためにシンの協力者であり、専属の魔物栽さい培ばい士しであるオレの参加が許された。

　幸い第一王子のマサウダと第一王女フローラさんは無事だったため、会議に出席している。

「継続も何もそれが王の遺ゆい言ごんであれば、続行するしかあるまい」

「だが、王選の最中にあのような魔物が現れたのだぞ。いつまた、あのような魔物が現れぬとも限らぬ。ここは大事を考え王選は中止に……」

「ならば、次の王はどうやって決めるというのだ！」

　すでに会議では様々な王族、あるいは貴族の皆さんが意見を言い合い、白熱していた。

　どの意見にも一理あったが、ひとりの男の発言がその場に響ひびく。

「問題はそこではないだろう。今回の王選が開催されたその理由は、シン王子にあったはずだ」

　男が宣言すると、周りの皆は息を吞のんだように静まり返った。

　そう、今回の会議の議題は王選を続行するか否かだけではなく、シンの性別偽ぎ装そうに関する問題も上がっていたのだ。

「シン王子の才能は第一王子のマサウダ王子に勝るとも劣おとらぬもの。しかも勇者の称号を持ち、実質的にはこの国の顔であったと言える。だからこそ王は、シン王子とマサウダ王子のいずれかに王位を譲ゆずろうと王選の遺言を残した。が、それはあくまでもシン王子が『男』であるのが前提の話であった」

　それこそが重要であると、男は念を押すように続ける。

「しかし、シン王子の性別は女であり、これは許されざる偽いつわりだ。もしもシン王子が最初から女だと分かっていたのなら、国王もマサウダ王子に素直に王位を譲った可能性が高い。ならばシン王子が女だと発覚した時点で、この『王選』自体が無意味、本来あるはずのない茶番と言えよう。私は『王選』を中止し、このままマサウダ王子が王位に就つくことを推すい奨しようする」

「……確かに、シン王子の性別が初めから女だと分かっていたのなら、今回の王選はそもそも開催されなかった……」

「それにこれまで性別を偽っていたのだとしたら、これはある意味、罪に問われても仕方のないこと……」

「グルシス卿きようの言う通りシン王子、いやシン王女からは王選参加の資格を剝はく奪だつするべきだ」

　男の言葉に賛同するように、この会議に集まった人達が口々にそう言い放つ。

　確かに、シンが性別を偽ってきたことは罪に問われても仕方のないことかもしれない。だが、それとシンのこれまでの功績は関係ないはず。

　王選が開催されたのは、前国王がシンの実力を認めたからこそではないのか。

　周りからのシンに対する誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しように耐たえ切きれず、オレがそのことを口にしようとした瞬間、意外なところからシンへの援えん護ごが入った。

「女だからと王選から外されるのであれば、それは私も同じですわよね～」

　そう口にしたのは会議に出席していた王選の参加者、第一王女のフローラさんであった。

「元々『王選』とは第一王子以外に王位に就くのに相応ふさわしい人物が現れた際、それを決めるための儀式と言われております。過去の『王選』にはそうして、女性でありながら、第一王子よりも優すぐれた人物がおり、そのために開催された例もあると聞きます。それに王選の参加条件は、王の血を継ついでいるか否か。ただそれだけですわ。女だからと王選から外すというのは、これまでの神聖な王選のルールに泥どろを塗ぬる行為ではありませんか～？　そもそも、あなた方がおっしゃっていることは全すべて仮定の話であり、すでに『王選』が開催されている以上、それをあなた達の勝手で中止する権利などどこにもありませんわよ～」

　のんびりと、しかしいつもよりも真剣な口く調ちようでフローラさんは呟つぶやいた。その言葉の裏に秘められた力強さに、この場にいた全員が気け圧おされる。

　先程、シンの王選資格を剝奪すべきだと罵ののしっていた男も、フローラさんのその正論に対し、言い返せずにいた。

「あなたはどうですか～？　ここでシンちゃんを排はい除じよする機会として、そちらの方々の意見に同意いたしますか～？　マサウダ兄様」

　そう言って、目の前に座るマサウダに問いかけるフローラさん。

　マサウダはそれに対し、瞳ひとみを閉じたまま静かに答える。

「くだらん。このような会議などする必要もない」

　そう告つげるなりマサウダは立ち上がり、席に座っていた審査員達へと視線を向ける。

「王選はこのまま続ける。第二王選は勝者無しの判定であったが、最後の王選において、その勝利者となった者が王位に就けばいい。辞じ退たいしたい者は勝手にせよ。私は何があろうと参加する。お前達、審査員もこの国の王を決めるためにその職を全まつとうせよ」

　マサウダのその宣言は、まるで自身が勝つことに疑うたがいを持たないものであった。そんなマサウダの意見に同意するように席に座っていた審査員達も静かに頷うなずく。

「──その通りですな。シン王子の性別が女性であろうとも一度開催された王選を中止する理由にはなりませぬ。マサウダ様の言う通り、このまま最後の王選へと続けさせていただきます」

　その審査員の宣言と共に、王選の続行は決定された。




「お疲れ様、会議どうだった？」

「リリィ」

　会議室を出ると、リリィの姿があった。

「……王選は続行される。オレの仕事はこれまでと変わらず、シンを勝たせるためのサポートだな」

「そう」

　リリィもオレの隣となりに並んで歩き出す。そしてオレの目を見て問いかけてきた。

「アンタ、本当は知っていたんじゃないの？　シンが女だって」

「……ああ、知ってた」

　一瞬、答えに迷ったが、誤ご魔ま化かすことに意味はないと気づき、素す直なおに答える。

「そう……。まあ、どうやって知ったかは聞かないでおくけれど、アタシにまで隠さなくてもいいじゃない」

「悪い。けど、シンとの約束だったからさ」

　オレがそう答えると「なら、しょうがないわね」と納得してくれるリリィ。二人で歩いていると、通路の奥から人の話し声が聞こえてくる。

「……マサウダ様。やはり、このまま王選を続けるのはいかがなものかと……。そもそも、あの遺言にも……」

「!?」

「今の会話って……？」

　咄とつ嗟さにオレとリリィは壁際に隠れ、通路の奥で話している者達を用心深く観察する。

　そこに見えたのは、第一王子マサウダと、会議に出ていた貴族の男性であった。

「その件については何度も言ったはずだ。あのような父の戯ざれ言ごとを遺言として発表するわけにはいかぬ。私の目的のためにも王選は最後まで続ける。もしも貴様がこれ以上何かをのたまうならば、舌を切る程度ではすまさんぞ」

「……ッ」

　マサウダのその脅きよう迫はくに怯おびえるように、男は言いたいことを飲み込んだ様子で、そのまま通路の奥へと逃げていった。

　男の姿が消え、マサウダも移動しようとした瞬間、リリィがマサウダへ声をかける。

「待ちさない。アンタ、さっきの会話、一体何かしら？」

　オレ達が姿を現した瞬間、彼の表情に動どう揺ようが走るが、しかしすぐさまそれを打ち消すように平静を装う。

「……なんのことだ？　悪いが貴様らに構っている暇ひまはない。私はこれより最後の王選の準備をしなければならない」

　そう言ってオレ達の横を通り過ぎようとするマサウダに、オレは思わず声をかける。

「待てよ。さっきの男との会話、アンタ王様の遺言になにか細さい工くをしたのか？」

　オレの物言いに対し、マサウダは今までとは比くらべ物にならない、壮そう絶ぜつな形ぎよう相そうを向けてきた。その迫力に思わず一歩下がるが、ここで引くわけにはいかない。オレは更さらなる追及を行う。

「もしも、アンタの目的が王選そのものであり、その最中に何かをしでかすつもりなら──」

「くだらん」

　そう言って先を続けようとしたオレの言葉を、マサウダは一刀両断する。

「貴様らの言っていることなど、ただの推すい測そくに過すぎない。証しよう拠こはどこにもない。それに先程の会議でも宣言されたはずだ。王選は何があろうと最後まで行われると」

　その言葉には、これ以上話すことは何もないという意思のみが存在し、オレを一いち瞥べつするとマサウダは通路の奥へと姿を消していった。

　オレとリリィには、マサウダに対する不安と不信感だけが残された。





◇　◇　◇






「シンー。起きてるかー？　入るぞー」

　その後、リリィと別れたオレはシンの部屋へと赴おもむき、ノックをして部屋へと入る。

　そこにはベッドの中で眠るシンの姿があった。

　幸い、医者の見立てでは軽い外傷のみであり、命に別状はないとのこと。

　しかし、そんなシンを心配してか、彼女のベッドの周まわりにはジャックフロスト達が心配そうな顔をしてうずくまっていた。

「よぉ、今日もシンの周りに張り付いていたのか、ご苦労様」

「くもー」

　オレが声をかけると、ジャックフロスト達は元気のない声を上げて反応する。

　どうやらジャックフロスト達は、先日の襲撃の際にシンを守れなかったことで、責任を感じているようだ。

　そんなことを思いながら、オレはシンのベッドの隣に用意された椅い子すに座り、未いまだ眠り続けているシンの様子を見る。

　すると、シンのベッドの脇わきに飾られた写真立てが目の端はしに入った。

　収おさめられているのは肖しよう像ぞう画がのようなものであった。そこには幼いシンとその隣に立つ年若いマサウダの姿。そして、シンの腕には、見み慣なれない奇妙な魔物が抱かれていた。

「……これは？」

　オレはその肖像画を手に取って、よく観察する。

　描かれているシンとマサウダはどちらも笑顔だ。前にシンがマサウダとは仲の良い兄弟であった時期があったと言っていたので、その頃のものだとすぐに理解した。

　だが、それよりもオレが驚いたのは、シンの嬉うれしそうな表情と共に抱かれた魔物の姿だ。

　それは今のシンからは考えられないほど、抱きしめた魔物に心を許した姿だった。シンが浮かべている笑顔も兄と一緒にいること以上に、その魔物が傍そばにいることを喜んでいるように見える。

「この魔物は一体……？」

　それはトカゲのような爬は虫ちゆう類るいを思わせる外見だった。背中には小さな翼が生え、額ひたいには赤い宝石が埋うめ込まれている。

「──その子は、僕が初めて調教した魔物だよ」

　オレの疑問に答えるように、いつの間にか目を覚ましたシンがそう呟いた。

「シン、起きていたのか」

「ああ。といっても本当についさっきだけどね」

　そう言って起き上がったシンに、ジャックフロスト達が飛びつく。シンは驚いたような顔をするが、それ以上は何も言わず、自らの胸に飛び込んできたジャックフロスト達をどこか懐なつかしそうな瞳で見つめていた。

「……こいつが初めて調教した魔物なら、今はどこにいるんだ？」

　手の中にある肖像画を握にぎりながら、そう問いかけたオレに、シンは静かに答える。

「もういないよ」

「え？」

　呆あつ気けに取られるオレに、シンは告げた。

「その子がいたから僕は……魔物と深く繫つながることをやめたんだ」





◇　◇　◇






　幼い頃、シンに調教師テイマーとしての技術を教えてくれたのは、兄であるマサウダであった。

　シンはマサウダからの教えを受け、その才能をすぐに開花させた。

　それからしばらく、初めての調教相手として、シンはマサウダからある魔物を受け取った。

　それは、とある商人が遠方の地より持ち帰ったとされる、非常に珍めずらしい魔物であり、名前をカーヴァンクルと言った。

　一説にはドラゴンの幼体では、とも言われていたその魔物は、進化した際にはＳランクの魔物に成長を遂とげるとの噂うわさだった。

　過去に何人かの調教師がカーヴァンクルを進化させようと育てたが、進化できたものはいなかったという。なので未だに進化先のカーヴァンクルの姿を見た者はいない。

　そんな貴重な魔物を、マサウダはシンに与えた。

　その日はシンの誕生日だった。兄からの初めてのプレゼントと、調教師として初めて魔物を使し役えきすることを許された喜びに、シンはその魔物に対し愛情を持って接し『ヴァン』という名前まで付けた。

　だが、名前をつけて一匹の魔物に寵ちよう愛あいをかけることが、調教師にとって、ある種しゆの『タブー』であったことをシンは知らずにいた。

　シンの調教師としての能力により、ヴァンはすくすく成長し、シンの命令には忠実に従したがった。

　一人と一匹は片時も離れず信頼関係を築きずいた。

　傍はた目めから見て、それは微笑ほほえましいことであり、絆きずなの強さは調教師としての能力の高さにも直結していると見る者もいた。

　しかし、その中でマサウダだけは、シンとヴァンとの信頼関係に不安を覚えていた。

　それからしばらくして、シンがある病にかかった。

　それは当時、国中で流は行やった病であった。命に関わるものではなかった。

　だが国民の回復を最優先にという上層部からの指示により、調教師達が飼っていた雪ゆき羽はねより採とった薬効のある花は、すでに底をついていた。

　そしてその日、野生の雪羽が生息する西の山では希まれにみる猛もう吹雪ふぶきが発生し、冒険者や調査隊も雪羽の花探しを諦あきらめ、吹雪が止やむまで待つことを決意した。

　しかし、天候の回復を待つ間にも、病状が悪化するシンを見て、ヴァンはいつも不安そうにしていたという。

「大丈夫だよ、ヴァン……。これくらいの風か邪ぜなら薬なんてなくってもすぐに治すからね……そしたら、また一緒に遊ぼうね……」

　その日、そう言って、シンの意識は途と絶だえた。




　後日、目が覚めたシンを見下ろしていたのは医者の顔であった。

　聞くと、あれから数日経たち、調査隊が西の山から採ってきた雪羽の花によってシンの病状は回復したという。

　しかし、シンが気になったのは、自身の回復よりも、いつも傍にいたはずのカーヴァンクルの姿が見えないことであった。

　そのことについて尋ねると、医者は困ったような顔をした。そして、シンの疑問に答えたのはマサウダであった。

「あの魔物ならば、もういない。あいつはお前のために吹雪の中、単独で雪山へと向かった」

　その言葉の意味することがなんなのか、シンは理解が出来なかった。

　シンが意識を失ってすぐ、カーヴァンクルはシンの病を治そうと西の山に生息している雪羽から、薬効のある花を採ってこようと外へ出た。

　マサウダがそれを直接見たわけではない。

　ただ吹雪の中、雪山の方ほう角がくへと飛んでいくトカゲの魔物の姿を見たと言う兵士がいたそうだ。

　その情報からマサウダは、シンの魔物が、シンを救うために雪山へ向かったのだと推すい測そくした。

　そして、それから、カーヴァンクルが戻ってくることはなかった。

　それを聞かされて、シンはすぐに西の山へカーヴァンクルを探しに向かった。

　だが、いくら探そうとも、広い雪山の中たった一匹の魔物を見つけることは出来なかった。努力虚むなしく、シンのもとにカーヴァンクルが戻ってくることはなかった。

　意気消しよう沈ちんするシンへとマサウダは言った。

「シン。我々の役目とは魔物を人々のために調教すること。だが、その過程で絆を育はぐくみすぎれば、それは痛みとなりお前自身へと返る。シン、お前がこれから先も調教師を続けたいのなら〝入れ込みすぎるな〟。それは我々、調教師の暗あん黙もくの鉄てつ則そくなのだ」

　マサウダのその言葉の意味を、シンはようやく理解した。

　大事に育てた魔物を失うことで、自分が傷つくだけでなく、命じてもいない行動を魔物が取り、結果としてその魔物の命を奪うばう行為に繫がる。

　それからシンは、魔物に対し一線を引くようになった。

　決してないがしろにするわけでも、粗そ雑ざつに扱あつかうわけでもない。人の役に立つ魔物として、それを育てる。

　それが兄マサウダからの最後の教えであり、シンがかつて失った命に対するせめてもの償つぐないでもあった。





◇　◇　◇






「そう、だったのか……」

　納得するオレに対し、シンはどこか羨うらやましそうな目でオレを見る。

「……本音を言えば、僕も君のように分わけ隔へだてなく魔物と絆を結びたいと思うよ。けれど、僕はそんなに強くない。もうあの時のような辛つらい想おもいをしたくないから……」

　その言葉を聞いて、オレはようやく理解した。

　シンが魔物と絆を結ぼうとしない本当の理由。

　それは過去に大事な魔物を失ったからだけではなく、再びそうした痛みや苦しみを感じないための彼女なりの処世術でもあったのだ。

　もっといえば、それは単なる強がりのようなものだったのだろう。

　本当はオレのように色んな魔物達と仲良く、楽しみながら調教をしたい。それがシンの本音であったが、彼女はそれを行えるほど自分の心が強くないことを知った。

　だからこそ、一線を引いて魔物と接した。

　この魔物は戦闘のために飼育するもの。だから絆を築いてはいけない。

　この魔物は一般人に提供するもの。だから仲良くしてはいけない。

　そうした戒いましめを自身に課かすことで、シンはこの国で最も優秀な調教師となった。

　その代わり、彼女は大事と思える魔物を作ることなく、傍に置くこともなくなった。

　それはそれで、自分の役割に徹てつする、プロフェッショナルとして正しい行為だ。

　けどオレは、そんな仕事についている人でも、特別な一匹がいてもいいのではと思う。

　ましてシンは、慕したっていた兄が離れ、今は文字通り独ひとりきりの状態なのだ。そんなシンに対し、支ささえとなる魔物はむしろ必要なのではないかと思えた。

　そして、そんなオレの意思に同調したかのように、シンの足元でうずくまっていたジャックフロスト達がまた次々とシンの胸に飛び込んでくる。

「くもー！」

「くもくもー！」

「くもっくー！」

「わっ、わっ」

　突然のことに驚くシンであったが、すぐさまその顔に優しそうな笑みを浮かべる。

「……ごめんね。心配かけたね」

　そう言って、抱きついてくるジャックフロストを見つめるシンの顔は穏おだやかであった。

「……いいんじゃないのか。別に」

「え？」

　オレの一言に対し、シンは驚いたような顔を向けた。

「確かに想いをかけた分、その魔物に何かがあれば、辛さが増すのは分かっている。けれど、だからといって全ての魔物を平等に扱う必要はないだろう。それこそ人の中でも特別な人の一人や二人いて当然なように、シンにとっての特別な魔物を作ってもいいじゃないか。悲しい想いが増すとしても、その間に作れる楽しい思い出が噓うそになるわけじゃない。それはきっと、シンにとって大事なものになるんじゃないのか？」

　実際、シンが先程、ヴァンのことを話していた時、確かに辛そうではあったが、その前に嬉しそうな表情をしていたことにシン本人は気づいていなかった。

　オレも小さい頃に動物を飼ったことがある。その時の楽しい記憶は今でも思い出せる。

　そんなオレからの提案に、シンは迷うように顔を伏ふせる。

「……だけど、僕にはそんな資格なんてないよ……」

「だから資格なんて、いらないんだって。特別に大事だと思えるものを作る。そんなの人として当たり前のことだろう？　それにもしお前がそのヴァンって魔物を死なせたっていう罪の意識で、特別な魔物を作る資格なんてないって思っているなら、それこそお門かど違ちがいだ。きっとそのヴァンって子も同じように思っているぜ」

　そう言ってオレはシンの手を取り、彼女の膝ひざの上で甘えるジャックフロストの頭を撫なでさせる。

　するとジャックフロストは嬉しそうに鳴き声を上げ、そのままシンにじゃれつき始めた。

　その様を見ていたシンは、だんだんとどこか肩の荷にが下りたように微笑ほほえみ、そして小さく呟く。

「……うん。そうだね。僕はずっとあの子の代かわりを得ないことで、あの子への贖しよく罪ざいにしていたのかもしれない」

　小さく呟くシンの瞳の端には、うっすらと涙が見えた。

　だが、すぐさま片手でそれを払うと、先程よりも迷いない表情でオレの方を向いた。

「君のおかげでなんだか色々と吹っ切れたよ」

「気にするなって。それよりも最後の王選について、近いうちに発表されるらしいから。それまでシンは体を休めて、ゆっくりしていてくれ」

　そう言ってオレが部屋から出ようとすると、不意に声をかけられた。

「あ、あの！　ち、ちょっと待って……」

　振り向くと、そこでは顔を少し赤くしたシンが、どこか気まずそうに明後日あさつての方を向いていた。

「その、色々と……あ、ありがとう。さっきの件といい、僕が女だっていう秘密を守ってくれたり、あとこれまでの栽培とか色々……」

　そう言って恥はずかしそうに礼を言うシンに対し、オレは笑いながら返す。

「どういたしまして、最後の王選でもオレに出来ることがあったら協力するから任せておけよ」

　そう答えるオレに、シンは「も、勿もち論ろんだよ。最後までちゃんと付き合ってもらうからね」と、なぜかツンデレ気味に返してくれた。





◇　◇　◇






「では、これより最後の王選のルールを説明する」

　あれから数日後、オレ達は街の中央にある広場に集まっていた。

　そこにはシンを始め、マサウダ、フローラさん、ザードと四人の王選参加者が勢ぞろいしている。彼らの前には審査員が立ち並び、そのリーダーと思おぼしき老人が一歩前に出て説明を行っていた。

「最後の王選はこれまでの王選においても行われた、調教師とその魔物との結束を測はかる試練。すなわち、お主達はこれから西の雪山へと向かい、そこにある『王の証あかし』と呼ばれるものを見つけてくるのじゃ」

　老人のその説明に、シンを始め参加者の顔が曇くもる。最後の王選を見届けるべく広場に集まった民衆からもざわめきの声が響いてきた。

「知っての通り、西の雪山は自然と魔物の宝庫じゃが、吹き荒れる吹雪と、降ふり積つもった雪によって体力を奪われ、多くの者が遭そう難なんする危険な場所じゃ。熟じゆく練れんの冒険者ですら、頂上に行くのは困難とされている。だが、そこを自らの足と自らが調教した魔物のみで踏とう破はした者は、紛まぎれもない一流の調教師と呼ぶに相応しいであろう。ゆえにこれから先、雪山へ行けるのは、お主達とお主達が調教した魔物のみじゃ。それ以外のものを連れて行くことはならぬ。命が惜おしいという者がいるのなら、今のうちに辞退するがよい」

　その宣言に対し、真まっ先さきに顔を伏せたのはザードであった。

　彼が連れているのは雪羽。およそ戦闘には不向きの魔物。しかもザード自身も幼く、彼があの雪山を単身踏破できるとは、とても思えなかった。

　そう思っていると彼の隣に立っていたフローラさんが、ザードの肩に優しく手を置く。

「ザード。この最終王選、あなたは辞退しなさい」

「姉さん……」

　姉の発言に僅わずかに驚くザードだが、姉の言うことはもっともだと理解してか、うつむいたまま固まる。

「ザード。どうして、あなたが王選に参加しようとしたのか、私にはわかりませんが、もうその必要はありません。あなたは十分に、自分の力でやれるところまでやったのです。ここで無理に危険を冒おかす必要はありません。まだあなたには、この先の未来もあるのですから」

「……姉さん」

　優しく諭すフローラさんに対し、ザードは静かに納得したように頷き、辞退を表明する。

「では、他に辞退する者はおらぬかね？」

　老人の確認に対し、シン、マサウダ、フローラさんの三人は黙もくしたまま語らない。

「よろしい。では、これより最終王選を始める」

「待ってください！」

　三人の沈ちん黙もくを決意として受け取った老人が、そのまま最後の王選を開始させようとした瞬間、オレは待ったをかけた。

「君は……確かシン様の魔物栽培士ですか。一体なんですかな？」

　オレの待ったに対し、質問を投げかける老人に、オレはとある追及をする。

「先程、雪山へ行けるのは調教師が調教した魔物だけ、と言いましたが、それですと現状明らかに不ふ利りな者がいます」

「ほお、と言うと」

「言わなくてもわかっているはずです。シンです」

　オレの宣言に対し、審査員を含ふくめた周りの民衆達がざわめき始める。

　だが、オレが指摘したことに、この場にいた何人かは気づいていたはずだ。

　シンは前回現れたベヒモスの襲撃により、手持ちの魔物を大きく削けずられていた。メインの戦力であったホワイトサーベル達が重症で未だに動けずにいる。現在、シンの周りにいるのはジャックフロスト達のみ。それも数がかなり減っており、ギリギリ霜の巨人フリームスルスになれるかどうかの数しかいない。

　一方のマサウダの方は、エースであるフェンリルはほぼ無傷、控ひかえとして温おん存ぞんしておいたスノーウルフ達の数も十分だ。フローラさんの周りにもイエティが数体、健在の姿を見せている。

　数と質の両面において明らかにシンは第二戦の時よりも不利であり、このまま開始するのは不条理に思えた。

「あの武ぶ闘とう祭さいにおいて、ベヒモスの集中攻撃を受けていたのは明らかにシンでした。それでもシンはベヒモスによる被害を食い止めようと、必死に戦いました。結果、民衆側の被害は全くと言っていいほどなかったはずです。そのシンが負ふ債さいを抱かかえたまま、最後の王選に臨のぞむのは明らかに不平等です。せめてオレの魔物をシンに同どう伴はんさせる許可をお願いします！」

「キョウ……」

　オレのお願いに対し、シンは驚いたような顔をしながらも、どこか感謝するような視線を送ってくれた。

　そして、そんなオレの発言に同調するように、民衆からも同じような声があがる。

「確かにそうだぜ……。あの時、シン様が頑張ってくれたおかげでオレ達は助かったわけだしよ……」

「折せつ角かく最後の王選だって言うのに、これじゃあハンデがつきすぎだろう」

「審査員さん。オレ達からもお願いするよ！　シン様にもう少しチャンスをくれよ！」

　口々にそう言う民衆の中には、シンが女性だということを知った者達も無論数多くいた。

　だが、それでも彼らはシンを女性だからと軽視することはなく、シンの調教師としての腕を評価し、助け舟を出そうとしていた。

　そんな民衆達の熱意を見て、シンは必死に嬉しさをこらえようとしていた。

「……ふむ。確かにその方の言う通り、これではシン様にのみハンデがつきすぎるか。よかろう、ではお主が持つ魔物を一匹、助っ人として参加を許可しよう。ただし、お主もその魔物と共に参加することが条件じゃ。どうするかね？」

「勿論。断る理由はありませんよ」

　オレの断言に対し、周りの民衆達から歓かん声せいが沸わき起おこる。

　普通なら怖おじ気けづいて引くところを、オレの勇気と男気に対する称しよう賛さんであろうか。

　いずれにしても、オレはジャックとバーンを見比べ、バーンに肩に乗るよう指示をしてシンの隣に並ぶ。

　現状、オレの連れている魔物の中で戦力となるのはジャックかバーンの二匹。飛行という能力のあるバーンの方が、雪山なら役に立つ場面があるかもしれないという判断からだ。

　なおスィとムーは、リリィの隣でオレの方を見つめている。さすがに見た目が人間そのものの彼女達を、魔物として選んで連れて行くわけにはいかない。

　それは彼女達の方も分かっているようであり、それぞれに期待や応援を込めるようにオレとバーンに視線を送り見送ってくれた。

「……君、バカじゃないの……。こんな……下手したら、君まで死んじゃうような試練にわざわざ協力しなくたって……」

「言っただろう。お前を王選に勝ち残らせるために協力するって。なら、こうするのは当然だろう」

　オレのそんな返答に対し、シンは「ふ、ふん、勝手にすれば」と頰ほおを赤くしながらそっぽを向く。

「では、準備はよろしいかな？」

　そんなオレ達のやり取りが終わると同時に、改めて審査員の老人が宣言を行う。

「制限時間は日ひ暮ぐれまで。それまでに戻らなければ失格とする。では、最終王選『遠えん征せい祭さい』──これより開始とする！」

　老人のその宣言と共に、最後の王選が始まった。




「それにしても、この雪山にシンと来るのは二度目だな」

「そうだね。といってもあの時よりも連れてる魔物の数は減ったけどね」

　審査員長の開始宣言と共に、オレとシン、それにマサウダとフローラさんはすぐさま西の雪山へと向かった。

　マサウダは連れていたフェンリルに乗ると、一番の速度で雪山へと駆かけてゆく。それに続く形でフローラさんもイエティに抱かかえられ雪山へと入っていった。

　オレとシンが連れている魔物はジャックフロストとバーンなので、どちらも人を抱えて移動できるような魔物ではない。仕方なく徒歩で雪山へと入り、現在中腹を歩いているところだ。

「それにしても君が選んだ魔物、そのワイバーンで大丈夫なの？　見たところまだ子供サイズのようだけど」

「ああ、こう見えてこいつは戦力としては十分だから、そこのところは安心しな」

「ぴぃー！」

　オレの発言に相あい槌づちを打うつようにバーンは口から炎を吐はいて答える。

　一応こう見えてもバーンはＢランク魔物のため、実はジャックよりも戦力としては上なのだ。

　正直、ジャックとどちらを連れて行こうか迷ったのだが、万が一また首都にベヒモスが現れた場合を考え、ジャックにはリリィと共に残ってもらったのだ。

「それはそうと、一つ気になってたんだけど。あの審査員が言っていた『王の証』ってなんなんだ？」

「……分からない」

　オレの質問に、シンは静かに首を横に振る。

「僕達、王選参加者も『王の証』がどういうものなのかまるで分からないし、聞いたこともなかった。おそらくはそれがどういったものなのか探し当てることも、この最後の王選の試練の一つなのかもしれない」

「……なるほどな」

　確かにそう考えると筋すじは通る。

　だが、そうとなれば出遅れているオレ達にもチャンスはある。

　どういったものか分からなければ、先に行ったマサウダ達もそれを見つけるために試し行こう錯さく誤ごしている可能性が高い。

　もしもオレ達が先に、その『王の証』がどういうものか探し当てれば、十分逆転のチャンスはある。

　この最後の王選。何も手持ちの魔物の強さで決まるわけではない。むしろ、この最後の王選は今まで以上に参加者、調教師本人の考えと行動が運命を左右する。

「いずれにしてもまずは上を目指そう。何かを置くにしても、それは頂上に置くだろうから」

「そうだな。それじゃあ、急いで上を目指して……」

　そう言ってオレ達が歩を進めようとした瞬間、突然、目の前に吹雪が巻き起こった。

　吹雪が吹き荒れると同時に眼前に突如、巨大な影が現れる。

　そして吹雪が収まると、そこにいたのはあの巨大なマンモス型の魔物──ＳＳランク・ベヒモスであった。

「ベヒモス!?」

　オレが叫ぶと同時にシンも慌あわてて臨戦態勢を取る。

　彼女の周囲にいたジャックフロスト達も驚き、慌てふためきながらも、すぐさま一箇所に集まりフリームスルスへと合体を始めるが、

『ゴオオオオオオオオオオオオ!!』

　ジャックフロスト達が集まろうとした場所に、ベヒモスが前足による巨大な鉄てつ槌ついを振り下ろそうとする。

　シンが慌ててジャックフロスト達に回避を命じ、ジャックフロスト達はすぐさま散り散りになる。

　やはりベヒモスはただの魔物ではなく、こちらの動きや考えを見み抜ぬいた上で行動する意思ある魔物のようだ。

　しかも、最初にこの雪山で会った時といい、前回の武闘祭の時といい、狙ねらいは間違いなくシンだ。

　雪山へわずかな魔物しか連れて来られないとなれば、ベヒモスからすれば格好のチャンス。

　こうなることをもう少し予測すべきだったと、今更ながら自らの甘さを悔くやむ。しかし今は一刻も早く、この場から逃げるべきだ。

　オレはシンの手を摑つかみ駆け出す。

「シン！　ここは一いつ旦たん逃げるんだ！」

「え、あ、う、うん！」

　腕を摑まれて、一瞬慌てるシンだったが、すぐさまオレの提案に従うように共に駆け出す。

　無む論ろん、ベヒモスはオレ達を追ってこようとする。

「バーン！　炎を吐いてベヒモスの視界を遮さえぎってくれ！」

「ぴぃー！」

　オレの命令に対し、バーンはすぐさま体内で生み出した火球をベヒモスの顔面めがけて放った。

　ベンヌの炎ほどではないが、バーンはワイバーンと呼ばれる飛ひ龍りゆうの魔物であり、放たれる火球は並の魔術よりも遙はるかに高い能力を誇ほこるという。

　その証拠とばかりに、ベヒモスの顔面に命中した炎はその鋼はがねのような体毛を焼き、ベヒモスの目をくらませるほどの威い力りよくを発はつ揮きした。

『グオオオオオオオオンッ!!』

　やはり氷の魔物故ゆえか、炎による攻撃は苦手のようだ。これまでよりも明らかに嫌がった様子で、ベヒモスはその場で地じ団だん駄だを踏ふむ。

　行ける。このまま、ベヒモスの視界から隠かくれるように雪山を降くだれば……。そう思った矢先であった。

『グオオオオオオオオッ!!』

　再びベヒモスによる咆ほう哮こうが響いたかと思うと、その場で大きく地面を揺ゆらす。

　一体何を？　と考える暇もなく、オレとシンのいた場所が大きく裂さけ、オレ達はそのまま地面に空いた穴へと飲み込まれてしまった。

「なっ!?　うわああああああああああああ!!」

「ぴぃ！」

「くもー!?」

　穴に落ちたオレ達を救出しようと、飛び出すバーンとジャックフロスト達。しかしそれを阻はばむようにベヒモスから放たれた凍気に、吹き飛ばされてしまった。

　それだけでなく、オレとシンが飲み込まれた穴を、ベヒモスは冷気を放ち氷で塞ふさいでゆく。

　オレとシンは頭上で展開される光景を呆ぼう然ぜんと見つめながら、抗あらがう術すべもなく真まっ逆さかさまに奈な落らくの底へと飲み込まれてゆくのであった。





◇　◇　◇






「くもくもー！」

「ぴぃぴぃー！」

　氷で閉ざされた穴を見つめながら、バーンとジャックフロスト達はその場で慌てふためく。

　先程の一撃と共にベヒモスはその姿を消していた。今のでキョウとシンの始し末まつは済すんだと確信したのだろう。

　事実、この厚い氷をバーンとジャックフロスト達ではどうすることも出来ない。

　しばらく悩むようにその場でうろたえるバーンであったが、すぐに何かを決心すると同じようにうろたえていたジャックフロスト達に話しかける。

「ぴぃ！　ぴぃ！」

「くもー？」

「ぴぃ！　ぴぃ！」

「くもー、くもも！」

　やがて、ジャックフロスト達はそれぞれ四方に散らばっていった。

　そんなジャックフロスト達の行動を見届けた後、バーンも翼を広げ、急ぎこのことを知らせるべく王都へと戻るのであった。





◇　◇　◇






　一方──。

　どれぐらい落ちただろうか。

　死を覚悟し、目を瞑つむっていたオレの体を襲ったのは、水の中に沈しずむ衝撃であった。

（むぐっ!?）

　慌てて水の中を泳ぎ水面に顔を出す。どうやら地下深くの地底湖に落ちたようであった。

　この湖のおかげで死なずに済んだようだ。

　安心するのも束つかの間ま、オレはすぐさま周囲を確かめ、少し離れた位置に浮かんでいるシンを発見する。

「シン！」

　すぐさまシンに近づき、体を起こす。どうやら水に落ちた衝撃で気を失っているようだ。

　命に別状ないことを確認すると、オレはそのままシンを抱えて、陸地にあがった。

　周りを見渡すと、洞どう窟くつのようなその場所の周囲には、いくつかの道が広がっているのが見えた。

　しかし、地下ということもあってか、地上よりも更に冷えており、周囲の壁や地面は氷で覆おおわれている。

「マズイな……。このずぶ濡ぬれ状態でこの寒さ。すぐに体温を奪われるぞ……」

　そう呟くオレも、すでに悪お寒かんが止まらない。隣に抱えたシンを見ると、唇くちびるは紫色に変色し、気き絶ぜつしたままその体は寒さで震えていた。

　このままではオレもシンも寒さで体力を奪われて、最悪死んでしまう。

「どうするべきだ……」

　思わず口にして悩むオレであったが、こういう時の対処法は一つしか思いつかなかった。

　すなわち、服を脱ぬいだ後、互たがいの体温で温あたため合うというもの。

　現状、オレとシンの体温を急激に奪っているのは、濡れた衣服だ。それが寒さをより体に浸しん透とうさせている。

　ならば、一刻も早く服を脱いで、温め合うのが正解なのだが──

「……とはいえ、眠ったままのシンにそんなことしていいものか……」

　オレは気を失っているシンの顔を見つめる。

　もし、ここでシンが起きていれば、オレと体を温め合うなんて嫌だと拒きよ絶ぜつしたかもしれない。

　正直オレも。シンと体を密着させるのに抵抗がないと言えば噓になる。

　だが、それよりもオレは、シンを生かすことを選択したい。

　最初は成なり行きであったが、シンの調教師に対するプライドと真しん摯しな姿勢を見て、その考えを尊重するようになった。何よりもシンの頑張りを成じよう就じゆさせたい想いが強くなっている。

　たとえここでオレが軽けい蔑べつされるようなことになろうとも、シンが生き残れる可能性があるのなら、それを選択するべきだ。

　見ると、少し離れた位置にオレのバッグが落ちていた。

　湖に落ちなかったようで、中の荷物は無事だった。

　オレはバッグからすぐさま毛布を取り出すと、自分とシンの服を脱がした後、互いの体を包つつむように毛布を被かぶる。

　最初は肌寒かったものの、互いの体を触ふれ合あわせ、それを逃がさないように毛布で包むことで、暖かさを感じるようになった。

　この状態ならなんとかなるか……？　と思うのも束の間、やはり人肌で温め合うのも限界があり、地下の冷え冷えとした空気がオレ達の体温を徐じよ々じよに奪ってゆく。次第に指先の感覚が消えていくのを感じていた。

　人間、あまりに寒い場所にいると寒いという感覚を失い、むしろ何も感じなくなるという。

　どこかでそんな話を聞いたことがある。今まさにそうした状態となり、危機感を覚えつつも、眠気に襲われ意識がぼんやりとしていた。

　すると、すぐ傍に人肌とは異ことなるほんのりとした温かさがあることに気づいた。

「……なん、だ……？」

　ぼんやりとした意識のまま確認すると、そこにあったのは毛布を取り出したバッグだった。そこから確かな温かさを感じる。

　不思議に思ったオレが再びバッグを開くと、そこには輝く物体が存在していた。

「──ルビィ」

　それは、オレが毛布で大事に包んでいたルビィの卵であった。

　生まれる気配は無ないものの、卵は日に日に少しずつ大きくなっているのが分かっていた。時とき折おり僅かに鼓こ動どうを打つのも感じられていた。

　そして今ここで、ルビィの卵はまるで太陽のように輝き、ストーブのような温かさを放っていた。

　恐らくオレ達の窮きゆう地ちを感じ、ルビィがオレ達を温めようと熱を放ってくれているのだ。

「ルビィ……ありがとうな」

　オレは未だ卵のまま眠り続けるルビィに感謝を述のべながら、その卵をオレとシンの間に抱くような形で毛布の中に入れる。

　すると、先程までとは比べ物にならないほどの温かさに包まれる。まるで温泉に浸つかっているかのような、ポカポカと気持ちのいい状態になった。

　うん、これならなんとかなりそうだ。

　そう思いながらシンを見ると、先程よりも顔色がよくなり呼吸も整ってきていた。

　安心すると同時にシンの唇から僅かなうめき声が漏もれた。閉じていた瞳がゆっくりと開かれていく。

「ん……こ、ここは……？」

「お、気がついたか。シン」

「キョウ？　……なっ!?」

　目を覚ましたシンに声をかけると、彼女は至近距離にあるオレの顔を見て、頰を赤く染そめ、更に自分が服を着ていないことに気づくと肌を密着させているこの状況に混乱する。

「なななななっ！　き、君っー！　ななな、何してるんだよ!?　これ──!?」

　うん、予想通りの反応だ。

　とりあえず、恥ずかしさと混乱でジタバタしだすシンをなだめるため、オレは事情を説明する。

「落ち着けシン。ベヒモスの攻撃でオレ達はこの地下の空間に落とされたんだ。で、オレもお前もあそこの湖に落ちて寒さで体の熱を奪われていたんだ。そこで体を温めるために仕方なく、その……」

　なんとかこの状況を理解してもらおうと、オレなりに冷静に伝えるものの、後半に改めてシンと肌を密着させていることを意識してしまった。顔を伏せて言葉を濁にごすもののシンもこの場の状況になんとなく気がついたのか、仕方がないとばかりにため息をついて、顔を逸そらす。

「……分かったよ。少なくとも君が僕を助けるためにした行為なら納得するよ。おかげでこうして生きてるみたいだし、まあ、一応感謝、して、おくよ……」

　最後の方は小声で呟く彼女だったが、すぐさま何かを思い出したかのように慌ててオレの方を振り向く。

「けど、その前に聞いておきたいんだけど！　ぼ、僕を脱がす時、へ、変なところ触さわったり、見たりしてないよね!?」

「え、ええっと……」

　いやまあ、それはどこからどこまでをグレーにするかにもよりますね。と、言葉を濁しながら、とりあえず気絶した女の子の体をあれこれ触るようなことはしていないと、それだけはハッキリと伝えておいた。

　しかし、こうやってシンと裸同士で密着するというのは、いつかの温泉でのラッキースケベ展開を思い出させる。

　そういえば、あの時もかなり近い距離で密着して、偶然とはいえシンの裸を見たり……。

「……君、もしかしなくても、あの時のこと、思い出してないよね？　前にも言ったと思うけれど、あの時のことを思い出してたりなんかしたら──」

「いえいえ！　何も思い出していません！」

　そう言って、この場の外気よりも遙かに凍こごえる視線を向けてくるシンに対し、オレは慌てて言い訳をするのであった。




「うん。服も十分乾かわいているみたいだし、そろそろ移動しようか」

「そうだな」

　あれからオレ達は共に温め合い、濡れた服もルビィの卵で温め乾かしてもらった。

　どのくらいそうしていたかは分からないが、服が乾いたのを確認すると、すぐさまシンが移動しようと提案し、オレもそれに頷き、互いに背を向けて服を着た。

　正直オレとしては、人肌のぬくもりに多少名残なごり惜おしい気持ちもありはしたが、それについては頭の奥に押し込めることにした。

「それにしても……西の山にこんな地下洞窟があったなんて知らなかったな」

　改めてこの場所を見渡しながらシンが呟く。

　シンも知らなかったとなると、やはりここに誰かが救助に来ることは、まずないだろう。

　となれば、自力で出口を見つけるしかない。

　シンも同じ考えのようで、オレ達は通路の一つから風が来ているのに気がつき、その道を進むことに決めた。

　通路を歩いてゆくと、やがて開けた空間に辿たどりついた。そこにはいくつもの水すい晶しようのような氷の結晶が生はえ、辺りを照てらしている。

「これは……随ずい分ぶん綺き麗れいな場所だな」

「そうだね……」

　上を見ると十メートルほどの高さだろうか。天井は分厚い氷の層に閉ざされていた。

　しかし所々、自然に出来たと思われる穴や亀き裂れつがあり、そこから陽ひの光が漏れていた。それが地面から生えた氷の結晶に反射し、幻想的な雰囲気を醸かもし出だしていた。

　通路に流れていた風も、天井に空いた穴や亀裂から吹き込んできたもののようだ。

　天井の穴のいくつかは人が通れそうな大きさがあるものの、上に上がる手段がない。周囲を見渡しても、ここで行き止まりのようだった。

「……一応、何かないか探してみよう」

「だな……」

　もしかしたら、他に出口があるかもしれないと探索を始める。その時、ふとオレは地面から生えている氷の結晶の一つに視線を奪われた。

「……あれ？」

　大きさはオレの腰の高さほど。その氷の結晶の中には何か影が見えた。

「おい、シン。あの氷の結晶……何か他と違うぞ」

「え？」

　他の場所を探っていたシンが氷の結晶に近づくと──

「!?　そんな、まさか!?」

　明らかに動揺した様子でシンはその氷の結晶にしがみつくと、中に見える影を必死に凝ぎよう視ししていた。

　一体何が？

　近づいたオレは──氷の結晶の中に眠る魔物の姿に気がついた。

「これって!?」

　そこにいたのは奇妙なトカゲのような魔物であった。

　額には赤い宝石が埋め込まれ、背中には小さな翼が生えている。

　だが、何よりも目を引いたのは、その魔物が手に抱えた雪羽から採ったと思しき黄色い花。

　まるで大事な物のように、必死にそれを抱えたまま凍りついた魔物は、オレがシンの部屋で見たあの魔物に他ならなかった。

「ヴァン!!」

　オレが確認するよりも早く、その魔物の名を呼び、シンは氷の結晶にすがるように抱きつく。

　やはりこいつがシンが初めて調教した魔物。シンの風邪を治そうと、単身この山に向かい、帰らぬ魔物となったカーヴァンクルなのか……。

　きっとシンの風邪を治すための花を見つけ帰る途中、誤あやまってここへ落ちてしまい、結果出られなくなったのだろう。

　だが、落ちて氷漬けになる最後の瞬間まで、この魔物はシンを治すための花を決して離さず大事に抱えていた。

　その姿にオレは胸を締しめ付つけられる。

　そして、それはシンも同じであり、あれほど魔物に対し一線を引くべきと言っていた彼女の姿はどこにもなく、自身が初めて愛した魔物の変わり果てた姿に涙を隠すことなく慟どう哭こくしていた。

「バカ、バカ！　どうして、どうして一人でこんな場所に来たんだ……！　しかも、そんな花なんかのために……！　あれは、あの風邪は本当に大したことなかったんだ！　命に別状があったわけじゃない！　少し我慢すれば自力でも治せたんだよ……！　なのに、どうしてお前は一人で勝手に行って、こんな、こんな姿に……！」

　思わぬ再会にシンは涙を流しながら必死に叫ぶ。

　せめて、この冷たい氷の棺ひつぎから、この子を出してやれれば……。

　オレがそう思った瞬間、背中に担かついだバッグが温かくなる。すぐさまバッグの中を見ると、オレの意思に共鳴したかのように、ルビィの卵が先程よりも高い熱を放ち輝いていた。

「ルビィ、お前……」

　ひょっとしてオレの意思を感じて、この子を氷の棺から出そうとしてくれているのか？

　オレはルビィの意思を受け取ると、氷に抱きつくシンを引き離し、ルビィの卵を近づける。

　すると、カーヴァンクルを閉じ込めていた氷の結晶が、ルビィの卵が放つ熱にみるみる溶かされてゆく。しばらくすると氷は完全に水となって蒸発し、その中に閉じ込められていたカーヴァンクルの体が地面に横たわった。

「ヴァン！　ヴァン！」

　氷の中に閉じ込められ、すっかり冷たくなったカーヴァンクルの体を抱きしめるシン。

　長年閉じ込められていたため、見た目にも明らかに生気が無い様子だったが──シンの腕に抱きしめられ、名前を呼ばれたその瞬間、弱々しい鳴き声が発せられた。

「ぴ、ぃ……」

「ヴァン！　お前、生きているのか!?」

　自分の腕の中で鳴き声をあげたカーヴァンクルに対し、喜びの声を上げるシン。

　氷の中に閉じ込められたことにより、一種の仮死状態となっていたのだろうか。

　しかし、体の機能が低下していることに変わりはなく、傍目にもカーヴァンクルの命が風前の灯ともし火びなのは見てとれた。

「き、キョウ！　な、なんとか出来ない!?」

　どうすればいいのか分からない、といった様子で慌てふためくシンに対し、オレはルビィの卵をカーヴァンクルのヴァンに近づけ、その体を温めることしかできなかった。

　しかし体は温まっても、長年閉じ込められていたことで生命力そのものが尽つきているようで、ヴァンの体から静かに命がこぼれていくのを感じる。

　それはヴァンを抱きしめているシンが何よりも感じているはずだ。一向に元気にならないヴァンに涙を流しながら、必死に自分の体温で温めようと抱きしめる。

「……ぴぃ……」

　そんなシンに対し、ヴァンは最後の力を振ふり絞しぼるように、握っていた花を必死に差し出していた。

「ぴぃ……ぴぃ……」

　それはあたかも、この花で元気になってくれと呟いているようであった。

「──ッ！　バカ！　そんなものなんてもういらないよ！　あの時言っただろう、僕はお前さえいればいいって！」

　そんなヴァンの行動に対し、シンはますます涙をこぼす。ヴァンから差し出された花を受け取ろうとしない。

　それを受け取れば最後、ヴァンの命が尽つき果はててしまうのが、分かっているから。

　どうすればいい……。

　折角、シンが大事にしていた魔物が生きていたというのに、このままじゃヴァンは彼女の腕の中で死んでしまう。

　こんなにも魔物を愛している優しい少女の心に、これ以上トラウマを与あたえたくない。

　そんな想いで必死に考えるオレであったが、オレに出来るのは魔物を栽培することだけ。魔物に直接力を与えるとか、そんな都合のいい能力は持ち合わせていない。

　どうすればいい……。

　そうオレが思っている内に、シンの腕の中でだんだんとヴァンが弱り、その大きな瞳を閉じようとしていた。

「やだ！　やだよ、ヴァン！　死なないでよ！　折角再会できたのに……！　お願いだよ……僕の命を半分君に差し出すから……お願いだから、もう僕から離れないでよー!!」

　叫ぶシンに対し、オレは堪たまらず彼女と同じようにヴァンを温めようと、その体に手を重ねる。

　だがその瞬間、シンの手から温かい光が漏れ出した。

「これは……？」

　それは青い光。見るとシンの手の甲に、あの蒼あおい刻こく印いんが浮かび上がっていた。

「……なに、これ……？」

　自らの手の甲に輝く蒼い刻印に、シンすらも戸と惑まどう様子を見せた。しかし、その蒼い刻印から漏れ出した光がシンの腕の中にいるヴァンを包むように輝きだし、弱っていたヴァンの体を回復させてゆく。

「……ぴぃ……？」

　シンの腕の中にうずくまっていたヴァンが首をもたげると、目の前にいるシンをじっと見つめ、今度は手に持った花を元気よく差し出してきた。

「ぴぃ！」

　その様は、先程まで寒さに弱っていた姿とは別の魔物のようだった。元気に笑顔を見せるヴァンに対し、シンは瞳から溢あふれる涙を拭ぬぐうことなく、差し出された花を笑顔で受け取った。

「……ありがとう、ヴァン。だけど、もう大丈夫なんだよ。こんな花なんかなくっても、お前がいれば僕は大丈夫だからね」

「ぴぃ！」

　シンの答えに、ヴァンは彼女のほっぺに頰ずりをしながら、喜びを体全体で表現する。

　生き返った、というべきなのだろうか？

　シンの手から発せられた蒼い刻印の力が、彼女の魔物であるヴァンへと注がれ、生命エネルギーを分け与えたような印象であった。
















　その様は以前、オレが見たザッハークとアジ・ダハーカとのやり取りを連想させた。

　あの時はダハーカの額にあったユニコーンの角が、ダハーカを蝕むしばんでいた紅い刻印の呪じゆ縛ばくを打ち消した。

　蒼い刻印。もしかして、シンの手に刻まれたあのスキルには、オレの予想を超こえた力と秘密があるのではないのか？

　そう思いながらも、今はシンと彼女にじゃれつくヴァンのやり取りを、微笑ましく見つめることにした。

　しばらくして、天井から何か降ってきた。

　何事かと上を向くと、そこには意外な魔物達が顔を覗のぞかせていた。

「くもー！」

「くもくー！」

「ジャックフロスト達！」

　天井に空いた穴や亀裂から、こちらを覗くジャックフロスト達の姿があった。

　彼らの名前を呼ぶや否や、ジャックフロスト達が次から次へと天井の穴から落ちてくる。そして、一段一段雪だるまのように重なり、気づくと天井に空いた穴まで、まるで階段のように合体していた。

「くもくもー！」

「お前達……」

　そんなジャックフロスト達の行動に、シンは一瞬呆気に取られる。しかし自分達を救出するため、ここまで探しに来たジャックフロスト達の苦労を察さつして、シンは優しげな笑みを浮かべながら礼を言う。

「ありがとう」

「くもー！」

　そこには以前、自分を助けるために無茶をしたジャックフロスト達を叱しかったシンの姿はなく、ジャックフロスト達の自分を慕う気持ちに対し、素直に感謝を述のべる少女の姿だけがあった。




「なんとか無事に出られたみたいだね」

「だなー」

　ジャックフロスト達のおかげで、オレとシンは地下の空間から出ることが出来た。

　オレはジャックフロスト達に礼を言いながら、バーンがいないことに気づく。

「なあ、バーンはどうしたんだ？」

「くも、くもー！」

　すると一匹のジャックフロストが山の麓ふもと、街の方を指した。それでバーンがリリィ達に救援を頼みに行ったのだと理解した。

「そうか。あいつも手を尽くしてくれたんだな」

　バーンの対応に感謝しながらも、今は王選のためにも頂上を目指すべきだろう。そう思った時、視界の端に奇妙な物を捉とらえた。

「あれって……？」

　それは雪に埋うもれて盛もり上あがった、何か。

　気になったオレはそちらに近づき、積もった雪を払う。すると馬車の痕こん跡せきが現れた。その足元には武器や防具、鎧よろいなども埋もれている。更に積もった雪を払うと、兵士の死体が現れた。

「う、うわあああ!!　な、なんだこれ!?」

　予想外のものの出現に思わず尻しり餅もちをつくオレ。シンが真剣な表情で、辺りに散乱した兵士の死体に目を配くばる。

「これは……恐らくだけど、一年前にフローラ姉様と共に、この山に来た兵士達じゃないかな？」

「フローラさんの？」

　そういえば彼女は一年前にこの雪山に来て、その時にフリームスルスに襲われ、自分だけは逃げ延びたと言っていた。

　ということは、ここにいる兵士達は、その時フローラさんを守るべく戦った兵士達ということになる。

　普通ならば白骨化するはずだが、雪と氷に覆われた影響で、そのままの姿を保っていたようだ。だが、こんな冷たい地面に野ざらしになっていたことを考えると、胸が痛む。

　それはシンも同じだったのか、せめてこの場で簡略にでも弔とむらうべきと考えたのか、亡くなった兵士達を一箇所に集め始める。

　後でこの場所を訪れた際に、遺体を持ち帰りやすくしようとの考えなのだろう。

　オレもシンのその行動に倣ならうように、近くに倒れている人を探し、一箇所に集めようとした。

　そうして地面に積もった雪を払い周囲を散さん策さくしていた時、オレは予想だにしなかったものを見つけてしまった。

「!?　なっ、これは!?」

「どうしたんだい？　キョウ」

　すぐさまオレの後ろから何事かとシンが近寄ってきたが、その彼女ですらオレが見つけたそれを目にした瞬間、驚きに動きが止まる。

「まさか!?」

　シンの声はオレが今まで聞いた中で最も動揺し、信じられないといった戸惑いの感情を秘めていた。

　だが、それもそのはずだ。

　今、オレ達の目の前に転がっているものは、それほどのあってはならないものであったのだ。
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「ここが……頂上か」

　マサウダは雪山の頂上に達すると同時に、静かに呟く。

　彼の背後にはフェンリルをはじめとした魔物が無傷のまま待たい機きしており、周囲には特に目立ったものはない。

　ただ一つ、マサウダの前に存在する台座を除のぞいては。

　その台座には青く輝くサファイヤのような宝石が乗っており、マサウダはそれを手に取ると宝石をしっかりと観察する。

「……これが『王の証』なのか？」

　そう呟くマサウダであったが、それ以外にめぼしいものはなく、頂上に到達するまでにもそれらしいものは見つけられなかった。マサウダは僅かにため息をこぼすと共にその宝石を懐にしまい、背後にいる魔物達へと声をかける。

「他にめぼしいものはない。ならば、このまま帰還するぞ」

　マサウダの発言に頷くように魔物達が一声発すると、同時に彼らの周囲に吹雪が渦うず巻まいた。

　魔物達は即座にマサウダを守るように取り囲み、唸うなり声ごえを上げた。

　吹雪が止んだ次の瞬間、彼らの眼前には巨大なマンモス型の魔物ベヒモスが姿を現していた。

「こいつは、あの時の!?」

　思わぬ魔物の登場に動揺するマサウダであったが、すぐさまフェンリルに攻撃命令を下す。

「フェンリル！　この魔物を倒せ！　スノーウルフ達、フェンリルをサポートせよ！」

『ぐおおおおん!!』

　マサウダの命令に従うように、飛び出すフェンリルとスノーウルフ達。

　しかしフェンリル達の爪つめや牙きばをもってしても、ベヒモスが誇る鋼のような体毛に傷をつけることは敵かなわず、逆にフェンリル達の爪や牙が摩ま耗もうしていく。

　やがて、相手の出方を窺うかがい終えたベヒモスが、氷の魔力を集めると、自らを中心にして巨大な吹雪の魔術を放ち、マサウダの魔物達を吹き飛ばした。

　そして、自らの直線上にいたマサウダに対し、氷結の嵐あらしを放つ。

　しかしその時、フェンリルがマサウダの眼前に立った。

「フェンリル！」

　マサウダの制止の声も届かず、フェンリルがベヒモスより放たれた氷の魔術をまともに受け、どうと倒れこんだ。

　自らの魔物を傷つけられ、為なす術もなくなってしまったマサウダは目前の巨大な魔物を見上げ、明らかな焦しよう燥そうを顔に浮かべる。

　マサウダと彼が抱えるフェンリルに、トドメを刺すかのようにベヒモスが前足を上げた──瞬間、突とつ如じよベヒモスの背後に霜しもの巨人が現れ、拳こぶしを叩たたき込みベヒモスの体を真横へと吹っ飛ばした。

「なっ!?」

　眼前で起きた突然の出来事に動揺するマサウダは、その巨人の肩に乗った人物を目にし、自分を助けた者の正体に気づく。

「兄様、ご無事ですか！」

　そこにいたのは彼の弟──いや、妹シンと、その魔物栽培士キョウの姿であった。
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「やっぱり、オレ達の次は王選参加者のマサウダを狙っていたみたいだな」

「ああ。というよりも正確にはこの国の王位継承者を狙っていたんだろう」

　フリームスルスから降りたオレとシンは、なんとか助けられたマサウダを見ながらホッと一息をつく。

　しかし、そんな安堵も束の間、吹き飛ばしたはずのベヒモスが体勢を立て直し、こちらに向き合う。

『…………』

　そこには「生きていたのか」というような感情が感じられた。オレとシンは互いに目を合わせながら、目の前のベヒモスに対し問いかける。

「もうそこまでだ。いや、そこまでにしてくれ。なんであなたがこんなことをしているのか、オレ達に説明してくれ」

　突然、目の前のベヒモスに対し叫ぶオレに、マサウダが疑問の表情を浮かべるのが見えた。

　だが、これだけはハッキリと聞いておかなければならないことであった。

　なぜなら、今オレ達の目の前にいるこの魔物は、オレ達と関わりのある人なのだから。

「なぁ、答えてくれよ。〝フローラ〟さん！」

　オレがその名を呼ぶと同時に、マサウダが「まさか!?」と声を上げ、ベヒモスの方を振り向く。

　一方、名を呼ばれたベヒモスは、静かにその場に立ち尽くす。やがて、その体が光り輝きはじめ、光が収まると、そこに巨大な魔物の姿はなく、一人の美しい女性が雪の大地に立っていた。

「いつ気がついたのですか？」

　金色の髪をなびかせながらその女性──ベヒモスことフローラさんは、穏やかな口調でオレ達に問いかけた。

「……ここに来る途中、一年前にここを訪れたあなたの兵士の死体を見つけた。そしてその中に、アンタの死体があったんだよ」

　そう。あそこでオレ達が見たのは、フローラさんの死体に他ならなかった。

　詳くわしい死し因いんは分からなかったが、少なくとも長くあそこに放置されているようで、体は氷に包まれていた。

　そして、あそこにフローラさんの死体があるということは、オレ達と接していたフローラさんは別人ということ。

　さらにもう一つ。オレはＳＳランク魔物が人化の能力を持っていることを知っている。

　もしも、その能力で別の誰かに変身が可能だとするなら、全ての辻つじ褄つまが合う。

　オレやシンの行く先々。あの『武闘祭』で突如ベヒモスが現れた理由にも説明がつく。

　それを肯定するように、フローラさん、いやベヒモスは静かに頷く。

「なるほど。それなら確かに私の正体にも察しがつきますね」

「……教えてくれ、ベヒモス。アンタの目的はなんだ。何のためにフローラさんに成りすました？」

「あら、そのようなこと、キョウさんなら言わずとも理解しているのでは？」

　そう言っていつもの柔にゆう和わな笑みを浮かべ、ベヒモスは胸に刻まれた真紅の刻印を輝かせながら答える。

「勇者のいるこの国を潰つぶすためです」

　その瞳は冷れい徹てつな輝きを持って、オレの隣にいるシンを射い抜ぬいた。

「アンスール様からの命令で私は一年前からこの国に侵入していました。理由は勿論、そちらの勇者シンの抹まつ殺さつ。そして、かの国の継承者となる王族を全て葬ほうむり、国を内部から崩すことです」

　それを聞いた瞬間、オレは背筋が凍る感覚を覚えた。

　アンスールが様々な策さく謀ぼうを巡めぐらせているのは聞いていたが、今回の計画はこれまでとは比較にならないほど慎重であり、同時に狡こう猾かつなものであった。

　ロスタムさんの国や、ザッハークの国のように正面から潰すのではなく、内部に潜もぐり込こむことで確実なチャンスを待つ。

　それを考えれば今回の王選はまさにうってつけだ。

　事実、シンやマサウダは命の危険があるこの雪山に護衛も連れず突入し、襲ってくれと言わんばかりの状況になった。

　その他にも、これまでは城の中で安全に守られていた二人が、大きく行動を起こすことで隙すきを見せる絶好の機会。フローラさんに化けたベヒモスは、他の王位継承者を全て抹殺するためにこの王選に参加していたのだ。

「ですがまあ、ここまで来れば目的は達成されたも同然です。この雪山の山頂では仮に誰かが異変に気づいたとしても救援を送るのに時間がかかります。その間にあなた達全員を抹殺することなど、私にとっては容易たやすいものです」

　そう言って自信満々に宣言するフローラさんの態度が、決してハッタリではないことをオレもシンも理解していた。

　オレ達は倒れたマサウダさんを庇かばうように前に出る。目の前のフローラさん、いやベヒモスへと戦意を向ける。

「ベヒモス。お前に兄様は殺させない。勿論、僕達もお前にやられるわけにはいかない！　先日の借り、今ここで返してやる！」

「シン……」

　自らを庇うように前に出て宣言するシンに対し、マサウダはどこか憧どう憬けいの想いを込めながら呟いた。

「あら、そう上う手まくいくかしら？　残念ですが今のあなた達の戦力では私に勝つことなど到底できませんよ。先程は不覚をとられましたが、たとえそちらのフリームスルスの力をもってしても私の力はその遙か上だと教えてあげましょう」

　宣言と同時に、再びフローラさんの周囲に吹雪が舞う。次の瞬間には巨大な魔物ベヒモスが姿を現していた。

「フリームスルス！」

　シンの叫びと同時に、彼女の背後にいた霜の巨人が一歩踏み出し、目の前のベヒモス目掛け拳を振り下ろす。

　しかしその一撃を、躱かわすどころか正面から受け止めるベヒモス。

　今度は逆にベヒモスの突進がフリームスルスに直撃し、巨人の体を吹き飛ばした。

『グオオオオオオオッ!!』

「フリームスルス!?」

　ベヒモスからの反撃に、苦く悶もんの声を上げながら立ち上がるフリームスルス。

　以前ベヒモスに、フリームスルスの打撃が有効なのは証明されている。

　事実、先程の一撃で、ベヒモスは明らかにダメージを受けた様子だが、それだけである。

　フリームスルスの打撃が有効なら、その逆もまた然しかり。即すなわち、ベヒモスは魔術による攻撃ではなく、肉弾戦による短期決戦でフリームスルスを撃破しようとしているのだ。

　そして、その作戦は正しかった。フェンリルの牙や爪ではベヒモスの鋼の体毛を貫つらぬくことは不可能。唯一届く攻撃こそがフリームスルスによる圧倒的打撃ではあるが……。

　だが純粋な肉弾戦になったとしても、勝機はベヒモスの方にある。

　元々、ＳＳランク魔物とＳランク魔物。ランクの差がすでに地力の差を示しており、先程の一撃にしろフリームスルスが受けたダメージの方が大きい。

　恐らく、これを何度か繰り返せば、先に倒れるのはフリームスルス、ジャックフロスト達の方だ。

　マサウダの魔物達も戦える状態にない今、こちらの全滅は確定する。

　それはシンも気がついている。

　なんとかしなければと、その横顔には焦あせりが見えていた。

　だがそんなオレ達の焦りをよそに、霜の巨人を葬るべく、ベヒモスの激しい突進が繰り出された。それをなんとか受け止めながら、反撃の拳を振り下ろすフリームスルス。しかし一撃一撃を受けるたび、その体には確実なダメージが蓄ちく積せきされていく。

　焦るオレ達に対し、答えを叫んだのは意外な魔物であった。

「ぴぃー!!」

　それはシンの肩に止まっていたカーヴァンクルのヴァンだった。小さな翼を動かし、飛び上がると同時にベヒモス目掛け、口から小さな炎を飛ばした。

　しかし、その炎は体毛に当たると同時に弾はじけてしまう。ベヒモスは視界の端に映ったヴァンを煩わずらわしそうに一瞥すると、その場で大きく体を揺らし、その衝撃で発生した吹雪でヴァンを吹き飛ばす。

「ぴぃー!!」

「ヴァン！」

　吹き飛ばされたヴァンを空中で受け止めるシン。

　なんとか無事の様子であったが、シンは悲痛に顔を歪めながら腕の中に抱えたヴァンに対し激しく叫ぶ。

「ヴァン！　どうしてあんなことをしたんだ！　あれはお前が勝てる相手じゃない！　余よ計けいなことはもうしなくていいって言っただろう！　これ以上、お前を失う苦しみなんて僕は味わいたくないんだぞ！」

「ぴぃ……」

　叫び、目のふちに涙をたたえるシン。しかしそんなシンに対し、ヴァンは一瞬戸惑うような表情を見せるものの、すぐに迷いない顔でヴァンの胸に自らの手を伸ばす。

「ぴぃ！」

「ヴァン……？」

　その様子は、まるで自分もシンを守りたいのだと、主張するようであった。

　いや、ようだではなくそのものだ。

　ヴァンは自分に出来ることを必死にしようとしている。それは今も昔も変わらない。その感情の根こん幹かんにあるのは、全てシンに対する想い、絆の深さ。

　シンはそのことを、ヴァンが触れている自らの蒼い刻印から読み取ったのか、ヴァンの決意に対し最後の確認を行う。

「……ヴァン。本当にいいのか？」

「ぴぃ！」

　ヴァンが「勿論！」と言う声がオレの耳にも届いたかのような鳴き声だった。それを聞いたシンは、自らも腹をくくるように頷いた。

「──分かった。お前の決意に僕が最後の後押しをする」

「ぴぃ！」

　その一声と共に、ヴァンはシンに対し頭こうべを垂たれる。

　シンはヴァンの額に触れると、その手の甲に蒼い刻印を輝かせる。

「キョウ。前に言っていたよね。僕のこのスキル、蒼い刻印にはもう一つの能力があるって」

　もう一つの能力？

　確かに最初に会った時にそんなことを言っていたような。だが、それが今何の関係が？　オレが疑問を挟はさむより先に、シンが答える。

「……これは僕自身も一度も成功しなかった能力なんだ。どうして出来なかったのか、なぜ発動しなかったのか、けれどその理由が今ようやく分かったような気がする」

　そう言ってシンはオレを真まっ直すぐに見る。以前まで見えていた魔物に対する一線を引いた感情が全て吹き飛んだようであった。

「僕自身の心が魔物に対し壁を作っていた。そのためにこの能力を、刻印の力を引き出せていなかったんだ。けれど、君と出会って、君の栽培してくれた魔物達と触れ合うことで、僕は魔物と絆を結ぶ気持ちを取り戻せた。ありがとう。そして、今なら出来る。僕が初めて心を通わせたこいつとなら、その魔物が持つ潜在能力を全て引き出すことが出来るはずだ──！」

「ぴいいいぃぃぃぃ!!」

　シンの蒼い刻印が一際輝くと同時に、それは触れ合っていたヴァンの体を光り輝かせる。

　光に包まれたヴァンの姿が変化していく。

　先程までシンの肩に乗る程度の小さなトカゲだった生物が、その数倍、数十倍に膨ふくらんでゆく。光が収まった後には、エメラルドの体を輝かせる首の長いドラゴンのような魔物がそこには立っていた。

「グオオオオオオオオン!!」

　先程とは見た目も威い厳げんも、まるで異なるものとなったカーヴァンクルが、その場を震わせるような鳴き声を響かせた。

　大きさは目の前のベヒモスに比べれば小さいが、その全長は数メートルとドラゴンと呼ぶには十分な体格だ。

「進化、させたのか……？」

　そして、シンとカーヴァンクルのやりとりを、背後で見ていたマサウダが信じられないと言った様子で呟いた。

　進化。

　魔物が持つ次のランクに行く手段。それは前とは比べ物にならない能力を得る姿へと変化するというもの。

　シンが持つ勇者スキルの真の力とは、単なる意い思し疎そ通つうや記憶を読み取るだけでなく、その魔物を進化させる能力だったのか！

　オレがそれを理解するよりも早く、進化したカーヴァンクルは目の前のベヒモスへと視線を向ける。シンもまた進化したヴァンへと命令を下す。

「ヴァン！　フリームスルスをサポートし、ベヒモスを打ち倒せ！」

「グオオオオオオオオンッ!!」

　シンの命令に従うようにヴァンはその場より飛び立ち、遙か上空よりベヒモスの背中目掛け、巨大な炎を噴ふん射しやする。

　その火力、威力共に、先程の豆粒のような炎とは文字通り桁ケタが違った。

　以前オレが見た、ＳＳランク魔物ベンヌが吐き出した火球にも勝るとも劣らぬ威力が、そこには秘ひめられていた。

『─────！』

　ヴァンが噴射した炎をまともに受け、体が焼やき焦こがされる感覚に苦しむベヒモス。そして、その隙を逃すまいと、攻められていたフリームスルスが一転して反撃し、苦しみに悶もだえるベヒモスの体に拳を叩きつける。

　上空からの炎による攻撃と、前方からの近接攻撃。

　それは先程まで窮地に立たされていたフリームスルスの立場を見事に覆くつがえした。

　オレが見る限り、あの進化したカーヴァンクルは恐らくフリームスルスと同じＳランクはある。

　Ｓランク二体による共同戦線。更にはカーヴァンクルの属性は炎の噴射を見ても炎属性であることは明らか。

　それは氷の属性を持つベヒモスからしてみれば、一番の天敵。

　カーヴァンクルからの炎の援護と、フリームスルスの猛もう攻こうを前に、しかしベヒモスは一歩も退ひかない。

　それどころか、その身に氷の魔力を束たばね、自らの体に吹雪を纏まとわせる。一体何を、と思うのも束の間、ベヒモスの鋼のような体毛が氷壁に包まれ、その防御を更に完全なものへと変化させた。

『─────!!』

　全身を氷の鎧に包まれたベヒモスが、咆哮を上げフリームスルス目掛け突進する。

　その威力は氷の外壁により先程よりも段違いに上がっており、それを受けたフリームスルスの体に大きなヒビが入る。

　マズイ！　あれをもう一発くらったら!?

　焦るオレ達に対し、トドメとばかりにもう一度突進を行おうとするベヒモスに、空中から炎のブレスを吐きながらカーヴァンクルがその背中めがけ激突する。

「グオオオオオオンッ!!」

　カーヴァンクルからの一撃をまともに受けたベヒモスは、軌道を逸らされ、そのまま転倒する。

　なんとか助かったフリームスルスだが、もはやその体に余力が残っていないのはこちらにも感じられた。

　そして、それはカーヴァンクルも同じだった。先程の突進によりカーヴァンクルも右の肩と翼を痛めたようで、もはや自由に空を飛ぶこともままならないのか、地上に降りて倒れたままのベヒモスを睨みつけている。

　だが、ここで最も厄介な点はベヒモスの体を覆っている氷の鎧であった。

　あの鎧はカーヴァンクルの炎を弾く。フリームスルスの拳ですら砕けるかどうか難しいところである。

　よしんば鎧を砕いたとしても、それで威力を削られれば肝かん心じんのベヒモスの肉体へのダメージは軽減される。

　いくらＳランク魔物が二体とはいえ、やはりＳＳランクとの戦力の差は大きすぎる。

　二体の体力が底をついている今、次の一撃で勝負を決めなければ、こちらの負けとなる。

　だが、あの状態のベヒモスを都合よく倒せる手段なんてあるのか？　そう悩むオレとシンであったが、その瞬間フリームスルスとカーヴァンクルの二体がこちら──シンの方を振り向き、何かを口にした。

『ゴオオ、ゴオオオ』

「ぐるるる、ぐる、ぐるるるぅー！」

　それはオレからしてみれば、ただの魔物の鳴き声であった。しかし蒼い刻印を輝かせ、今や目の前の二体と完全に心を通じ合わせているシンにしてみれば、二体の考えていることがすぐに理解できたようであった。

　しかし、それを聞き終わるや否やシンはその表情に迷いを見せた。

「!?　そんな、いくらお前達でもそんなことをすれば!?」

『ゴオオ、ゴオオオオ!!』

「ぐるる、ぐるううううぅ!!」

　迷い、焦るシンに対し、二体の魔物はまるで「大丈夫だ」「任まかせてくれ」と言わんばかりの励はげましをシンにかけるようであった。

　そして、そんな二体の意思を受け取ったのか、シンは僅かな沈黙の後、迷いない表情を見せ、二人を見み据すえる。

「──分かった。なら、お前達を信じるよ」

『ゴオオオオオオオオオ!!』

「ぐるうううううううう!!」

　二体の魔物が雄お叫たけびを上げると同時に、転倒していたベヒモスがその体を起こし、再びフリームスルスから距離をとる。

　恐らく、次の一撃でベヒモスも勝負をつけるつもりなのだろう。

　互いに力を溜ためるような姿勢を見せ、僅かな静せい寂じやくがこの場を包む。

　そうして次の瞬間、これまでにない疾しつ走そうをもってベヒモスの超巨体による最後の突進が繰り出された。

　それを真まっ向こうから受けるように拳を振り上げるフリームスルス。

　無茶だ！　いくら霜の巨人とはいえ、あの氷の鎧に包まれたベヒモスをその拳で打ち破ることは不可能だ！

　思わず、そう叫びそうになるオレであったが、しかし次の瞬間、フリームスルスの隣にいたカーヴァンクルから、これまでとは比べ物にならない炎の魔力がほとばしる！

「ぐるううううう、ぐるああああああああ!!」

　咆哮を上げ、その口から先程までとは比ひ較かくにならない巨大な炎の塊かたまりを生み出すカーヴァンクル。

　その炎に全ての力を込めているのだと瞬時に理解した。

　まるで太陽のような熱量を誇るあの炎の塊なら、ベヒモスの氷の鎧を砕けるのか？　そう思ったオレであったが、次の瞬間、カーヴァンクルは予想だにしない行動を取った。

「ごおおおおおおおおおおおおおお!!」

　なんとカーヴァンクルは口から生み出した炎の塊を、あろうことか、隣にいたフリームスルス目め掛がけ解き放ったのだ。

　一体何を!?　仲間割れか!?　だが、オレの不安はすぐに否定された。

『ゴオオオオオオオオオオッ!!』

　地を揺るがす唸り声と共に、フリームスルスが突き出した拳に、カーヴァンクルが吐き出した炎の塊が宿る。それはまるで燃える拳のようにフリームスルスの頭上に輝いた。

　そうか！　フリームスルスの拳だけでは氷の鎧を突き破るのが精一杯。だが、あのカーヴァンクルの炎ならば、拳の威力を殺すことなくベヒモスの氷の鎧を全て溶かし、突き破ってくれる。

　それはまさに両者の最後の力を振り絞った共同作業であり、自らの体を痛めつける苦肉の策。

　事実フリームスルスの拳に宿った炎はその腕すら崩壊させるものであり、一撃を振り下ろすと同時にフリームスルスの体は砕け散るだろう。

　だが、それすらも覚悟の上とばかりに、目の前に迫ったベヒモス目掛け、フリームスルスはカーヴァンクルの炎が宿った最後の一撃を振り下ろした。

『グオオオオオオオオオオオオオオォッ!!』

　咆哮、轟ごう音おん。

　フリームスルスが放った一撃は、ベヒモスの体を覆った氷の鎧をまるでガラスのように砕き、その向こう側にあるベヒモスの額、生物の急所ともいえる場所を正確に貫いた。

『─────────!!』

　天地を切り裂くようなベヒモスの絶叫が響く。

　フリームスルスが放った拳に宿っていた炎は、そのままベヒモスの肉体へと燃え移り、ベヒモスの額を焼き、そのまま全身へと広がっていく。

　拳を振り下ろすと同時にフリームスルスの肉体は砕け、そのままジャックフロスト達へと戻っていった。彼らは全員力なく地面へと転がる。

「ジャックフロスト！」

　地面へと落ちていくジャックフロストの内の一匹を空中でキャッチするシン。

　ジャックフロストは幸いにも意識があるようで、シンの腕の中で「くもー」と力なく笑顔を浮かべていた。

「……よくやったな、お前達。ヴァンも、皆、僕の誇りだぞ」

「くもー」

「きゅるるるぅ」

　腕の中のジャックフロストを抱きしめ、すぐ傍まで来たカーヴァンクルの頭を撫でながらシンは笑顔を浮かべた。

　よかった。シンのあんな笑顔を見られて。

　心の底から魔物との信頼関係を取り戻せて。

　そして、そんな彼女達のおかげでベヒモスを倒せた。

　そう安堵するオレであったが、しかし、次の瞬間、倒れたはずのベヒモスが再び立ち上がった。

『────────！』

「なっ!?」

「まさか、まだ戦えるのか!?」

　先程の一撃、間違いなくベヒモスに致命的なダメージを与えたはず。にもかかわらず、ベヒモスはボロボロとなったその体を起こし、殺意を込めた瞳でオレ達を見据える。

　見るとベヒモスの胸に刻まれた紅い刻印が、これまで以上に邪悪に輝き、鳴めい動どうするように明めい滅めつしていた。

　そして、それに呼応するように、ベヒモスの体内に巨大な魔力が溜まっていくのが分かる。

　まさかアンスールの奴、以前ルビィにしたように今度はベヒモスの魔力を暴走させて、この場でオレ達ごと葬る気か!?

　だが、それに気づいたところで、もはやオレ達にそれを止める手段はない。この場から逃げる手段もない。唯一残ったカーヴァンクルすら右の翼を痛め、飛ぶことすらままならなかった。

　ベヒモスの自爆にシンも気がついたのか、せめてと言わんばかりに、未だ倒れたままのマサウダと、そんな彼に寄り添うようにいるフェンリルの前に仁王立ちとなる。

「！　シン、なんのつもりだ!?」

　自らを庇うように立つシンに対し、マサウダは戸惑うように叫ぶ。

「……兄様が僕のことを煩わしく思っているのは、気が付いていました」

　だが、そんなマサウダに対し、シンは自らの胸の内に隠していた心情を吐と露ろする。

「ですが、それでもあの城で僕に調教師としての道を教えてくれたのは兄様だけです。たとえ煩わしく思われようとも、僕にとって兄様は兄様です。ですから守ります！　何があろうとも！」

「シン、お前は……」

　シンの叫びに対しマサウダは憧憬の念をもって彼女の背中を見つめていた。

　しかし、状況はそのような感傷を許さず、ベヒモスの力は爆発寸前まで高まっていた。

　もはやこれまでか。

　そんな諦めがオレの中でよぎった瞬間──。

「キョウ──!!」

　上空から響く聞き慣れた声。顔を上げるとそこには空飛ぶ巨大なシャチ、バハムートの背に乗ったリリィ、ジャック、バーン、スィ達の姿があった。

「リリィ！　皆！」

　皆はすぐさまムーの背中から飛び降り、オレ達の前に立った。

「城に戻ってきたバーンが慌てた様子で雪山の方を何度も指でさしたの。バーンだけが戻ってきたのも変だと思って、慌てて駆けつけたわ。案の定っていう状況だったみたいね」

「ぴぃー！」

　そう言って剣を構えるリリィの隣では、バーンが心配そうにオレに声をかける。

「バーン、リリィ、ありがとうな！　けど……」

　礼を言うオレであったが、しかしこの状況をリリィ達だけでなんとか出来るかといえば難しいだろう。

　今下手にベヒモスを刺激すれば、それだけで起き爆ばく剤ざいとなりかねない。折角助けに来てくれたというのに、これでは二次被害になってしまう。

　そんな最悪のケースを考え焦るオレであったが、ムーの背中からもう一人、少年が降りてきた。

「──皆さん。ここはどうか僕に任せてもらえませんか」

「ザード？」

　オレの声に頷いたのは、第三王子のザードであった。

　しかし彼は、この最後の王選は開始前に棄き権けんしたはずである。その彼がなぜここにいるのか？

　疑問に思ったオレに対し、代わりに答えたのはリリィであった。

「ここへ来る前にこの子が慌てた様子で駆け寄ってきたのよ。それでアンタ達を助けるには自分が必要だって聞かなかったから、仕方なくここまで一緒に連れてきたの」

　なるほど。そうだったのか。しかし、自分が必要とは一体どういうことだ？

　更なる疑問に頭を悩ませるオレをよそに、ザードはゆっくりとベヒモスの方へと近づいてゆく。その足元まで来るとベヒモスの体に触れながら小さく呟く。

「もう、そこまでにして──お姉ちゃん」

　姉。ザードがそう呟いた瞬間、それまで魔力を高め、暴走させようとしていたベヒモスの動きが止まった。

　その殺意に満ちた瞳に、僅かな理性の光が宿る。そして、自らの足元にいるザードの顔を見つめた。

　しばしの沈黙の後、ベヒモスの周囲に吹雪が発生し収まると、そこにはあの美しいフローラさんの姿があった。

「……気づいていたの、ザード」

　静かに問いかけるベヒモスに対し、ザードは静かに頷いた。

「……いつから？」

　再び問いかけるベヒモスにザードは答える。

「最初から気づいていたよ。お姉ちゃん」

「え？」

　それは予想外の答えであったのか、あのベヒモスの姿からは想像も出来ない表情を浮かべていた。

「一年前、この雪山から戻ってきた時からお姉ちゃんが別人だって分かってた」

　驚くベヒモスをよそにザードは答える。しかしザードの答えにベヒモスは不可解と言った顔をして問いかける。

「なら……どうして、そのことを今まで誰にも言わなかったの？　ううん、私が偽にせ物ものだと分かっていたのなら、私を姉と慕う必要もあなたにはなかったはずよ。なのにどうして……」

　困惑するように呟くベヒモスだったが、ザードはどこまでも静かに答える。

「関係ないよ。だって別人でも、あなたは僕のお姉ちゃんであろうとしてくれた。それが嬉しかった。だから、僕もあなたをお姉ちゃんと慕いたかった。それだけなんだ」

　それはあまりに単純すぎる理由であった。事実、それを聞いたベヒモスは呆気に取られたような顔をした後、真剣な表情で事実を伝える。

「……それは違うわ。私はあの国に入り込むためにこの姿を借りただけ。あなたの姉の振りをしようとしたのも、ただそれだけ。それ以上の理由なんてない。そんな私をあなたは姉だと言えるの？」

　打ち明けたその事実に対し、しかしザードは首を縦に振る。

「うん。あなたは優しい魔ひ物とだって僕には分かった。その証拠にあなたは僕のことを本当の弟のように優しく見守ってくれた。それは以前までのお姉ちゃんと何一つ変わらなかった。だから僕にとってあなたは紛れもないお姉ちゃんなんだ」

「──ッ！」

　そのザードの答えに対し、逆に動揺したのはベヒモスの方であった。

　彼女はそんなザードの想いを振り払うように必死に否定をする。

「違う！　私はあなたを利用していただけよ！　あなたのような人間を弟のようになんて想いはしない！　そもそも私の目的はあの国の王族を全て滅ほろぼすこと！　それはあなたとて、例外では、ないッ！」

　必死にそう自らに言い聞かせるように答えるベヒモスであったが、しかしオレにはそれが彼女の偽りの感情であると断言できた。

「それは違うはずだ、ベヒモス。ならなんで、あの武闘祭の時、お前の前に出たザードをシンもろとも踏み潰さなかった」

「！　そ、れは……」

　オレからの思わぬ一言に、言葉を詰まらせるベヒモス。

　そうだ。あの時のベヒモスの行動が全てを物語っていたのだ。

　あの武闘祭で、ザードはベヒモスを止めようと行動を起こした。それは自らが犠牲になる覚悟での行動だったのだろう。

　いや、もしかしたらザードがこの王選に参加した元々の理由は、ベヒモスを止めるためだったのかもしれない。

　いずれにせよ、あの時のザードの行動に対し、一番動揺したのはベヒモスだったのだろう。本当ならあそこでザードもろともシンを殺すのが一番だったはず。だが、彼女にはそれが出来なかった。

　それは彼女の中でザードに対し、何らかの想いがあったがためだろう。

　シンやヴァン、ジャックフロスト達の間に絆があるように。ザードとベヒモスの間にも人間や魔物という概がい念ねんを超越した絆が、確かに結ばれていたのだ。

　少なくともオレにはそう感じられた。

「──お姉ちゃん」

　未だ戸惑うベヒモスの手をザードが優しく握り、その顔を正面から見つめる。

「僕はこれまでお姉ちゃんに支えられてばっかりで、何の恩も返せなかったけれど、傍にいることは出来る。お姉ちゃんの正体が魔物だろうとなんだろうと関係ない。僕は、僕だけはお姉ちゃんの傍にいて、ずっと味方でありつづけるよ。だから、お姉ちゃん──」

　その瞬間、ザードの右手の甲に何かが輝くのが見えた。

　それを確かめようと目を凝こらした瞬間、オレはそこに輝く蒼い刻印の姿を一瞬目にした。

「もう、苦しまないで」

　ザードがそう呟いた瞬間、ベヒモスが流した涙がザードの右手に輝く蒼い刻印に触れ、そこからあふれた真っ白な光がこの場を包み込んだ。
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　最初に雪山で、あのフローラという王女とその護衛の兵士達の死体を見つけたのは偶ぐう然ぜんであった。

　吹雪による遭難か、あるいは何らかの魔物に襲われたのか、いずれにしろ、これは使えると思った。

　私はすぐさまアンスール様の命令により、フローラに似せた人型の姿へと変化し、コクマー王国に侵入を果たした。

　刻印による命令もあったが、私自身、魔王様を倒した勇者に対する憎しみも少なからずあり、そのためアンスール様の目的に同調した面もあった。

　とはいえ、その憎しみも刻印による影響であったのかもしれない。

　いずれにせよ、そうして城へと潜り込んだ私を迎えたのは、私の弟だと名乗った少年ザードによる抱ほう擁ようであった。

「お姉ちゃん！　無事だったんだね、良かった……！　良かったよ……！」

　少年は雪山から帰還した私の胸に迷うことなく飛び込み、涙を見せた。

　その様に私はひどく驚いたことを未だ記憶の淵ふちで覚えていた。

　これまで人間と接する機会のなかった私からすれば、初めて私の体を抱きしめてくれたその少年の体は温かく、そして私の身を心配し、涙を流してくれたその姿に不思議と心が動くのを感じた。

「……大丈夫よ、ザード。心配をかけてごめんなさい」

　そう言って少年の頭を撫でる私であったが、その時ふと、少年が顔を上げ不思議そうに私を見たのを思い出した。

　恐らく、その瞬間から、すでにザードは私が別人であったと気づいていたのだろう。

　だが、ザードはそれを私や周りに告げることなく、むしろ私を気き遣づかうように笑ってくれたのを思い出した。

「うん、お姉ちゃんが無事で何よりだよ」

　そんな彼の優しさにつけこむように、私はまずこの少年から手玉に取り、内部での地位を確実なものとして、疑われることを避けようとした。

　ザードの傍にいて彼に魔物への調教を教える振りをして、これまでのフローラの行動や知識をザードを介かいして聞いていく。

　シンのこと、マサウダのこと、現在のこの国の状況、そして王選のこと。

　それらを知り、利用することを考え、私はこの王選に参加した。だが──

「──お姉ちゃんが参加するなら、僕も王選に参加する」

　そう言ってザードが王選に参加すると表明した時、私は心のどこかで動揺していた。

　そう、本当ならザードも殺すべきであったのだ。

　この国の王族の一人ならば、国を潰すために、たとえ子供であろうとも王の血筋をここで絶たやすべきだと。

　だが、あの時、武闘祭にて私を止めるべく立ちはだかったザードを見て、出来ないと確信してしまった。

　なぜなら、私はすでにザードをただの人間としては見ていなかった。

　利用するはずだった。そのつもりであった。

　けれども、あの子と触れ合う内に私は、いつしか──

「僕はお姉ちゃんの傍にいたいんだ」

　いつしか私は──あの子の本当の姉になっていたのだ。
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　──今、オレ達の頭の中に見えた光景や声が、ベヒモスの記憶であったのかどうかは分からない。

　目を開けると、先程ザードの手に見えた蒼い刻印の姿はなかった。

　だが、そんな彼を愛いとおしそうに抱きしめながらベヒモス──フローラさんは、あの巨大な魔力を解き放つことなく、自らの中で暴発させ、静かにその体を崩ほう壊かいさせてゆく。

　あのまま自らの魔力を解き放てば、この場にいる全員を巻き込み始末することが出来たはず。だが彼女はそうしなかった。

　その理由は先程見えた彼女の記憶が雄ゆう弁べんに語っていた。

　彼女は目の前にいる少年──弟ザードのために自らの体内で力を暴発させる道を選んだのだ。誰ひとり巻き込むことなく、自分ひとりの犠牲で弟を守ろうと。

　それを理解してか、ザードは悲痛に顔を歪ませながら涙を流し、消えゆくフローラさんの体に抱きつく。

「──お姉ちゃん」

　姉。そう呼ばれたベヒモスの表情は穏やかであり、自分の体に抱きつくザードの頭を優しく撫でながら小さく呟く。

「……こんな出会い方でごめんね。ザード。けれども、もし、もしも次があるのなら……その時は……今度こそあなたの──」

　そう呟き、最後のセリフは紡つむがれることはなかった。

　ベヒモスの体はいつか見たベンヌの最期の時と同じように、自らの体を焼き尽くすように真っ白な灰に包まれ、そして──粉こな雪ゆきのように消えていった。

　姉を抱きしめていたザードの手には灰のような雪だけが残り、その中から青く輝く真しん珠じゆのような宝石が現れた。

　おそらくはあれこそがベヒモスの体内にあった宝石であり、種。

　それをザードも本能で理解したのか、手の中の真珠を大事そうに抱きしめ、静かに涙を流す。

「お姉、ちゃん……」

　それは悲ひ哀あいに満ちた悲しみの涙だ。彼にとってみれば自分の大事な姉を二度もなくしたことになる。

　そんなザードの心境に思いを馳はせたオレは、気づくとザードの後ろに移動していた。

「──ザード」

　オレの声に振り向くザード。その顔は涙でぐちゃぐちゃに濡れており、オレはそんなザードの拳に静かに手を置く。

「もし、よかったら、その種をオレに育てさせてくれないか？」

「え？」

　戸惑うザードに対し、オレは静かに説明する。

「オレがするのはあくまでその種を植えて卵を成長させるまでだ。成長したあと、そこから生まれた魔物は君が育てて欲しい」

「僕、が？」

「そうだ。きっとあの人も、それを望んでいるはずだ」

　オレの言葉を受け、手のひらに載る真珠を見つめるザード。

　そう、次にオレがこの種を育てた時、そこから生まれるベヒモスには刻印の呪縛はついていない。

　そうなれば、そこから生まれるベヒモスは、ムーやダハーカのように、まっさらな純粋な魔物として育つはず。

　そして、その魔物は今度こそザードの傍に居続けるべきだ。

　最後にあのベヒモスが紡ごうとした言葉。その先のセリフがなんであったかなんて、オレではなくとも、誰もが気づいたはずだからだ。

「──分かった」

　やがて静かに納得をしたザードが、涙で濡れた顔を拭いながら、手に握る真珠をオレへと差し出した。

「お姉ちゃんはずっと僕の傍にいてくれた。だから、今度は僕がお姉ちゃんの傍に居続ける」

　そう言ってザードから差し出された真珠を受け取り、オレ達のこの大陸でのＳＳランク魔物との戦いは、静かな終わりを迎えたのであった。
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「マサウダ様、シン様、それにザード様。ご無事で何よりです」

　そう言ってオレ達を出迎えたのは、あの審査員のリーダー格の老人であった。

　あれからオレ達は、雪山の頂上に現れた兵士達によって保護され、無事に山を降りて王都へと戻ってきていた。

　どうやら審査員の方でも秘密裏にこちらの様子を観察していたようだ。あのベヒモスが現れたあたりから城で救援隊を結成し、雪山へ向かわせてくれたのだ。

　とはいえ、救援隊が駆けつけるよりも先に、オレ達でベヒモスの方をなんとかしたため、問題はなかったのだけれど。

　帰り際、雪山の中腹にあるフローラさんの死体を救援隊の人達に回収してもらい、城の方へと送り届けてもらった。

　フローラさんの件については後ほど説明するというシンのセリフを添そえて。

「して、『王の証あかし』は見つけられましたかな？」

　街の広場へと戻ってきたマサウダ、シンに対し、そう問いかける審査員の老人。それにシンは気まずそうに視線を逸そらし、その隣となりで兄のマサウダが懐ふところから一つの宝石を取り出した。

　恐らくあれが『王の証』なのだろう。結局、オレとシンは最後の王おう選せんの勝利条件である『王の証』を手にすることが出来なかった。僅わずかな悔くやしさに顔を曇くもらせる。

　しかし、次の瞬間マサウダが発した言葉に、この場の全員が驚きよう愕がくした。

「審査員よ。今回の王選に勝利したのは私ではない。こちらにいる我が妹──シンである」

「え？」

　その一言に周まわりにいた審査員、兵士、民衆の全すべてが呆あつ気けにとられるが、すぐさまそれを否定するように、マサウダの傍そばに配はい下かと思おぼしき男性が駆かけつける。

「な、何をおっしゃっているのですか、マサウダ様！　その宝石が『王の証』であるのなら、最後の王選に勝利したのはあなた様です！　ならば、この国の王座に就つくのはあなた様しかいな──」

「いいや、あの雪山の頂上にて、もしもシンが助けてくれなければ、私は間違いなく死んでいた」

　そう断言するマサウダは、己おのれの手に輝く宝石を隣にいるシンへと手渡す。

「シン。お前の力量、調教師テイマーとしての腕、全てにおいて私より優まさっている。あれほど魔物を従したがえられるお前ならば、この国を治おさめるのにも十分な器うつわはあるだろう」

「兄、様……」

　思わぬ兄からのセリフに、言葉を詰まらせるシン。

　しかし、マサウダの傍に駆かけ寄よっていた臣しん下かは納得できないとばかりに叫ぶ。

「いいえ、いいえ！　そんなはずはありません！　マサウダ様！　そもそもあなた様はこの王選をすることなく、本来ならば王座に就いているはずのお方なのですから！」

「え？」

　男が漏もらしたセリフに、オレだけでなく、全員が困こん惑わくしたような声を上げる。

　そして、マサウダが制止の声を上げるよりも早く、信じがたい事実を告げた。

「なぜなら、国王の本当の遺ゆい言ごん書しよには、あなた様に王位を譲ゆずると書いてあったはずです!!」

「なっ!?」

　男のその発言に周囲は一気に混乱が溢あふれかえる。

「どういうことだ!?」「では、王選の遺言は偽いつわりであったのか？」「ならば、この国の王はマサウダ様に……？」「いやだが、王選の結果を考えれば……」と口々に審査員含ふくめ民衆の多くが戸と惑まどっているのが分かる。

　そんな彼らに対し、ただ一人冷静なままのマサウダが疑問に答えてゆく。

「……確かに父の遺言は私に王位を譲るというものであった。そして、今回の『王選』それを遺言として始めたのは全て──私の独断だ」

「なんと!?」

「まさか！　しかし、なんのために!?」

　マサウダが告つげた真実に対し、オレだけでなくシンすらも予想外とばかりに驚いた顔のまま硬直した。

　しかし、そんなシンに対し、マサウダは更さらなる真実を告げる。

「……シン。父上はお前が女であることに気づいていた。故ゆえに王位は私に譲るとそう書き残したのだ」

「!?」

　マサウダが告げた事実に、この場の全員が息を吞のむ。

　そうか。元々この国の王になれるのは、男として生まれた長男のみ。

　なんらかの理由があり長男以外に王の資格があるとみなされた場合のみ、王選が開かれる。

　しかし、前国王はシンが女であると気づいており、そのためシンを王位から除じよ外がいし、マサウダを指名したのだ。

　だが、しかし。それならばマサウダはそのまま父親の遺言を発表していれば、王位を継げたはず。なぜ、わざわざ王選を開く必要があったのか？

　誰もが抱いだく疑問にマサウダは答えた。

「確かにこの国の王位は長男が継つぐべき法がある。だが、私は女だからといって、その才能を否定し、王位に就くチャンスすら与えられない法など間違っていると思う」

　それはまさに、この国に根付いた法とルールへの真まっ向こうからの否定であった。

　マサウダのそのセリフに動揺する貴族の姿もあれば、それに同意する民衆の顔もあった。

「何よりも私は、王位に就くのならば自らの実力で就きたい。このようなただ長男として生まれただけの理由で王座に座るような、軽い存在になどなりたくなかった。シン、私はお前に勝ち、それをもって王座に就く器があると証明したかったのだ」

「兄様……」

　それはオレやリリィが抱いていたマサウダへの印象を、完全に覆くつがえすものであった。

　オレもリリィもマサウダに対し、どこか後ろ暗いものがあるのではと感じていた。実際はその真逆であったのだ。

　彼はこれ以上ないほど真しん摯しに、かつ正当な理由を持って、この王選に挑いどんでいた。

　全ては彼がライバルとして認めていた、自らの妹シンに打ち勝つため。

　恐らくマサウダがシンから距離を取ったのも、妬ねたみや嫉しつ妬となどという浅ましい感情からではなく、敵としてライバルとして、一線を保たもつためだったのだろう。

　それをシンも理解したのか、その目尻には僅かに涙が浮かんでいた。

「……だが、結果はこの通りだ。故に審査員よ。この国の王にはシンが就くことが相応ふさわしいであろう」

　そう言ってマサウダは自らの敗北を宣言し、膝ひざを折る。

　そんなマサウダに対し、先程の審査員の老人が近づく。

「マサウダよ。そなたは『王の証』を見せた。この『王選』、勝者に相応しきはお主だ」

「……なに？」

　告げられたその一言に、マサウダは驚愕を顕あらわにする。

　だが、それはオレ達も同じであり、皆して続く老人の言葉に耳を傾かたむけた。

「お主が手にした宝石。それは『王の証』ではない。それはいわばダミー。この最終王選において我らが測はかっていたものはただ一つ。それは苦境に立たされた時のみ見せる、お主達の真実の姿。この国の王として、人や魔物の上に立つべき器を測る心の試練であったのじゃ」

　審査員の老人のセリフに、マサウダだけでなくシンすらも驚く。

　最後の王選。その舞台となったのは西の雪山という、これまでとは比較にならない危険な場所であった。

　更にそこに、自みずからが育てた魔物だけを連れて向かう。確かに、そのような厳きびしい条件ともなれば、その人物の本性、心の内、あるいは魔物との真の信頼関係や絆きずなが紡つむがれていたのか、確かめられるというもの。

　もしも、その試練の最中に自ら魔物を切り捨てるか、あるいは魔物の方に切り捨てられるようなことがあれば、その者の器がその程度であったと証明される。魔物という存在を兵や民に置おき換かえるのならば、それを最後まで従え共に苦難を乗り切った者こそが、確かに王としての器はある。

「最終王選の内容は我らも確認させてもらった。絆の強さや信頼、そしてあのＳＳランク魔物を退けた腕を考えれば、確かにシン様に王位の資格はあるかもしれない」

　そう言って審査員は隣にいるシンを見る。

「──だが、お主は自らよりシンの方が相応しいと認め、全ての事実を話した。王に一番必要なものはその公正さ。自らよりも優秀な者を認める器であると、私は考える。お主が王となれば、この国の在あり方かたも少しずつ良い方向へと変わっていくじゃろう。ただ王の血を引く長男のみを継承者とするのではなく、真に相応しい者を王と認める国へと。故に私はお主をこそ、この国の王として認めたい」

　告げられた審査員の宣言に、言葉を失うマサウダ。

　だが、静かに周囲の空気が変わり、一人また一人と拍手を始め、気づくとこの場に集まった全員がマサウダへ、その勝利を認める拍手を送っていた。

「ああ、オレもそのじいさんの審査に同意するぜ！」

「マサウダ様、アンタならこの国の王を任せられるぜ！」

「調教師としての腕もシン様と遜そん色しよくない！　オレもマサウダ様を支し持じするぜ！」

　思わぬ展開にマサウダ自身が呆気にとられるが、そんな彼の手を握ったのは他ならないシンであった。

「……兄様。僕も兄様を支持します」

「！　シン、何を……!?」

　驚くマサウダに対し、しかしシンは静かに頭を横に振り、続ける。

「元々この王選は兄様が宣言しなければ始まらなかったもの。確かに僕はこの王選のため、それに勝利するためにここまで努力しました。ですが、本当は違ったのです。僕がここまで来た本当の理由は──ただ兄様に認めて欲しかった。それだけだったのです」

　そう言ってシンは、自らの胸の内に隠かくしていた兄への憧あこがれと感謝を口にする。

「僕はこの王選を通じて、僕自身の力を証明出来た。それだけで満足です。そちらの審査員の言う通り、僕の実力と王の器とはまた別。王座に座るべき相応しい器の持ち主がいるとするなら、それは紛まぎれもなく兄様です。僕はそんな兄様を傍で支ささえます」

「シン……」

　マサウダから渡された宝石を、再び彼に返すシン。

　そして、その宝石を見つめながらマサウダは決意に満ちた瞳ひとみで宣言する。

「──分かった。この国の王位継承権、私が継ごう。そして、ここに約束しよう。今後この国は血筋だけで全てを決するのではない。男も女も関係ない。王の器に相応しい者こそが王座に就ける国へと変えていくと。お前達全員の力を私に貸してくれ」

　マサウダのその宣言に対し、民衆を始め、シンやザード、それに審査員や貴族の者達もほとんどが彼の宣言を支持し、その名を讃たたえた。

　オレはそんなマサウダの隣で、初めて純粋な笑みと、満足した顔を見せるシンを見ながら、この王選の結末に満足するのであった。




「それじゃあ、キョウ。約束通り、この世界樹の宝石を君に渡すよ」

　そう言って世界樹の宝石を渡してくれるシンに対し、オレ達は思わず顔を見合わせて驚いた。

「いいのか？　約束じゃシンを王選に勝利させるのが条件だったんじゃ？」

「ああ、それね。もういいんだ。僕は本当にただ兄様に認めて欲しかった。僕自身の成長をこの国に示したかった。王位に就くのはそのための手段であって目的じゃなかったんだ。それに気づけただけで十分だよ」

　そう言って笑うシンに対し、オレはフローラさんが言っていた自分の実力を示したいというセリフを思い出す。

「そっか。じゃあ、遠えん慮りよなく受け取らせてもらうな」

「うん」

　受け取った世界樹の宝石をそのままカバンにしまうオレであったが、その時ふと気になったことをシンに尋ねる。

「そういえばシン。お前ってこの宝石を持ってるってことは世界樹セフイロト……邪悪の樹クリフオトを討とう伐ばつしたってことだよな？」

　今になってオレは、シンがこの宝石を手にした経けい緯いに疑問を持った。

　確かに世界樹は人々にとっては魔物を産みだし続けた邪悪の樹であった。しかしこの国というよりも、この大陸の住民からすれば魔物は紛れもない資源であり、人によっては友のような存在。

　いくら魔物を生み出すからといって、シンのような調教師が世界樹を切り倒すだろうか？

　そんなオレの疑問にシンも気づいたのか、どこか気まずそうに語る。

「ああ……。それについては僕も乗り気ではなかったんだけどね。けれどアラジンの奴が魔王を倒すには、どうしても邪悪の樹を切り倒す必要があるって僕達の国に協力を求めてね。相手は世界一の勇者なわけだから断るわけにもいかず、仕方なく僕が軍を率ひきいてこの国の世界樹を切り倒したんだ」

「え、ちょっと待ってくれ。そのアラジンっていうのは誰なんだ？」

　思わぬ人物の名に戸惑うオレに対し、シンは「知らないのかい？」と逆に驚いた様子であった。

「アラジン。別名〝英雄勇者〟。六大勇者の頂点に立つ存在だよ。彼こそが魔王をその手で討ち取った文字通りの英雄ゆうしやさ」

「魔王を討ち取った……勇者……？」

　つまり、そいつがスィの親を討った者。

　オレは思わず隣にいるスィを見るが、当のスィはよくわからない様子でオレを見つめていた。

「もしも君が残る六大勇者に会うつもりなら、彼は最後にしておいた方がいい。彼はあらゆる意味で勇者であり、同時に魔物という存在を許さない人物だから……」

　そこにはどこか怯おびえるようなシンの表情が隠れていた。

　同じ六大勇者のはずのシンがこれほどの警告をするとは、一体どんな奴なんだ？

　そう疑問に思うオレであったが、シンからのその忠告は胸に刻きざむことにした。

「キョウ君」

　後ろからかけられた声に振り向くと、そこにはマサウダが立っていた。

「雪山でのこと、改あらためて礼を言う。それに我が妹に対し親しん身みに接し、協力していたとも聞いた。これらの件、重ねて礼を言いたい」

　そう言って頭を下げるマサウダに対し、オレは逆に恐縮してしまった。

「い、いや、そんな！　当然のこと、と言いますかシンに協力していたのはお互いの利益のためですから。そんなお礼を言われることでは……どうか頭を上げてください……！」

「だが、君やシンに命を救われたのは事実だ。もしも私に出来ることがあるのならば言ってくれ。この国の王として恩人に報むくいたい」

　そう告げるマサウダに対し、オレとリリィは思わず顔を見合わせる。

「それなら──！」




「ここが地下の壁画がある部屋の扉だ」

　あれからオレ達はマサウダに頼み、例の刻こく印いんについて記しるされた壁画を見せて欲しいと頼み、城の地下へと案内してもらえた。

　隣にはリリィを始め、ジャック、スィ、ムー、バーンとそれにシンも同行していた。

「一つ頼みがある。この先の壁画に関してだが、それはここだけの話にして欲しい。これが他国に知られると少し厄やつ介かいなことになるのでな」

「？　どういう意味ですか」

　扉を開く直前、そう呟つぶやくマサウダに問いかけるオレであったが、その答えはすぐに形となり目の前に現れた。

　開かれた扉と、その先に広がった空間。

　そこには壁一面に描かれた、ある一族の絵が存在した。

　右手に蒼あおい刻印を刻んだ金色の髪をなびかせる一族。その身なりや風ふう貌ぼうは、一目で〝魔女〟と分かるものであった。

「これは──!?」

　それだけではなく、その蒼い刻印を右手に刻んだ一族と対ついをなすように、反対側には銀色の髪に白のローブをまとった白い魔女の集団が描かれていた。

　そして、その白い魔女団の後ろには、彼女達を統すべるように、銀髪に漆しつ黒こくの服をまとった黒い翼を生やした巨大な存在が描かれていた。

　それはまさに物語に登場する魔王のような威圧感があり、その存在の手にはあの〝紅あかい刻印〟が刻まれていた。

「見ての通りだ」

　壁に描かれた壁画を見て、言葉を失うオレ達の方を振り返りながら、マサウダが告げる。

「我々、コクマー王国の王族には、この壁に描かれた〝金色の魔女〟の血が流れている」

「そんな、まさか!?」

　その言葉を聞いて真っ先に驚きの声を上げたのは他ならないシンであった。

「では、兄様！　僕が持っているこの蒼い刻印というのは……!?」

　信じられないと言った様子で手の甲に浮かんだ刻印を指すシンに対し、マサウダは冷静に答える。

「そうだ。それは元々〝金色の魔女〟と呼ばれる一族が有した、魔物と心を通わせるスキルだ。今ではその血も薄れ、稀まれにお前のように先祖の血を濃こく受うけ継ついだ者にのみそれが発現する。とはいえ、このことは王族の、それも王の直系にしか知らされていない極秘中の極秘だ」

　マサウダのその答えに、シンは複雑な感情で自らの刻印を眺ながめる。

　しかし、確かにそれならばシンが持っていた刻印の能力に説明がつく。

　効力こそ異ことなるものの、あれはアンスールが有した真紅の刻印と似た部分があった。そして、それが魔女の能力であるのなら、それを王族が受け継いでいることは他国に知られるわけにはいかない。マサウダがここだけの話にしてくれと言うのももっともである。

　だが、もう一つ気になることがある。それはマサウダさんが指した金色の魔女と、対となるように描かれたもう一団の魔女達。

「それじゃあ、マサウダさん。そちらの反対に描かれた白い魔女達は一体なんですか？」

「ああ、彼らか。彼らは〝銀色の魔女〟と呼ばれる一族であり、魔王に仕える魔女とされている」

「魔王に仕える……魔女？」

「そうだ。彼らの背後、あそこに描かれた銀色の存在こそがこの世界に存在した──〝魔王〟とされている」

「魔王……」

　それは先程オレが威圧感を感じた存在であった。

　銀色の魔女団の背後に描かれた、真紅の刻印を刻んだ女性。

　確かにどことなくスィと似た部分はあるように感じる。だが、それよりもオレが気になったのはその魔王の手に描かれた刻印。

　それは間違いなく、あのアンスールが手に刻んでいたものと同じ。

「……マサウダさん。あの魔王が手に刻んでいる真紅の刻印の正体について、何か知りませんか？」

　そう尋ねるオレに対し、しかしマサウダさんは静かに首を横に振る。

「残念だが銀色の魔女と魔王に関しては、ここに描かれた情報しか私も知らない。ただ魔王が持つあの刻印は金色の魔女が持つ刻印と異なる効力を持つとは聞いたことがある。蒼い刻印が魔物との絆を深めるものだとするなら、真紅の刻印はその真逆、支配と調ちよう伏ぶくの能力だとされている」

「支配と調伏……」

　確かにアンスールの刻印には、そうした能力が見て取れた。

　ならば、アンスールの刻印は本来魔王が持つ刻印？　銀色の魔女がアンスールやイースちゃんの一族のことだとするなら筋は通るが、なぜ魔王の刻印がアンスールの手にあるんだ？　それに金色の魔女と銀色の魔女の関係性も気になる。

　一つの答えを得たかと思われた矢先、更なる謎なぞの出現に頭を悩ませるオレに対しマサウダさんが思わぬ助け舟を出す。

「もしも、ここに描かれた魔女や刻印の謎を追いたいのなら、この大陸の隣に位置する第三大陸ビナーへ向かうといい。その大陸こそが〝金色の魔女〟の発はつ祥しよう地ちだと聞いている」

「!?　本当ですか！」

　思わぬ助言に反応するオレに対し、隣にいたシンもついでとばかりに告げる。

「その大陸に行くなら、僕が書状を書いておこうか？　確かそこにも僕と同じ六大勇者の一人がいたはずだよ」

　マジか！　だとするなら、次の行き先は決まったも同然だ。

　ここに描かれた金色の魔女と、そこに刻まれた蒼い刻印の謎を追う。更にその過程で大陸にいる勇者に会い、世界樹の種ももらう。完かん璧ぺきな流れだ。

　次なる方針が決まったことに歓喜するオレであったが、その時、ふと隣を見ると、そこにはいつになく顔を真まっ青さおにしたリリィの姿があった。

「リリィ、どうしたんだ？」

「…………」

　問いかけるオレに対し、リリィは答えない。

　そうか。リリィにとって銀色の魔女、更には真紅の刻印は故こ郷きようの敵なんだ。動どう揺ようしないはずがない。

　そう思いリリィの視線の先を追うが、しかし、それは銀色の魔女や魔王に向けられた視線ではなく、その隣に存在する金色の魔女に向けられたものであった。

「…………」

　どういうわけかリリィは金色の魔女を見つめたまま顔を真っ青にし、膝ひざがブルブルと震えていた。

　それはまるで恐怖に震えるようであり、この場から逃げ出そうとしているようにも見えた。

　一体何がどうしたのか？　問いかけようとしたオレに対し、リリィは顔を俯うつむかせ、静かに呟いた。

「──金色の、魔女……」

　そう呟いたっきり、リリィは最後まで何も話すことなく、オレ達は一つの解と引き換えに更なる謎を背せ負おうことになった──。
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　ＦＧＯ最高だぜ！（挨あい拶さつ）

　というわけでお久しぶりです。雪せつ月げつ花かです。

　お陰かげ様さまで『魔物栽培』も四巻目に突入です。ここまで来れたのも買っていただいた皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　一応、本作は六巻までの構想で執筆しておりまして、一巻につき一人の勇者と出会うという形で執筆をしております。

　これは一巻の時点から出来ていた流れで、お気づきの方もたくさんいるかと思います。

　前回の三巻はいわゆる折り返し地点のため、これまでよりもシリアス要素が強かったかもしれません。

　これは六大勇者と会うだけではパターン化してしまうので、明確な敵というか障害を設もうけることで、種を貰もらう際さいのイベントに新たな山場を作れればと思い、その仕し込こみによるものでした。

　そのため、前回のキョウが色々と制限された状態での栽培になってしまったので、今回は彼本来の持ち味を活いかした栽培が出来たかな？　と思います。

　この辺は一巻や二巻あたりの雰囲気を思い出しながら執筆しておりました。

　次回は残る勇者も二人という事で佳か境きようが近づいておりますが、予定では次もキョウらしい栽培をしながら、物語を展開できればと思っております。

　あと次の巻では、懐かしの面々なども登場させる予定で、一巻から久しぶりのあのキャラ達とか出てくるかもです。

　それと今回あまり出番がなかったリリィちゃんでしたが、次の巻ではいよいよ彼女のお話を描けそうです。

　ただやはり、最後が近づくになれシリアス要素も強くなっていくかもしれません。ですが、この魔物栽培という物語自体は綺き麗れいに終わらせたいと思いますので、どうか最後まで見守っていただけると幸いです。

　それでは今回の宣伝です！　知っている方もいるかもしれませんが、四月に『異世界ですが魔物栽培しています。』の漫画二巻が発売されました！

　こちら、漫画独自のアレンジや展開などを盛り込まれているため、原作を知っている方でも十分楽しめる内容になっております。

　何よりも純粋に面白い仕上がりになっておりますので、まだ購入していない方にもぜひオススメです！

　それではまた次回、お会いできる日を楽しみにしております。

　最後に、ラミナのスキン当たりませんでした。
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